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　夏。

　大だい東とう京きよう王国、王都新しんほたる。

「お師しょー」

「お師しょーじゃありません、キャスティアさん。しょう。お師し匠しよう様と呼びなさいと、弟で子しになったときから何度言えば……」

　腰こしまで届くサラサラとした長ちよう髪はつ。魔ま導どうローブにシンプルな意匠の白いロッドを片手、眼鏡をかけた優やさ男おとこが小さく溜ため息いきをつく。そんな憂うれいすら様になる、美び貌ぼうの男だった。

　名をアークセラ。雷らい将しようキャスティア・フルバレットの他ほかに、帝てい国こく皇女たちの魔導に関する教育係も務めた、帝国屈くつ指しの賢けん者じやであった。

「今いま更さらいいじゃないか、お師しょー。それよりここ、本当に宮きゆう殿でんなのかい？　にしちゃあ随ずい分ぶん殺風景だけど」

　ルナスを先頭に行軍するその回かい廊ろう、壁かべには漆しつ喰くいなど塗ぬられておらず、装そう飾しよくもなく、硬こう質しつなコンクリートが剝むき出しで、それすら煤すすけ、所々は欠け、ひびが入っている。

　魔法のホウキを肩かたに担かついだキャスティは、そんな様子をぐるりと見み渡わたし、胡う散さん臭くさげに肩をすくめる。

「まるで廃はい墟きよじゃないか」

「その通り、廃墟といえば廃墟ですとも。ここも旧文明の遺い跡せきですからね。かつては国際コンベンションセンターと呼ばれていたそうです」

「へえ」

　キャスティは退たい屈くつな道程に、一つあくびをする。宮殿であるはずなのに、あるべき出で迎むかえがないのだ。迎げい撃げきという名の出迎えが。

　先行くルナスが、苛いら立だつように呟つぶやいた。

「……ミスマルカのときを思い出すな」

　答えたのは、そのときも同行していたという二人のメイド。まず、かたい雰ふん囲い気きの方が言った。

「この国の王は、そうした知ち恵え者とはかけ離はなれていると聞きますが」

　知恵者とはミスマルカの王族親子のことを言っているのだろう。次にやわらかい雰囲気の方が言った。

「なんでも、肉だるまみたいな王様だそうですねー」

　ふぅん……、と一人で相あい槌づちを打つキャスティ。別段、ミスマルカのこともこの国のことも関心がなかった。それよりは。

「……いいなぁ、ルナス様は。あんな綺き麗れいなメイドが二人もいて。ていうか、本当にこんなところまでついてきちまうんだ、ノアールローゼンてのは」

　アークセラが言う。

「何言ってるんです、キャスティアさん。私たちもルナス皇女をお守りするために同行しているんですよ。あなたもあくびなんかしていないで、しっかりと目を光らせなさい。あなたが何か問題を起こすたびに、師である私が白い目で……」

「あーあーはいはい、だったら今は任務に集中しなきゃね、お師しょー。お説教している場合じゃないだろ」

「ですから『しょー』ではなく『しょう』だと……」

　そうこうするうち、数百の手勢を連れたルナスの一行は広大なホールに辿たどり着いた。そこだけ壁へき面めんに緞どん帳ちようが下げられ、レッドカーペットが敷しかれた先には、建物の様相とは不ふ釣つり合あいな大きな大きな玉座が一つ。十六条の旭日章を背にするように一人の大男が掛かけていた。

「……うわ、なんだいありゃ。ほんとに肉だるまじゃないか」

「しっ、キャスティアさん」

　師匠に言われ、キャスティは口を噤つぐむ。

　肉は肉でも、全身が鎧よろいのように鍛きたえ上げられた筋肉。その巨きよ軀くに刻まれた歴戦数多あまたの傷きず跡あとを誇こ示じするように、上半身にまとうのは、袖そでなしのジャケットとマントのみ。帝都の闘とう技ぎ場にも力ちか自らじ慢まんはまま見かけるが、ああも見事な体付きはそうはいない。

　鋲びよう付つきのレザーチョッキに角つの兜かぶとを被かぶった、粗そ野やな出いで立ちの親衛隊の合間を、しかしルナスは臆おくすることなく進み出で、玉座の男に目掛けて吐はき捨てた。

「貴様がハオウか。どういうつもりだ」

「フハハ、良い名だろう」

　鷹おう揚ように男は笑い、部下に注つがせた杯さかずきを呷あおる。

「ハオウ。たったの三文字だ。漢字に直せば覇は王おうの二文字。誰だれにも覚えやすく、支配者に相応ふさわしい名前だとは思わぬか」

　笑ってはいるが、その笑え顔がおは凶きよう悪あくだった。

「それで……いちいち覚えるのも面めん倒どうな長ったらしい名前の姫ひめよ。大東京……否いな、オオヤシマの支配者であるこの俺に何の用だ」

「どういうつもりだと聞いている。まさか脳みそまで筋肉でできているわけではあるまい」

　ルナスは兜の目ま庇びさしを撥はね上げ、睨ねめつけた。

「我が国は宣戦を布告したはずだ。だというのにこの国は上陸を阻そ止ししようともしない。町の連中は我々の姿を見ても逃にげようともしない。挙句はこの宮中にまで素す通どおしで、ならばとっくの昔に逃げたと思った国王は酒を飲みながら笑っている！」

　ごん、と八つ当たりするように七しち星せい剣けんで床ゆかを叩たたいた。

「私はここへ戦いくさをしに来たのだっ!!」

　キャスティも喧けん嘩かっ早い方だが、ルナスのこの言葉には感服する他ほかない。

　それにハオウはゲラゲラと哄こう笑しようを響ひびかせた。

「フハハハハハハハハ!!　戦争！　戦争か!?　ごてごてと鎧で着き飾かざった姫よ。お前こそ頭の中にまで鉄板が入っているわけではあるまい」

「貴様……」

「この国には旧文明の昔から続く、呪のろいのような掟おきてがある。まさか己おのれが攻せめる国のこと、知らなかったとは言わせぬぞ」

　ルナスは一度、小さく息を吞のんだ。一応、姉から聞かされていたからだ。

「……まさか」

「そう、第九条という名の血の掟よ」

「アホか!?」

　ルナスが叫さけんだ。

　そういう話は大陸側にも知られていた。だが、大陸の国々の常識からすれば冗じよう談だんのような話なのだ。綺麗ごとを言っているだけだろう、とか、だからいざというときには秘密のとてつもない軍隊が姿を見せるに違ちがいない、とか。大陸から見れば離り島とうである大オオ八ヤ洲シマ、今まで戦争と呼べるほどの戦争がなかったために、誰もそれを確かめる術すべがなかったのだ。

「では本当に軍も兵もいないというのか!?　それは旧文明の頃ころは平和でよかっただろうが、今の時代にそれでどうやって国が成り立つ!?　魔ま物ものはどうする！　犯罪者は！」

「魔物なら世界最強のハンターギルド、猟りよう友ゆう会かいがある。大陸からも大量のハンターが訪おとずれる。犯罪者も賞金をかければ魔物と同じよ、世話はない」

「ならば」

　ルナスはハオウに向かって七星を振ふりかざした。

「他国の侵しん略りやくに対しては無条件降こう伏ふくでよいのだな？　宣戦布告に際してそのような言葉は聞かれなかったが」

「降伏だと？　それは弱者の言葉。降伏するは力なき弱者。降伏を迫せまるは、戦いを恐おそれる臆おく病びような弱者よ」

「……ほう」

「旧文明の崩ほう壊かい後、世紀末と呼ばれた時代に人々は強さを求めた。それこそが荒あれ果てた混こん沌とんの中、唯ゆい一いつ生き残る術だったからだ」

　ゆらり、ハオウが立ち上がる。

「故ゆえにこの国では、強き者だけが王となってきた！　ならば戦など不要！　そもそも起きぬ！　王たる者、兵には頼たよらぬ！　軍勢と呼ぶべき寄せ集めの雑ざ魚こなど己一人で打ち破る！　それこそがこの国の王に求められる唯一の資質！　それを持つ者だけがこの大東京王国の王となれるのだ!!」

　ハオウは太い眉まゆを持ち上げ、鬼おにのように目を剝むき、岩のような拳こぶしを握にぎり固めてみせた。

「お前はどうだ、その大層な武具がなければ身一つ守れぬ姫よ。この俺を倒たおし、この国の女王となるか？」

　ここに至り、ルナスは笑った。

「なるほど、ならば最初からそう言えばいい。それで貴様が満足するというのなら相手になろう。さあ得物を持ったらどうだ。生あい憎にく私は、丸まる腰ごし相手に剣を振るのは好かんのだ」

「得物？　先ほどから見せているはずだが」

　素手。強しいて言うなら、ただの拳。それが武器だとハオウは言う。

「立ち去れい！　節穴のような目を持つ大陸の姫よ。お前ではこの俺に勝つこと能あたわず」

「どこまで愚ぐ弄ろうする、人間風ふ情ぜいが！　ならば死ね！」

　言葉と同時にルナスは踊おどりかかった。七星剣に輝かがやく星は七つ。この建物ごとを切り裂さくフルパワーで純白の光を放ち、天てん井じようを、壁かべを切り裂き……、しかし振り下ろされた剣は床にまでは届かない。

「なっ……!?」

　ルナスの力量を知るからこそ止めもしなかった帝てい国こく軍の側近たちは、目を疑った。キャスティも、アークセラも、メイドたちも……そして誰だれより、ルナス自身が息を吞んだ。

　それをハオウは鼻で笑う。

「……どうした。たかが白しら刃は取どりに何を驚おどろく」

「これがっ……白刃取りだとっ……!?」

　剣を受け止められたのだ。

　真しん剣けん白刃取り、沙さ耶や香かのそれを見たことはある。だがあれは両手で、正対する上段からの斬ざん撃げきにのみ可能な技わざであったはず。

「馬ば鹿かな……貴様、人間か……!?」

　だがこの男の場合はカードを挟はさむように容易たやすく、たった二本の指でそれをやったのだ。なのにまるで万力に挟まれたように剣が動かない。いや、ただの万力なら台座ごと引っこ抜ぬくほどの力を込めて、なお動かない。

「生まれ持った力に溺おぼれる、魔ま人じんらしい口ぶりよ。この程度、世紀末の頂点に立つ覇は者しやにとっては児じ戯ぎに等しい……」

　ハオウが大きく息を吸い込んだ。野性味溢あふれる長ちよう髪はつが、ざわと逆立つ。その身から、魔力とは異質な不可思議な光の帯が立ち上る。

「……覇はァッ!!」

　ルナスが気付いたときには遅おそかった。固定された七星剣の横腹に、ハオウが手刀を叩たたき込む。

　バキィン！

「っ……。」

　そしてルナスは柄つかだけになった自身の愛剣を啞あ然ぜんと見やった。

　折れたのではない。

　氷か何かのように、砕くだけたのだ。

「ぬぅうあっ!!」

　ハオウの中段突づきに対し、ルナスは咄とつ嗟さに大おお盾だてを構え、全身で支えた。

　ガギィイン!!

「ッ!?」

　盾を打つ音が普ふ通つうではない。到とう底てい人間の拳が奏かなでた音には感じられない。共和国にある戦車砲ほう弾だんでも打ち付けられたような打突音。それでも突き抜ける正拳の衝撃。フルアーマーを着込んだルナスの身体からだは、

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

「ひええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」

「ぐわあああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　背後にいた二人のメイドや騎き士し団だんの列を巻き込みながら、易やす々やすと通路まで吹ふっ飛んでいった。

　そして静せい寂じやく。

「ばっ……バケモノだ……」

　すぐ横をルナスが掠かすめ飛んでいったキャスティは、冷たい汗あせを流しながらようよう率そつ直ちよくな感想を呟つぶやいた。

「いやいや、これは……噂うわさ以上ですね」

　アークセラも風圧か、あるいは拳圧にずり落ちた眼鏡をかけなおす。

「最強の格かく闘とう家か……いえ、世界最強の人間と呼ばれるわけです」

「いや、感心してる場合じゃないってお師しょー！　どうすんだよ!?　ルナス様がやられちまったんじゃ、撤てつ退たいか、アタシらでやるのか！」

　だがキャスティが見み渡わたしたところで、精せい鋭えいで知られたルナス直属の黒騎士団も、ぐうの音も出ない様子だった。

　騎士団長が低く呟く。

「将軍のご命令とあらば、とりあえず突とつ撃げきはしてみますが……！」

　勝てるかどうかは、といった口ぶり。
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　当然だろう。ルナスの敵かなわぬ相手に、己おのれらが敵う道理はない。それぞれが武に身を置く者として、ハオウが魔人や人間という些さ細さいな括くくりを超こえた存在なのだと肌はだ身みで察したのだ。噓うそやハッタリではなく、この男にとっては軍隊など雑ざ魚この寄せ集めでしかないのだと。

「コォォォォォ……」

　ハオウが特とく殊しゆな呼吸法により、深く長々と集めた気を吐はいていく。

「……このハオウを倒たおさぬ限り、この国の誰もそれを王と認めはすまい。来る者は拒こばまぬ。だが去る者も追いはせぬ。大陸の勇ゆう猛もうな姫ひめよ。お前に挫くじけぬ心があるのなら、このハオウ、いつでも相手になろう。それ故ゆえにこの玉座へと続く扉とびら、一つたりとも閉とざされることはない……」

　聞いているかもわからぬルナスへ言葉を掛かけたハオウが、玉座へ戻もどろうと踵きびすを返す。

　刹せつ那な。

「……ふっ。ふふっ……！」

　不敵な笑い声に、ハオウは足を止めた。

「ほう……女の身でありながら、この俺の拳こぶしを受けて起き上がるか」

「ふふふふふっ！　ははっ、あははははははははははははははっ!!」

　けたたましく笑いながらルナスが飛び起きた。手にした盾をその場に投げ捨て、口の端はしから流れる鮮せん血けつを舌先でぺろりとすくい、凄すさまじい笑え顔がおで一度唾だ棄きする。

「面おも白しろい……！　気に入ったぞハオウ！　この私の身体に泥どろを付けたのは、貴様が初めてだっ！」

　ルナスはずかずかとハオウの正面まで歩いて行く。襟えり首くび摑つかみ、お返しとばかりに。




　ズゴスッ!!




「ぬおっ!?」

　猛もう烈れつなヘッドバットに、今度はハオウが吹き飛ばされた。並の人間であれば、頭が消えてなくなるんじゃないか、というような音。今度は向こうの親衛隊が固かた唾ずを吞のんでうろたえる番だった。

「こ、国王っ……！」

「ハオウ様っ……！」

　だが、ハオウは額から鮮血を迸ほとばしらせる程度で起き上がる。

「ぬうう……！　このハオウが、よもやお前のような小こ娘むすめに靴くつの裏を見せることになろうとは……」

「くっふふふ！　面白い！　もっとやろう！　さあ立て、ハオウ！　溺おぼれるほどの魔人の力、帝てい国こく皇女として生まれ育ちの違ちがいを見せてやる！」

　嬉き々きとして手招くルナス。悪い方向へ興が乗ってしまった姫に、止める術すべなく右往左往するメイドたち。

「……ていうかお師しょー。生まれ育ちのいい皇女様は普ふ通つう、殴なぐるより先にチョーパンかましたりしないよな？」

「せめて頭ず突つきと言いなさい、キャスティアさん。皇女様ですから」

　さておき。

「ぬふう！　よかろう……このハオウ、本気で拳を固めるのは何年振ぶりか。我が全身の肉が、喜びに打ち震ふるえておるわっ……！」

　ハオウはその場にマントを脱ぬぎ去った。分厚い革かわのハーフフィンガーグローブが、威い嚇かくするようにぎしぎしと嘶いななく。

「私も本気で人間をぶん殴るのは何十年振りだ！　貴様のように殴り甲が斐いのある人間がいたことを天に感謝してやろう！」

　平手に拳を打ち込むルナス。

　まるでガキ大将同士のように凶きよう悪あくに笑い合った二人が、同時にその一歩を踏ふみ出した。

　　　　[image: ]

「いやぁ、そこからがすごかったんだよ沙耶香」

「なっ……殴り合ったのか!?　あのハオウと!?」

　帝国軍が占せん領りようした街の一角、酒保となったとある酒場で、キャスティから王宮での経けい緯いを聞いた沙耶香は絶句した。沙耶香自身は大東京王国ではなく西日本公国の出自であったが、大陸の人間よりは知っていたからだ。

　いわく高名な暗殺拳の秘ひ奥おう義ぎ継けい承しよう者。いわく闘気オーラと呼ばれる魔ま力りよくとは異質の力の使い手。いわく利と根ね川の水上を走って横断し、いわく素す手でで機関車を止めた……等々。とかくいわく付きの人物で、それは噂うわさだから尾おひれも付いてるだろうが、火のないところにの話もある。

「で、姫様は勝ったのか!?」

「そりゃ勝ったから、アタシらこうしてのんきに酒でもかっくらってるんじゃないか」

　おおぉ……、と感かん嘆たんし、沙耶香は身を乗り出した。

「さすが姫様だ。で、どうやって？」

「え？　結局最後もチョーパン一発さ」

「ちょー……ぱん？」

「ああ。でもアタシが見るに、あれは鎧よろいをうまく使ったルナス様の作戦勝ちだったね。あのくそ重い黒くろ金こん剛ごう鋼こうの鎧、ダテに着てるわけじゃないのさ。今までルナス様に指一本触ふれられるヤツがいなかったってだけでさ。でもあのハオウってのも男だったね」

　言ってキャスティはグラスを一気。

　なんでもそのハオウ、ルナスの攻こう撃げきを真正面から受けるだけで、防ぎもかわしもしなかったらしい。人間の身でありながら、真っ向からルナスの打撃を喰くらって耐たえるハオウ。防げども、ガードごと通路まで吹ふっ飛ばされ転がっていくルナス。

　そんなことが日が暮れるまで繰くり返されたという。

「……それはすごい。さすが姫様だ」

「見てて可哀かわい想そうだったのはノアールローゼンの二人だったけどね。で、結局立ち上がれなくなったハオウの方は、我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの～、とか言って死ぬつもりだったらしいんだけど、そんなだから逆にルナス様も気に入っちゃってねぇ」

「ああ、ああ。姫様ならきっとそうだろう」

　いかにもルナスらしいと、沙耶香は相あい槌づちした。往生際ぎわの悪いのはキライなのに、いざ潔いさぎよいと助けてしまう人なのだ。互たがいにそこまでの激げき闘とうを繰り広げた相手となれば、なおさらだろう。

「やあ、盛り上がってますね」

　沙耶香が顔を上げると、キャスティの師し匠しようであるアークセラがにこやかに笑っていた。一見毒気のない穏おだやかな人物だが、その実は天てん魔ま将の一人として氷ひよう将の座を占しめる、恐おそるべき実力の持ち主である。

「これは先生。お先にいただいております」

「いえいえ、長は谷せ部べ将軍。そうお気き遣づかいなさらずに」

　物もの腰ごし柔やわらかく言って、アークセラは教え子のキャスティに向き直った。

「それとキャスティアさん、チョーパンではなく頭突きだと」

「いいじゃないかお師しょー、意味はおんなじなんだから。そんな上辺にばっかり囚とらわれてないで、物事の本質を見なきゃ」

　そこにもう一人。

　しゅこー、という不気味な呼吸音で姿を見ずともすぐわかる。

「……ルナス姫の活かつ躍やく、俺も見たかったぜ」

　真っ赤に逆立てた髪かみに、目から下を覆おおう赤いガスマスク。赤いエナメル地のブーツと、同じく真しん紅くのレザーパンツ。一糸纏まとわぬ上半身に彫ほられた幾いくつもの紅くれないのタトゥーの全すべては、火の属性の魔ま導どう紋もん章しよう。彼もまた天魔将の一角、炎えん将の座を占める男だった。容姿と同じく名前も少し変わっていて、ＴＧＭという。

「ようパイロマニア。あいっかわらずサイケでサイコでマッドだねぇ、アンタ」

　どっかと掛かけた伊だ達て男おとこの姿に、けらけらキャスティが笑う。

「ありがとよ。そっちこそまだ文学少女系なんて気取ってんのか？」

「表出ろファッキン」

「ああいいぜ魔女っ子キャスティさんよぉ」

　しゅこー、ふー。とＴＧＭがくぐもった声と呼吸音に気き迫はくを込める。

「はいはい二人とも、仲がいいのは結構ですけど、遊びに来たわけではありませんよ」

　本気でやりあえば数キロ四方が焼け野原になるだろう、そういう雷将と炎将の間にアークセラが割って入った。

　そして最後にもう一人。

「氷将の言う通りだ」

　低く冷たい声こわ音ねをして、銀ぎん髪ぱつの剣けん士しが現れる。

「……なんだいレイナー、アンタまでこんなところに現れるなんて珍めずらしいじゃないか」

「いつ〝蛇へび〟の所在が摑つかめるかわからん。酒は控ひかえておけ」

　堅かた苦くるしい言い分に、キャスティが余計に斜はすに構える。

「はっ、じゃあ酒場に来て他ほかに何を頼たのめって言うんだアンタ」

　諫いさめるようにアークセラが言った。

「キャスティアさん、私もそれを言いに来たんですよ。私たちがこのオオヤシマにまで派は遣けんされた目的は二つ。大東京王国の陥かん落らくと、マヒロ王子の捕ほ縛ばくです」

　軍令部はそのどちらに軽重を置くこともなく、どちらもを最重要目標として指定してきていた。

「ガキひとりが一国の価値に値あたいするってわけだ。おかしな世の中だね、ったく」

　はすっぱなキャスティへ、ＴＧＭが皮肉げに目元を緩ゆるめた。

「どっかの誰だれかは、ヴェロニカでそのガキに出し抜ぬかれたって聞いてるぜ……」

「やっぱ表出ろファッキン」

「いいから落ち着け、キャスティ」

　沙耶香は立とうとするキャスティの三つ編みを捕つかまえ、席に座らせた。こういう部分も含ふくめて酒は飲まない方がいいのだ、この女は。それに沙耶香にしてみればヴェロニカでのことは、要よう塞さいでの一件に続いて耳の痛い話であった。

「冗じよう談だん抜きで、蛇の価値は一国以上に値すると捉とらえられているのでしょう」

　沙耶香がアークセラに尋たずねると、彼は穏やかに首しゆ肯こうする。

「その通りです。今回の大東京王国の件については、北上ルート構築の上での拠きよ点てんの確保に過ぎません。聖せい魔ま杯はいさえすでに手に入っていたなら、本来必要のない作戦だったでしょう」

「難しいことはいいぜ、先生よ。とにかく俺たちゃ、そのマヒロってガキを捕まえりゃいいわけだ」

　言って、ＴＧＭが首を傾かしげる。

「目星くらいは付いてるんだろうな、猟りよう犬けん」

「ヨコハマに一度姿が確かく認にんされた」

　レイナーの言葉に、沙耶香は聞き返す。

「一度、というと……？」

「独どく眼がん龍りゆうたちの姿はあるが、肝かん心じんの蛇を見失ったらしい。よほど地理に精通している者がいるか、あるいはこの国に手引きしている者がいるようだ」

　アークセラが眼鏡を抑おさえるように、軽く俯うつむいた。

「……なるほど、となると〝風〟のみなさんも厄やつ介かいでしょうね。オオヤシマの中でも、この大東京王国は旧文明の遺い跡せきだらけです。こと当時のままの地下網もうなど今では魔物の巣そう窟くつにして、世界最大級のダンジョンと言っても過言ではありません。潜もぐり込まれれば追つい跡せきする手立てはないでしょう」

「俺を呼べばいつだって炙あぶり出してやるってのによ」

　目をたぎらせながら述べるＴＧＭを、キャスティがからかう。

「アンタみたいなサイケがいきなり目の前に現れたら、敵じゃなくたってとりあえず逃にげ出すさ。だからアンタは留守番なんだよ」

「てめえだってその勘かん違ちがいなナリぃ、とっくに向こうに知れてるんだろうが」

「もういいから表出ろファック」

「ああいいぜ、出てやろうじゃねえか」

　とうとう雷将と炎将は二人して席を立ち、外に向かってしまう。

「全くしょうがないですねぇ、二人とも。体力を温存しておけと言ったのがわからないんでしょうか……」

　とりあえず教え子を諫めるため、頭を抱かかえながらアークセラも追って出て行く。

　沙耶香は残ったレイナーに尋ねた。

「ところで、姫様は？」

「治ち癒ゆを受け、今は休んでいる。大した怪け我がはないそうだ。ハオウも今は姫を客人として扱あつかっている。ノアールローゼンは俺たちが付かずとも問題ないと言っていた。それを伝えに来た」

「ああ……そうでしたか。いえ、ですがご無事で何より」

　沙耶香は一息する。

　ルナスがハオウの元へ向かった際に、レイナーとＴＧＭは艦かん隊たいの接岸した港こう湾わんの警備。沙耶香自身はルナスたちが後背を取られぬよう、一部隊を率いて宮きゆう殿でんの門で見張りについていた。沙耶香はルナスのお供ができなかったことに当初不満だったが、ハオウのような相手がいるとなると、一いつ箇か所しよにつき、そうした腕うで利ききを一人でも配置しておくことはやはり正しかったようだ。

　大東京王国の住民たちも、帝てい国こく軍に対して友好的……というか、大らかというか。さして気にも留めていないようで、なんとも平和なものである。

「残るはマヒロ王子のみ。不ふ肖しようこの長谷部沙耶香、二度も不覚を取ったが、今度こそこの私の手であのミズクラゲ……！」

「要塞でのことならば俺も同罪だ」

　意外な言葉に、沙耶香は瞬まばたきした。

「あれは言葉という名の毒を吐はく。生かしておきさえすればいいなら、やはりあの時、奴やつの喉のどを潰つぶしておくべきだった」

「……レイナー将軍」

　そう長い付き合いではないが、猟犬と呼ばれるような彼が、そうして自らの意思を口にするのは珍めずらしかった。銀ぎん髪ぱつ鬼きの名の通り、鬼き神しんのごとく彼は強い。だが強すぎるが故ゆえに、並なみ大たい抵ていのものを敵とは認識しないように見受けられた。猟犬が喰くらわせられるのは、いつだって獲物なのだ。だからいちいちの相手ごときに感情を起き伏ふくしない。

　とするなら、やはり要塞の時の独眼龍。それと蛇へび。この二人に関しては、その彼をして敵と認識させるほどのもの……ということか。

「……ですがあの時は、ユリカ様の手前もありました。ならば今度こそ、ゴタクを抜かす前に捕まえればよいのです」

「そうしよう」

　レイナーは小さく頷うなずくと、そのまま踵きびすを返した。そして決意を新たにした沙耶香もまた、彼を追って酒場を後にする。店を出たすぐのところにアークセラがいて、キャスティとＴＧＭの氷像が立っていた。




　　　　◆




　新ほたるの北西にはいつ崩くずれるとも知れない林立する遺跡群、二十三区と呼ばれるコンクリートジャングルが広がっている。そこを闊かつ歩ぽするのは凶きよう悪あくなモンスターだが、同時に未いまだ数知れぬほどの旧文明の遺産が眠ねむっていた。モンスターハンターやトレジャーハンターにとって人気の狩かり場ばである。

　その南の外れに、そうした賞金稼かせぎや冒ぼう険けん者の集まる場所があった。名を横ヨコ浜ハマ。二十三区に近く、旧文明の頃ころの名残なごりのままに港湾が整っているために大陸からの船便でのアクセスも良い、大東京王国随ずい一いちの港町である。

　そんな街だからこそ、荒あらくれたちの集つどう賑にぎやかな酒場には帝国軍の話題はこれっぽっちもなく、聞こえてくるのは獲物とお宝、そして金、金、金の話のみ。

　その片かた隅すみのテーブルに、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶったマヒロがいた。フードつきのマントを被っているのはパリエル。特に目立つ出いで立ちであるジェスやシーナ、エミットたちは船を下りると同時に陽動代わりの別行動、危険を承知で帝国のスパイの目を眩くらませたのだ。

「どうだったエミリオ」

「……それが王子、かなりやばいよ」

　別な場所で商売仲間から情報収集していたエミリオが、酒場へ戻もどってくる。一応、大陸からここまでを案内してくれた張本人である。買い付け等の仕事柄がらこの近辺に慣れているので、ガイド役としてマヒロが一いつ緒しよに連れてきたのだ。その彼が持つ土地勘かんと生きつ粋すいの黒くろ魔ま術じゆつがなければ、ジェスたちとの別れ際ぎわ、広大な地下迷めい宮きゆうをすんなり通過することは難しかっただろう。

「やばいって、何かあったの？」

　パリエルが尋たずねると、椅い子すにかけたエミリオは珍しく真ま面じ目めな様相で声を潜ひそめた。

「今日の日中、大東京王国が陥かん落らくしたってさ」

「「っ……！」」

　パリエルはマヒロと共に絶句した。

「今はまだ首都の新ほたるだけの話だけど、ヨコハマは東京の第二都市だ。ハンターたちはともかく、業者間じゃ駐ちゆう留りゆう軍ぐんがいつ来るかって話で持ちきりさ。新しい商売相手にもなるけど、禁制品なんかの規制が始まると厄やつ介かいだからね」

　さすが耳みみ聡ざとい商人連中ということか。さらっと禁制品なんて言葉が出てくる辺りがエミリオらしかった。

　マヒロが軽く身を乗り出す。

「ハオウは……タクローは無事なのか？」

「王様の方は命に別状ないらしいけど、ルナス姫とやり合ったって言うから五体満足かどうか……タクロー王子のことまでは聞いてないよ」

　タイミングは最悪。タクローというのはマヒロの同年代の友人で、個人的な付き合いがあったそうだ。もちろんお互たがいの立場上、めったに会えるものではないが、それでも今回、数少ない機会であっただけに。

「今は無事を信じるしかありませんよ、王子……」

「……そうだね。ま、そりゃそうだ」

　浮うかない表情のマヒロだったが、自身を納なつ得とくさせるように呟つぶやいた。その友人と会おうと会うまいと、帝てい国こくが来ることに変わりはなかったのだ。利口な彼のことだから、感情より先にわかってしまうのだろう。

　エミリオが聞く。

「それじゃ、どうする？　一応クルマの話は付けてきたけど」

「ああ、予定は少し前まえ倒だおしにする。帝国軍が来るより先にここを離はなれなきゃいけない」

　マヒロの躊ちゆう躇ちよない言葉に、パリエルは頷き、確かく認にんした。

「そうなるとジェス君たちとは別行動のままでいいすか？　このままヨコハマで待っててもらうのは危ないかもしれませんけど……」

「そうだね。行き先は決まっているからそこだけ変へん更こうして、向こうで時間差で合流することにしよう。実際どうなるかはわからないけど、僕たちが紋もん章しようを手に入れた頃に合流、帝国が気付いたときにはもう遅おそい、っていうのが理想だ。エミリオには余計に往復してもらうことになるけど、連れん絡らく役を含ふくめてよろしく頼たのむ」

「もちろんかまわないよ、お代をもらえるならね」




　翌日、三人は夜も明けきらぬうちに、狩場へ向かうハンターらに混ざるように、小型ジープに乗ってその街を離れていった。

　朝日が見える頃には御ご殿てん場ばを抜ぬけ、向かう先は眼前に雲海を貫つらぬき、絶ぜつ壁ぺきの如ごとくそびえる霊れい峰ほう富ふ士じである。

　　　　[image: ]

　ハオウが敗北した翌朝の新ほたる宮きゆう殿でん。

　日差しが明るい中庭が見えるだけの、なんてこともない回かい廊ろうの一角に二人は出会った。

「貴様がタクロー王子か。ようやくお帰りとは悠ゆう長ちようなものだな」

「……ふん。あんたがルナス皇女か」

　ハオウの息子むすこ、タクロー。

　ルナスが父親の姿から想像していたのとは、かけ離れた風ふう貌ぼうをしていた。歳としはマヒロと同じくらいだろうか。重苦しい印象の黒いロン毛。良く言えば福々しい、悪く言えば肥満気味な下しも膨ぶくれの顔立ちと体格。野や暮ぼったい丸眼鏡の奥に輝かがやく目付きだけが、厚い皮下脂し肪ぼうで引っ張られたように切れ長で鋭するどい……なんとも特とく徴ちよう的な雰ふん囲い気きの少年だった。

　その彼が、ふてぶてしく眼鏡を持ち上げながら言う。

「なるほど、魔ま人じんか。綺き麗れいなもんだな。その上、親おや父じと殴なぐりあった翌日に起き上がれるとはとんだバケモノだ」

　タクローの不ふ遜そんな態度をいさめようとする取り巻きの騎き士しを、ルナスは片手で制した。

「生あい憎にくと腕うでのいい治ち癒ゆ術師も連れているのでな。まあ褒ほめ言葉と受け取っておこう」

「もちろん褒め言葉だ。あの親父を倒たおしたんだからな。そしてお前が女王になったのなら、俺はもう王子じゃない」

　そんなタクローの姿の上から下までを一いち瞥べつしたルナスは、からかうように笑ってみせた。

「ふん、ハオウとは似ても似付かんたるみきった体だな。では聞くが、王子ではないならなぜここを歩いている」

「他ほかに行く場所がないからだ。気に入らなければつまみ出せばいい。それまではいさせてもらう。じゃあな」

　一方的に会話を打ち切り、通り過ぎようとするタクローへルナスは問う。

「気に入らんが一つ聞かせてもらおう。昨夜は父君の心配もせずどこへ出かけていた？」

「二十三区の秋葉原だ。それがどうした」

「そこに肉親の生き死によりも大事な用件があったというわけだ」

「肉親？　生き死にか。まあ普ふ通つうの家族ならそういうもんだろうな」

　はぐらかすようなタクローの言葉に、ルナスは語気を強めた。

「では貴様は違ちがうのか」

「親父から聞かなかったか？　この国の王になれるのは強い者だけだと。俺がそんなものになれるように見えるか？」

「それは貴様が努力しなかっただけの話だろう」

「ふん。親父が玉座に就ついてから昨日まで、何をしていたと思う？　身体からだを鍛きたえ、拳けん法ぽうの腕を磨みがき、来る日も来る日も王位を狙ねらう挑ちよう戦せん者を倒し続ける。それだけだ」

　タクローが、ずいと一歩詰つめ寄った。

「それだけだぞ」

「だからなんだ。人間の身であそこまでになった父親を、立派だとは思わんのか」

「思わないね」

　タクローはそっぽを向き、不ふ愉ゆ快かいそうに唇くちびるを歪ゆがめた。

「親父は自分のために強かっただけだ。そしてこんな国だ。王となった以上は、いつどこで死んだってそういうものだとわかっている。そして俺にとってはそれが日常だ、いちいち心配なんかしていられるか。どうせ死ぬときだって自分より強い奴やつに会えたと言って、喜んで死んでいくだろうしな。だったら親父が親父のために戦っている間、俺が俺の研究のために秋葉原までフィールドワークに出て何が悪い」

「むぅ……」

　身体はたるんでいる。形なりは弱っちい。だが怯ひるまぬ目付きと語気に、ルナスは一度口を噤つぐんだ。実際に拳こぶしを交えたルナスも、ハオウがそういう気質の男だろうことはよくわかっていた。そしてタイプは違えど、蛙かえるの子は蛙。息子なりに父の背を見ているのだろう。ただ強大な父に庇ひ護ごされてきただけの、甘ったれではないようだった。

　大体がタクローは親衛隊も連れず一人きり。こちらはノアールローゼン以下、武装した屈くつ強きようの騎士を連れているのに、まるで怯む様子もない。媚こびもしない。その点が気に入った。

　だからルナスはタクローに対し、侮あなどるのもそこそこに、単刀直入に聞くことにした。

「……マヒロ王子が何者かの手引きによって、この近くにまで来ているという情報が入った。君はマヒロ王子との親交が厚いと聞いていたので、もしやと思ってな」

　するとタクローは身構えるように斜はすに構え、迫はく力りよくのある双そう眸ぼうで言った。

「マヒロか。あいつとは確かに友達だが、お互たがい立場が立場だし、住んでいる場所もかけ離はなれている。ほとんどが文通程度のやり取りで、実際会ったのは二、三度だけだ」

「なるほど、それもそうか……」

　同じ中原内の国々なら、国ごとの式典や何かの折に招待し、招待され、会う機会もあるだろうが、大オオ八ヤ洲シマの東の果てではそうも行くまい。

「が、念のために聞いておこう。そのマヒロから何か聞いていなかったか？」

「ああ、確かに近々うちに寄るようなことを手紙で言っていた。だが先にあんたたちが来てしまったから、どうだかな」

「ふむ……」

　あれだけの艦かん隊たい、これだけの軍勢を連れてきたのに、気付かない馬ば鹿かはいない。少なくとも新ほたる以内には近付くまい。独眼龍らがいたというヨコハマは水道一つ隔へだてた向こうだが……肝かん心じんのマヒロの姿がないことから、囮おとりだろうという推察も風の噂うわさで聞いている。

　まあ、そううまくは行かないか。

「わかった、もう結構だ。……ああ、いや、もう一つ。君にやってもらいたいことがある」

　訝いぶかしむようにタクローが眼鏡を持ち上げる。

「なんだ。マヒロをおびき出せとでも言うつもりか」

「見み損そこなうな。私はそういう小細工は嫌きらいでな。あれはこの私の手で捕つかまえると決めている」

「じゃあなんだ？」

「有あり体ていに言って、帝てい国こくはまだこの場所を統治するつもりはない」

　タクローが拍ひよう子し抜ぬけしたように言う。

「……だったらこちらも有体に聞くが、何をしにここまで来たんだ？」

「シベリアまでの進しん撃げきルートの確保だ。だから当面は港の使用と、物資の補給だけ工面してもらえればいい」

「いずれは本格的に統治するわけだな」

「そうなる。だが先ほどこの国の実情を知って、私も呆あきれたところだ。全くもってハオウは、先ほど君の言った通りなのだな」

　タクローは、さもくだらないとでも言いたげに肩かたをすくめる。

「ああ、そりゃそうだろう。国としてやってることなど、ギルドを通じてハンターの稼かせぎから上前をはねるくらいだ。未いまだに弱肉強食がまかり通る、リアル世紀末なんだよこの国は」

「リア……ああ、まあいい。とにかくだ、まずはその上前をきちんと税金と呼ぶようにしてもらう。属国化するにあたり、ハオウを領主、君をその宰さい相しように任命する。ハオウが、君の方が国をよく把は握あくしていると言っていたのでな。細かいことは一いつ緒しよに連れてきた我が国の文官たちと、よく相談するといい」

「……お前が女王になったんだろう？」

「さっきも言ったが、今はたかが戦略拠きよ点てんをいちいち統治していられないのだ。だがハオウは自分に勝ったら、搾さく取しゆ、略りやく奪だつ、破は壊かいも虐ぎやく殺さつも望むままにしていいと言った。だからとりあえず望むままにそうする。女王にならないのも私の勝手というわけだ」

　ふふん、どうだと言わんばかりのルナスの笑え顔がおに、タクローが呆れ気味に嘆たん息そくした。

「……なるほど、親おや父じと気が合うわけだ」

「どういう意味だ？」

「帝国のお姫様という響ひびきから想像するより、ずっと大おお雑ざつ把ぱな人だと思っただけだ」

　ルナスはそんな言い様に気を悪くする様子もなく、したり顔で笑ってみせる。

「そうだろう？　ハオウの息子むすこだという君ほどではないにしろ」

　ぽんとタクローの腹を叩たたくと、彼は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せて眼鏡を押し上げた。

「勝手に言ってろ。が、追い出されないのは有り難がたい。文官とやらはどこだ」

　聞かれたルナスは後ろを振ふり返り、取り巻きの一人であるその女に視線をやる。

「は、私です。ルーミィ・エランと申します。以後よしなに……」

「ふん、なんだ眼鏡っ娘こか。いくつだ？　ぱっと見二十四、五といったところだな。もう十歳若ければ……いや、魔ま人じんに歳としはあまり関係ないんだったな。まあいい、とりあえずテンションは上がってきた。宰相の任、引き受けよう。この女の眼鏡は替かえさせていいんだな、ルナス皇女」

　憮ぶ然ぜんと、かつ虎とらをも食い殺しそうな鋭するどい目付きで勢いよく喋しやべり始めたタクローに、ルナスは瞬まばたきを一つ。二つ。

「あ……いや。まあ……いいが、なぜ眼鏡なのだ？」

「ならメイド服は着せてもいいのか？　そこの二人が着ているような。さすが帝国だ。アキバのカフェと違ちがって質が高いな。余よ剰じよう分があるなら一着分けてくれないか。で、メイド服は着せていいのかルナス皇女」

「待て待て。政治屋にそんなもの着せてどうする」

「どうもしないが気持ちの問題だ。大陸はどうか知らないが、この国でメイドが生息している地域は秋葉原ぐらいのものなんだ」

　大きく嘆息したタクローは、ずいと一歩詰つめ寄った。

「秋葉原だけだぞ？」

「な……なぜ念を押す」

「ふん、まあいいさ。行くぞ、ルーミィ・エラン。この国のことを逐ちく一いち教えてやる。ああ、それとルナス皇女」

「な……なんだ。まだ何か……」

「親父の命を助けてくれたことは息子として感謝する。俺の命もな。この国が国として機能するための機会を与あたえてくれたこともだ」

　言うだけ言って、タクローはすたすた歩き去っていった。文官は妙みように不安そうな顔で彼の背と、ルナスの顔とを見比べていたが、仕事なのですぐにタクローの後を追って行った。

「ふむ」

　ルナスは一息。

　マヒロほどではないが、あれはあれで肝きもの据すわった面おも白しろい王子だと思った。もっと引き締しまっていればなおよかったが。

「……ルーミィに二、三人護衛を付けておけ。タクロー王子の監かん視しを兼かねてな」

「はっ」

　なんとなく、そうした方が彼女のためのような気がしたのだった。
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　横浜から一路西。御殿場を出て数時間が過ぎた。虫食いだらけを砂利じやりで埋うめたアスファルトの上、小型ジープは走っていく。

「オートマチックミッションのクルマが走っているっていうのが、さすがオオヤシマだ。ジムニーだっけ？　このクルマ」

　助手席のマヒロが、運転席のエミリオの足元を見ながら言う。後席から顔を覗のぞかせてパリエルも気付いた。

「あれ……ペダルが二つしかありませんけど、それがそうなんですか？」

「そうなんだよ、パリエル」

　そんなにたくさん見たことがあるわけではないが、王様が外出するときに使う城のオートモービルも、キャラバンレースのときのライナーも、ペダルは三つだったと記き憶おくしている。

「でしょ？　お姉さん。さすがに電子制せい御ぎよってわけにはいかないけど、走るだけなら充じゆう分ぶんさ。特に長ちよう距きよ離りのときは楽でいいんだ、これ」

「結局何が問題なんだ？」

　マヒロが聞くと、エミリオは小首をかしげながら答えた。

「ぼくも専門は魔導関係だから、詳くわしくはないんだけど……油路のバルブの精度がどうとか。一品ものなら充分なんだけど、結局は大量生産させるとなるとこっちの技術でもまだ難しいのさ。戦車なんて怪かい物ぶつをリビルドする共和国の方の技術屋は、よくやってると思うよ。王子のところの車馬隊にしてもね」

「うちの隊長は、若い頃ころこっちで修しゆ行ぎようしてたらしいからね」

「ははっ、いかにも叩き上げって感じだよね。べらんめえな言葉遣づかいとか」

　笑いながら運転を続けるエミリオ。

「まあ機械的なものもそうだけど、あとは電子技術が復活すれば、またいろいろ変わると思うんだよね……きっと大変革が起こると思うんだ。ぼくとしては願わくば、その技術を独どく占せんして……」

「ふぅん……そう言えば、昔はその電子っていうのがすごかったんだよね？　電気だっけ？」

　パリエルが尋たずねると、ルームミラーからエミリオが返してきた。

「そうだよ。今みたいに魔導技術が一いつ般ぱん的じゃなかったから、たくさんのことが魔導力の代わりに電気で担になわれてたんだ。ま、今でも導力炉ろのエネルギーを電気に変へん換かんするくらいはできるけど……それがどうしたの、お姉さん？」

「うん。前から不思議だったんだけど、オートモービルとか、鉄てつ砲ぽうとかってほとんどリビルド品で……リビルドって発はつ掘くつしたものを元に、っていうか……、それを真ま似ねして一から作り直すわけだよね？」

「そうだね、基本的には。だからその大本になる旧文明の遺産を発掘した冒ぼう険けん者なんかは、一晩のうちに大金持ちさ。業者の間じゃものすごい金額で取引されるし、物によっては国が買い上げたりもするからね」

　だから遺い跡せきだらけの大東京王国には、一いつ攫かく千せん金きん目当ての者たちがあれだけ集まっている。大陸にしても、冒険者たちが特に旧文明の遺跡を好むのはそのためでもある。

「うん。で、オートモービルみたいな機械はぽこぽこ出土するのに、なんで電気とか電子は発掘されないのかな、って」

「ああ、そういうこと？　発掘はされてるけど、使い物にならないんだよ」

　ごく当たり前の理り屈くつを、当たり前のようにエミリオが言った。

「簡単な発電機くらいまではなんとかなるんだけど、その先の電子回路を使ったハイテクになるとだめなんだ」

「いや、だから……なんで？」

「う～ん……だからクルマとか銃じゆうとかは、形さえ残ってれば復元できるのさ。機械っていうのは要するに、部品部品の形の集まりだからね。あとは鉄から同じように削けずり出せれば、まあモノになるんだよ。材質や加工精度の問題はこの際おいといてね」

「うん」

　まあ、鉄砲なんて早い話が鉄の筒つつだし。あとは部品と言っても引き金とか、ハンマーとか。オートモービルになれば、細かい部品をいっぱい使っているから、復元が難しい。うんうん。まあ、ここまではエミリオの言うことは理解できる。

「でも電子回路っていうのは、機械霊グレムリンに食べられちゃっててダメなんだ」

「へ？」

「グレムリン。知らない？　機械が大好きな悪あく霊りようなんだけど」

「いや……聞いたことはあるけど」

　パリエルは小首を傾かしげた。そもそも機械の少ない大陸で暮らしているので、そう身近な話題ではない。

「もともと機械好きで、機械に住んでいる精せい霊れいらしいんだけど……どういうわけかハイテクに関しては大好物らしくてね。旧文明の崩ほう壊かい後からこの数百年の間に、電子回路のダイオードや集積回路って部分がほとんど食べ尽つくされてるらしいのさ。あれだよ、ほら。キャベツに棲すんでるアオムシが、葉っぱの柔やわらかいトコだけ食べちゃうみたいに」

「そ……そうなんですか、王子？」

「さあ、そうなんじゃないか？　実際、余がジャンク山から見つけた基き盤ばんというのも、穴だらけでそんな感じだったし……今度、車馬隊長に聞いてみればいいよ」

「はあ。なるほど」

　基盤とかダイオードとか、よくわからない単語が出てきたので、パリエルは適当に頷うなずく。

「そんなわけで、肝かん心じんのダイオードに関しては滅めつ多たに現物が見つからないから流用もできないし、文ぶん献けんから再現しようにも、これまた聞いたこともない貴金属と高度な製法ばかりでね……ガスやオイルみたいに魔ま物ものの残ざん骸がいから生成できるようになればいいんだけど、それは研究者たちの今後の課題ってところかな」

　大陸では研究といえば魔法一いつ辺ぺん倒とうな感じだけれど、研究者というのはどんな分野にもいるものらしい。

「じゃあ、王子が共和国の遺跡で見たような……」

　言いかけたときにはエミリオが笑っていた。

「自動追つい尾びするレーザービーム？　あっはっは、そこまで行くとハイテクどころかスーパーテクノロジーだよ。学者の話じゃ、今の時代は旧文明で言う、工業化時代前後の技術水準らしいんだ。発掘された遺産や魔導技術で、いくらかを補ってはいるけどね」

　笑いながらエミリオは続ける。

「電子回路云うん々ぬんていうのは、その後に来る電子化時代とか情報化時代って呼ばれる頃ころのものさ。王子が見たっていうのはそのさらに後の時代の産物じゃないかな」

「えっと、つまり……私たちじゃ、手の出しようがないとか、そういうこと？」

　パリエルの言葉に、エミリオが頷いた。

「そういうこと。そのさらにさらに後の崩壊直前の時代のものは、ハイパーテクノロジーやオーバーテクノロジーなんて呼ばれるみたいだけどね。そこまで行くと今度は、もし使えたとしても、今の時代には使いようのない無用の長物。西域の方でそんなのが見つかったって話もあるけど、噂うわさの域を出てないし、これは伝説みたいなもんかな」

「ふぅん……じゃあ王子はやっぱり、すごいものを見たんですね」

　すると黙だまって話を聞いていたマヒロが、小さく笑った。

「どうかなぁ。純じゆん粋すいな科学力ってよりは、魔導科学めいた感じもしたけどね。それにランデルディーの話が本当なら、紋もん章しようの祭さい壇だんが作られたのは、それが崩壊した後ってことになる」

「あ、なるほど……確かにそうですよね。崩壊した後に、人類が住めるように、って話だったから……」

　とすれば、今でこそ長い時間が経たって廃すたれてしまったというだけで。崩壊直後だから、まだ技術が残っていたのだろうか。そして新たに登場した魔導技術と合わせて、魔導科学的なものとして祭壇が作られた？

　エミリオが隣となりのマヒロに語りかける。

「今回、また別な祭壇に行ったら、何かわかるかもね」

「……ああ。そうだね……」

　何を思い出したのか、どこかぼんやりとした上の空でマヒロが呟つぶやく。

「……また聞くって言ってたし」

　最後の言葉は小さすぎて、後ろにいるパリエルには聞こえなかった。
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「それにしても高い山ですね……！　てっぺんが雲に隠かくれて見えないくらいですよ、王子」

　窓から身を乗り出すようにパリエルはそれを見上げる。中原はその名の通り、コノリート河流域より緩かん衝しよう地帯のライン平原までおおよそが平野部で、山と言ってもそう急きゆう峻しゆんなものはない。

「ああ、見事なものじゃないか。なにせ三七〇〇メートルって言うからね。標高だけなら大だい神しん殿でん以西にもっと高い山さん岳がく地帯があるらしいけど、それだけぽつんと生えたような山っていうのは珍めずらしい。いや、いい眺ながめだほんと……」

　マヒロと束つかの間の観光気分の中、地図を片手のエミリオが前方を注視していた。

「ええ、と。この辺りに確か……」

　ややクルマのスピードを落として、徐じよ行こうするように道の脇わきを探す。

「ああ、あった。道は合ってるよ。もう少しだ」

　少し先に看板が見え、クルマはその看板の矢印の方へ曲がる。





『忍にん者じや村　葉は多た枝えの郷さと

　　　　　　　この先５００ｍ』






「ちょっと待てぇええええええいっ!!」

「ど、どうしたの王子？」

　マヒロの大声に、エミリオが驚おどろいたようにクルマを停とめた。

「どうしたもこうしたもあるかぁっ!!　なんだ今の看板はっ!?」

「いや、だから王子たちが向かってる忍しのびの里の……」

「だからなんで〝忍の里〟なのに案内の看板が出てるんだっ!?」

　忍の里。

　お忍しのびの里。

「確かにっ!?」

　パリエルは、思わずポンと手を打った。

「忍の里なのに忍んでないですよ!?」

「ほら見ろこのパリエルでさえそうと理解できるほどのこの論理的破は綻たん!!」

　なんか失礼なこと言われた気がするが、まあいいここは大目に見てやる。それくらいこの矛む盾じゆんはパリエルにとってもショッキングな話だったのだ。

「いや、そんなことぼくに言われてもさ。王子が王様から聞いたっていう富士の麓ふもと、忍の里って言ったらここしかないんだよ…………結構有名だし」

「だからなんで有名なんだっ!?」

「ああもううるさいなあ、とにかくここまで来た以上引き返せないよ。別な場所に連れてけっていうなら別料金もらうからね」

「ぐ……」

　そうとまで言われては、まさかここでＵターンするわけにもいかず。とにかく行くだけ行ってみることにした。

　生おい茂しげる森の小こ径みちを、クルマは進む。

「くのいちは。くのいちくらいはいるんだろうな、エミリオ」

「知らないよそんなの……だいたい王子が期待してるくのいちって、霧む幻げん天てん神しん流とかの方でしょ」

「それ以外に何がある」

　エミリオからまた何かよくない本でも借りたのだろうか、とパリエルは嘆たん息そく一つ。

「で、その……くのいちってなんですか？」

「なんだ知らんのかパリエル。忍者なのに女の子なのだ。いや、こう言った方がいいか……女の子なのに忍者なのだ、と！」

「なんかもう大体わかりましたけど、どっちも同じ意味ですよね？」

　なんでもこの大八洲には、忍の二大勢力があるという。一つは共和国の白しろ鴉がらすも輩はい出しゆつしたというスパイや工作員養成の名門、赤あか城ぎの風ふう牙が衆。そしてもう一つがマヒロたちがいま向かっている勢力、富士の葉は多た枝え党。

　その歴史は古く、発はつ祥しようは旧文明の崩ほう壊かい前後にまでさかのぼるとも言われているが、風牙衆のように門戸を開いているわけではないため、多くは謎なぞに包まれている……という話だった。事前の情報では。そして少なくともナントカ流ではない。

　霊れい峰ほうと名高い富士の山裾すそ野の、広がる樹海を駆かけることしばし。





『Ｐ　葉多枝の郷パーキング

　　　当テーマパークにご用のない方の無断駐ちゆう車しやは、罰ばつ金きん一万円を頂きます。』






「……なあ、もう帰らないかエミリオ。パリエルも」

「いやあ……こんなにへこんだ王子を見るのも珍めずらしいよね。見世物にならないかな」

「珍しいというか私も初めて見るような気がするけど……とにかく王子、王様の話ではここということですから」

「いいや、違ちがうね。１、エミリオの運転が間違っていた。２、父上の話が間違っていた。３、そもそも世の中が間違っていた。さあ、どーれだ？　余としては、うーん、そうだなー……」

「どうでもいいからクルマから降りましょうよ……」

　パリエルはマヒロをクルマから引きずり降ろす。砂じや利りの敷しかれた駐ちゆう車しや場じようには他ほかにもクルマは多く、冒ぼう険けん者やハンター風の者たちが、いかにも稼かせいだ金で遊びに来ましたというような雰ふん囲い気きで賑にぎわっていた。

　仕切りの垣かき根ねの向こうには、大陸にはない独特な様式の木造家屋が並ぶ集落が見え、入り口らしいゲートの、アーチ状の木の看板には、ポップな字体でこう記されている。




『おいでませ☆葉多枝の郷へようこそ！』




　突とつ如じよ一いつ切さいの足あし腰こしの力を失ったかのごとく、マヒロがその場に倒たおれ込んだ。

「言いたいことはわかります、王子。忍の里なのにとってもウェルカムですよね」

「おいでませとまで言われちゃあねぇ……どうしようか。帰ろうか。こんなことなら風牙衆の忍にん者じや学校にでも行けばよかったよ……ぶつぶつ」

「「あー……。」」

　パリエルはエミリオとげんなりした顔を見合わせた。

　どれほど忍者に期待していたのか、とりあえずこのままでは話にならないので、引きずってでも中に入ることにした。入場の列に混ざる。

「ほらほら、王子、あそこにいるハチマキした赤い服のお兄さんが忍者じゃないですか!?　ほらほら、受付にいるポニーテールのお姉さんなんてどう見ても王子の楽しみにしていたくのいちですよ！」

　ゲートの向こうにいるぶかっとした衣い装しように身を包んだ、さわやかに笑っているモギリのお兄さんが忍者なのだろう。列が進み、チケット売り場まで行くと……それがいわゆる〝くのいち〟だろう……下に鎖くさり帷子かたびらを着込んだ袖そでなしの和装、鉢はち巻まきにポニーテールの若い女性が、ニコニコ笑っていた。

「忍者村、葉多枝の郷へようこそ！　入園料は、おとな千円、お子様が五百円、全アトラクション無料のワンデイフリーパスは三千円となってまーす！」

　金のことになったので、エミリオが顔を出した。

「それじゃ王子、ぼくこれから残りの三人拾いに行くから」

「ああエミリオそれは奇き遇ぐうだ、余も今から帰ろうかと思っ……」

「王子は行くんですよっ……！」

「あの白鴉を育て上げた風牙衆にも勝まさる忍の里じゃないのか!?　大体がワンデイとか言う忍者なんて信用できるかぁっ!!」

　ああもう、ほんと言うこと聞かない子供を連れた保護者の気分で、パリエルはエミリオに一いつ旦たんの別れを告げ、紙し幣へいを二枚、カウンターに差し出した。

「はい、ありがとうございます！　ごゆっくりお楽しみくださーい！」

　で、お兄さんの方に半券を切ってもらう。

「はっはっはっ、ようこそ忍者村へ！　忍者修しゆ行ぎようは辛つらく厳しいものばかりだが、是ぜ非ひいろんなアトラクションに挑ちよう戦せんして免めん許きよ皆かい伝でんの巻物を手にいれてくれたまえ！　はっはっは！」

　なるほど、大体雰囲気は摑つかめてきたぞとパリエルは頷うなずいた。要するに一日忍者になりきって楽しんでもらおうという趣しゆ向こうなのだろう。こういうのは、大陸にはあんまりなかったと思う。

　旧文明の昔の街並みを再現したらしい通りは結構賑わっていて、観光客らはみんなそれなりに満まん喫きつしている様子であった。

「……結構楽しそうですよ、王子？」

「何が免許皆伝の巻物だアトラクションで手に入るようなやっすいもの誰だれがいるかボケ。大体がお前らのような真っ赤や真っ青や真緑色な忍者がどこにいるかという話で……」

　まーだブツクサ言ってるし。

「実際そこら中にいるんだからしょうがないじゃないですか。そんなこと言ったら共和国の真っ白な忍者はどう説明するつもりですか」

「……。なんだ、今日の君こそ珍しく冴さえてるじゃないかパリエル……」

　またなんか失礼なこと言われた気が。

「とりあえず紋もん章しようについて話を聞いてみましょうよ」

「誰にだ」

「誰に、って……」

　確かに。

　忍者は忍者でも、こういかにも従業員チックな忍者ばかりではそんな大事なこと知らなそうだし、知っていてもらってもそれはそれで嫌いやな気がする。

　そうして道の真ん中で立ち尽つくしていると、マスコットらしいまん丸の着ぐるみが、のたのたと歩み寄ってきた。

「やあ、ぼくニンニンくん！　困ったことやわからないことがあったら、なんでもぼくに聞いてね！」

「責任者はどこだ」

「……」

「……」

「……やあ、ぼくニンニンくん！　何かわからな」

「とうっ!!」

　マヒロがドロップキックをかますと、ニンニンくんはごろごろと向こうへ転がっていった。

「ふん、使えんやつめ。下げ衆すの分際でミスマルカ王国第一王太子である余に気安く声をかけるなど百年早いわ、身の程ほどを思い知るがよい。さあパリエル、責任者を締しめ上げに行くぞ」

「ああ、ニンニンくんがあんなに遠くまで……！　ごめんね、うちの王子がこんななばっかりに……というか、こう、ノリみたいなものをもっと大事にしましょうよ王子」

「ノリで大陸の騒そう乱らんを鎮しずめられるなら誰が苦労して紋章なぞ集めるものか！　くッ……我々が今こうしている間にも、大陸では同どう胞ほうたちがいつ起こるとも知れぬ戦せん禍かに脅おびえているというのにッ!!」

　ああ、なんか完かん璧ぺきに悪い方向へスイッチが入ったようで。いや、本心から言っているならそれはそれでいいのだけれど。

「葉多枝の郷へようこそーっ!!」

　今度は、なんかやたら元気そうな若い女性が歩いてきた。その辺の忍者とは違ちがい、そして帝てい国こくの長谷部沙耶香ともまた別な民族衣い装しよう。地味な色の着物に雪せつ駄た。背後には先ほど蹴けり転がしたニンニンくんがのたのたと付き従っている。
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「どうもどうもー！　私、当忍者村園長の七なな瀬せ葉は多た恵えと申します！　どうです大陸からのお客さま、葉多枝の郷、楽しんでらっしゃいますかー？　先ほどはうちのニンニンくんに、何か落ち度がありましたようで……」

「……貴様が責任者か」

「はい、一応そういうことになってましてー」

　するとマヒロ、やおら葉多恵の手を摑んだ。

「来い！　さあ来るんだ！　貴様のようなやつは国に連れ帰って余のお妃きさき候補に入」

　ごん、とパリエルは一発殴なぐった。

「そうだ、間違えた。貴様のようなやつは国に連れ帰ってくのいちスライム責めの刑けいに」

　抉えぐりこむようにもう一発殴った。

「なぜ連れ帰る」

「すみませんでした」

　ともあれ。

「もう、いやですよー、お客さまってば。そんなに可愛かわいい彼女さんがいるのに、そんなこと言っちゃあ。それは怒おこられますよー」

　着物の袖そでで口元隠かくし、あらあらうふふと笑う葉多恵。

「ああ、いえ、余とコレはそういう関係ではないので」

「そうです、私はコレのただのお守もり役です」

「はぁ……ああ、それはあれですか。そういう趣向のご関係と」

「「違います」」

　……。

「えー、では私どもはお呼びじゃないようなのでこれで。葉多枝の郷、ごゆっくり楽しんで行ってくださいませー」

「やあ、ぼくニンニンく」

「とうっ!!」

　ニンニンくんにまたもドロップキックをかますマヒロ。またどこへともなくゴロゴロ転がっていく。

「うちのニンニンくんが何をしたっ!?」

　自や棄けになったような葉多恵が、涙なみだながらにマヒロの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「いいえ、ただなんとなくムカついたもので。そんなことより村長」

「園長です、園長！」

「黙だまれ貴様、これっぽっちも忍しのんでいない忍の里のクセに何が園長だ、恥はじを知れ！」

　はっ、とマヒロの襟えりを放した葉多恵が、よよよ、と泣き崩くずれた。

「……うちの忍にん者じや村が忍んでいないとおっしゃる？　恥を知れと？　いいえ、これには深いわけがありまして……実は」

「実は恥を忍んでいるというオチなら余が前に言いました」

「……」

「……」

「……」

　なんか、図星だったらしい。

「……むむむ。やりますねお客さま。大たい抵ていのお客さまクレーマーは、これで笑って許してくれるんですけど」

「ああ、もういいです。余は疲つかれました。ところでこの辺に紋もん章しようとか祭さい壇だんとかがあるって噂うわさを聞いたことはありませんか。ないならもう勝手に探しますが」

「おや」

　それを聞いた途と端たん、葉多恵の表情が変わった。ひどく無機質な、色のない笑え顔がおに。それと同時、射い貫ぬくような殺気を感じたパリエルは反射的に剣けんの柄つかに手をかけた。どこからの殺気か。それが、葉多恵ではなかった。方々から。あれほどにこやかである忍者、くのいちたちから瞬しゆん間かん的にマークされたのだ。

「お客さま、その話をどこで？」

「……あれ？　パリエル？」

「王子、とんだタヌキです……！　その辺の忍者全員、大した手て練だれですよ……」

　言葉を違えた瞬間。そういう雰ふん囲い気きだ。

　この安あん穏のんとした人通りに紛まぎれて、ともすればそうした観光客の誰だれ一人にも気付かせぬままことを終えてしまうだろう、洗練された殺気だ。

「しのげそうかい？」

「さすがに白鴉ほどではなさそうなので、何とかなると思いますけど……」

　すると葉多恵が、ポンと手を打った。

　瞬間、夢か幻まぼろしかのように、刺ささるような殺気が雲散霧む消しようする。

「あ……あれ……」

　目の前の葉多恵も、気が付けば元の笑顔。何かの勘かん違ちがい？　いや、そんなはずはないのだが、その切り替かえがあまりに見事で、そうと錯さつ覚かくしそうになる。

「あんまりおおっぴらに王子だとか余だとかお妃だとか放言なさるんで、にわかには信じがたかったんですけどねー。どうやらあなたがマヒロ王子で相そう違いない様子」

「なんで、また……」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようなマヒロの問いに、葉多恵は小さく微笑ほほえんだ。

「共和国で、風牙のカラスとやりあった噂は聞いてましたので。なんでもそのお相手は、死をいとわずに紋章を集める某ぼう国こくの王子様。お連れは中原屈くつ指しの少女剣けん士し。他にも何名かのお供がいるとのことでしたが……とりあえずの判断材料は、そんなところでしょうかねー」

　この葉多恵、愛想よく笑いはするが、それだけに読めない、また食えない人物であることはよくわかった。

「立ち話もなんですし、せっかくですのでお話を聞かせていただきましょうか。ではでは改めまして、当テーマパーク自じ慢まんの忍にん者じや屋や敷しきへ、二名様、ごあんなーい!!」
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　障子。襖ふすま。欄らん間ま。床とこの間ま。掛かけ軸じく。

　石造り、レンガ造りが主な大陸の様式と比べれば、別世界のような雰囲気であった。今でこそ荒こう廃はいした遺い跡せき群のイメージが強い大八洲だが、その昔々はこういう木造家屋が立ち並び、街並みもここに至る間に見たままの、大層のどかなものだったそうだ。同じ瓦かわら葺ぶきでも、やはり大陸の方のルーフタイルとは全然形が違うし、畳たたみとやらで土足厳禁だし、まあとにかく。

（足がっ……！）

　痺しびれた。

　日ひ頃ごろ何かにつけてマヒロに強要している正座だが、まさかこんなに辛つらいものとは思わなかったパリエル。

「ふふふ、どうぞどうぞー。遠えん慮りよなく足を崩くずしてくださって結構ですよー。なんでしたら今日はお天気もいいですし、そちらの縁えん側がわにでもお掛けになって……」

「あ、いえ……それじゃあ……」

　とりあえずその場で足を伸のばした。あの殺気を浴びせられた後では、さすがに縁側はない。ジェスやシーナはいないのだから、いついかなる奇き襲しゆうに備えるためにも、今はマヒロの近くにいるのが正しい。

　……と。パリエルが見ると、平然と正座を崩さぬマヒロが、そんなパリエルをニヤニヤと笑っていた。

「な……なんですか王子……」

「いえいえ、別にぃ？　日頃あれだけ偉えらそうなミスマルカ近衛このえ騎き士しも、案外大したことないなー……なんてこれっぽっちも思っていませんとも」

「くっ……。でもそうして王子が平然と正座していられるのは、私とエーデルワイス様の日頃の教育の賜たま物ものだということをお忘れなく……！」

　最近、一時間くらいの正座じゃ堪こたえなくなってきたところである。今度は重おも石しでも抱いだかせてやろうか。

「まあ、それはともかく……えーと、どこまで話したんだっけ？」

　マヒロは改めて葉多恵へ向き直った。

　葉多恵はと言えば、それが当たり前のように背筋伸ばして正座したまま、保温ポットから急きゆう須すにお湯など注いでいた。なんとも綺き麗れいな姿勢と所作である。

「はい。忍にん術じゆつを門外不出としてプレミアム性を追つい求きゆうした我が葉多枝党ですが、広く門戸を開き後進の育成に努める風牙衆にはついぞ及およばず……今ではこうして、テーマパークとして資金確保への道を模も索さくしているわけでございます。よよよ」

　さも苦労多きを語るよう、袖そで口ぐちで目元を押さえる葉多恵。

「って、門外不出はよかったんですか」

「ご飯を食べられないとお腹なかが空すきますからねー。お茶のお代わりはいかがです？」

　今しがたの涙なみだはどこへやら、葉多恵がけろりと笑ってみせる。湯飲みにほとんど口を付けていなかったマヒロは、それを片手で断り。

「経営者としての苦労話は興味深いですが、余は忍しのばない忍にん者じやに興味はないのです。紋もん章しようのある祭さい壇だんの場所さえ教えてもらえれば」

「紋章……紋章ねえ。紋章ですか。それは恐おそらくきっと、あの場所にあるあれのことだと思うんですけど……」

「ではその場所にあるらしいそれのことで結構です。あとはお手間は取らせませんよ」

「とても危ない場所なので、関係者以外立ち入り禁止なんですよねー」

　……。

「関係者です、余は」

「おやおや、これは異なことを承うけたまわります。あの場所にあるあれが本当にそれかどうかもわからないのに、関係者と決め付けるのは早計ですよー？」

　だがマヒロは少し考えただけで、すぐに切り返した。

「じゃあ聞かせてもらいたいのですが、その場所にあるというそれは葉多枝党にとっていかなる存在なのですか」

「そうですねー……。護まもるべきものです」

「護る……？」

「そう。なぜ葉多枝党が富士の裾すそ野のの、今この場所に存在するか……その場所を護るために他ほかなりません」

　そして静かに言葉を紡つむぎ始めた。

「あなた方はその場所を祭壇、それを紋章と呼んでいるようですが、私たちはその場所を祠ほこら、それを護ご符ふと呼んでいます。護符には邪じや悪あくな霊れい脈みやくを鎮しずめ、酸性雨に侵おかされた土ど壌じようや河川を浄じよう化かし、放射線を無害化し、放射能を除去する絶大なチカラが秘ひめられていて、その効力はこの大八洲の全土に広がっていると言われています」

　パリエルはマヒロと顔を見合わせ、小さく頷うなずいた。放射線やら放射能やらは馴な染じみのない言葉だったが、広域に人の住まう状じよう況きようを作り出している……という件に関しては、以前ランデルディーから聞いたままのものだったからだ。

「旧文明の崩ほう壊かい以来、その守護の役を担になう私たち葉多枝党は、護符のチカラによって大八洲の覇は権けんを目もく論ろむ風牙衆と数百年に亘わたって戦い続けてきました。それは葉多枝党の存在意義であると同時、風牙衆の存在意義でもあります。万ばん難なん排はいすべき守護者である私たちは、もちろん強かった。ですけどそれを狙ねらう風牙衆はいつしか一族の限界を認め、やがて外来の者たちを引き入れ始めるようになりました。もちろんほとんどは、何の役にも立たない下げ忍にんや普ふ通つうのスパイにしかなりませんでしたけど……」

　中には白鴉のような超ちよう一流が生まれることもあった、ということだろうか。

　葉多恵は何か思うところがあるように、伏ふし目がちに一息。

「……いつ来るかわからないその日限りのお客さんを待つより、養成学校として月謝を搾しぼり取る方が儲もうかりますよねー」

「いやいや、そんなオチはいいですから。ですがその護符こそ、まさしく僕たちの求める紋章に他なりません。前に他の紋章を手に入れたときに、全く同じような話をする者がいて……」

　言葉半ばに、マヒロは表情と声こわ音ねを曇くもらせた。

「……事実、その紋章を手に入れた後には、祭壇の周囲の森が瘦やせ始めました」

「おやおや、恐ろしい恐ろしい」

　着物の袂たもとで口元を隠かくしながら、葉多恵が冷たく瞳ひとみを微笑ほほえませる。

「あなた方は、それでも紋章とやらを手に入れてしまったわけですね。そして今度はこの大八洲がどうなろうと構わず、護符を手に入れようと。それでは風牙衆と同じです」

「違ちがいます！」

　パリエルは声を大きくした。

「私たちには……、いえ、王子には大陸の戦争を未然に防ごうという大たい義ぎがあるんです。覇権なんて、そんな私利私欲のために動いているんじゃありません」

「それはそれは難なん儀ぎなことですね。ですけど、大陸で起きている戦いくさのことなど、私たちには関係のないことでして」

「でも、その帝てい国こく軍がもうすぐそこまで迫せまっているんです！　もう大陸だけの問題じゃありません、オオヤシマが帝国の支配下になってしまったら、あなたたちだって諜ちよう報ほう員や偵てい察さつ係として戦争に狩かり出されるかも知れないんですよ!?」

　そんなパリエルの気勢に、マヒロが続く。

「そういうことです。その護符が紋章だとわかれば、すぐにも風牙衆以上の軍勢がここに押し寄せてくることになります」

　そうなのだ。口にすることはできないが、帝国が大東京王国へ侵しん出しゆつしたのは、この交こう渉しように限って言えば幸運だったのではないだろうかと思えるほどに、事態は逼ひつ迫ぱくしている。

「……そうですねー。一応、大陸の方がそうした渦か中ちゆうであることは知っていましたけど」

　葉多恵は湯飲みに口を付けて、一息。

「いいでしょう。まずは合格とします」

「合格……？」

　何のことかとマヒロが聞き返す。

「状況が状況……ということもありますけど、だからと言って、はいそうですかと簡単に譲ゆずるわけにはいきません。面めん倒どうだからと力ちから尽ずくで護符のありかを聞き出すような方には、当然お帰りいただくまでのことでして。しかし今までの話から、どうやらあなた方の目的は正しいもののようです」

「では……！」

　言いかけたマヒロに、葉多恵が待ったと手を上げる。

「ですがあなたが本当に正しいマヒロ王子か。これがわからない」

「正しい……って、どういう意味です？」

「確かにあなた方の目的は正しいものに聞こえます。ですがそれが上辺だけのことであったり、もし万が一、あなた方が風牙衆とつながっていたのでは……私たちのこの数世紀は無む駄だになってしまいます。大陸の戦火を未然に防ぎたいという志は立派ですが、さてそれは本心からの言葉でしょうか」

　彼女の言葉を推おし量はかるように、マヒロが再び口くち籠ごもる。自身がヘリクツを武器とするだけに、些さ細さいであれ、相手の言い分も理解できてしまうのだろう。数世紀にも及およぶ葉多枝党と風牙衆の因果、そこに新たな形での決着をつけようというのだから、この葉多恵が慎しん重ちようになるのも無理はない……と。

「なるほど……先ほど、まずは合格、と言ったのはつまり、第二、第三のテストもあるということですか」

　マヒロが聞くと、葉多恵が満面の笑みで頷うなずいた。

「当たり前じゃないですかー。こんな面おも白しろ……じゃなかった、大事なことは、そう簡単には計りかねますからねー。こういうことに試練は付き物です。それに障害が多ければ多いほど、目標を達成したときの充じゆう実じつ感かんもひとしおというもの。さあ、盛り上がって参りました！」

　どちらかと言えば一人で盛り上がっているような葉多恵が、ぽんぽんと笑顔のまま手を叩たたく。

「貴たか月つき。やっておしまいなさい」




　ガキンッ！




　刃はと刃の打ち合う音。

　寸前まで何の気配もなかったそこに、プロテクター付きの黒装しよう束ぞく、覆ふく面めん姿の男がいた。彼が振ふり下ろした直刀はマヒロの首の寸前。間かん髪はつの隙すきに、パリエルの鞘さやごと持った長ちよう剣けんがそれを受け止めていた。

「何の真ま似ねだっ!?」

　叫さけぶパリエルだが、葉多恵の言葉は飄ひよう々ひようとしたものだった。

「ふむふむ、やはりお連れはいい腕うでをお持ちで。どうやら風牙のカラスを追い払はらったというのも事実の様子。まあいいでしょう、これも合格とします。貴月、こっちに来なさい」

　貴月と呼ばれた男は刀を背の鞘に戻もどし、そちらに向かう。

「これが葉多枝党一の忍にん者じや、貴月丸まるです。さあ貴月、ご挨あい拶さつを……」

「殺す気で来ておいて何がテストだ！　寸止めならともかく、今のは一歩間ま違ちがえてたら……！」

　パリエルは手に受けた重みを思い起こしながら食って掛かかるが、なお葉多恵は表情を崩くずさない。

「風牙衆も上忍クラスになれば、あの程度の不意打ちもしてきます。それすらさばけないようではせっかくあなた方が護ご符ふを手に入れたとしても、わざわざ風牙衆に譲るようなもの……」

　喋しやべるのは葉多恵ばかり。

　その貴月という若い忍者は、表のステレオタイプな忍者とは明らかに装よそおいが違っていた。黒の一色。具足、手てつ甲こうとも安物の飾かざりではなく、覆面と鉢はち金がねのわずかな隙間から見える鋭するどい双そう眸ぼうには隙のない眼光が宿るだけで、その表情は杳ようとして知れない。

　そうして腕組みをしたまま一本の刃物のように真っ直すぐに立ちはだかる様は、険しい山さん岳がくに棲すまう猛もう禽きんの類たぐいを思わせた。

「……パリエル、もういいよ。僕は避よけようがなかったけど、君が優ゆう秀しゆうな護衛だとわかって安心したから」

　マヒロに言われ、不承不承にまた腰こしを下ろす。

　共和国の白鴉もそうだったが、その隠おん密みつ性の凄すさまじさにパリエルは冷ひや汗あせを拭ぬぐった。あれは霧きりに紛まぎれての奇き襲しゆうだったが、この貴月の場合も足音も聞こえなかった。空気の流れから、潜ひそんでいたのは天てん井じよう裏うらか、と当たりを付けるのがせいぜい。

「でも素す晴ばらしい！　ちゃんと忍しのんでいる忍者がいるのではないですか！　余はそういう忍しのびを求めていたのです！　どうだい君、うちの国に雇やとわれないか？　くのいちでないのは残念だが、テーマパークなんかやってる忍の里よりはいいお給金を出そう！」

「……」

　貴月は黙もくして語らず。

「……えーと」

「すみませんね、無愛想な子で。賑にぎやかなのが苦手なもので」

「いえいえ、そっちの方が忍者っぽい！　ますます気に入った！　ください」

「あげません」

　葉多恵にいい笑え顔がおで断られて、マヒロが項うな垂だれた。

「なんですか。それじゃあ余は殺されそうになり損ですか」

「いえ、王子。殺されそうになったことを怒おこりましょうよ」

　さておき、葉多恵がほくほくと微笑ほほえんでいた。

「まあまあ。しかしふむふむ。殺されかけたというのにその物言い。どうやらよい度胸もお持ちの様子。あなたなら、あるいは……」

「あるいは……？」

　促うながすマヒロに対し、葉多恵は一度口を閉とざした。そして真ま面じ目めな顔で次の言葉を続けた。

「……あなたが本当にマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王子で、正しく護符を使うと、証明する方法が一つだけあります。もしそうであれば、この葉多枝の郷に古くより伝わる、伝説の秘宝を手に入れられるはずです」

「「伝説の……？」」

「そう！　伝説の、免めん許きよ皆かい伝でんの巻物を!!」

　ガッ！　と拳こぶしを握にぎる葉多恵。

　マヒロが思いっきりテーブルをひっくり返した。

「あれか！　入り口のところでいろんなアトラクションに挑ちよう戦せんして手に入れようとか言ってたあれか！」

「そう、まさにあれです！」

「……」

「……」

　しばし睨にらみあう様な両者。

　先に言葉を発したのはマヒロだった。

「……帰る」

「ええ～～～～～～～～～～……？」

　葉多恵が思い切り不満そうに、体ごと首を傾かしげた。

「ほらもう行くぞパリエル。いつまでもこんなエセ忍者どもの相手などしていられるか」

「はぁ。でも……」

「あ、そーいうこと言いますか。そーですか。だったらいーんですよー別にー。祠ほこらの場所を知りたくないなら素直にそー言えばいいじゃないですか。ふーんだ」

　なぜかすねてしまった葉多恵が、涙なみだ目めで畳たたみの上に「の」の字など書き始めてしまう。

「いーですよいーですよーだ、帝てい国こく軍がやってきてローラー作戦で祠の場所が見付けられたら、どーせ私たちじゃどーしよーもないですからねー。口先では綺き麗れいごと言っておいて、大八州なんて帝国の物になってしまえばいいって言うんですねー。そーして平和に暮らしているだけの私たちは、哀あわれ密みつ偵ていや偵察係として徴ちよう兵へいされてあなた方の敵となってしまうんですねー……よよよ……」

　そんなことを言ってしまった手前、見るに見かねてパリエルは言った。

「あ～……まあ……いいんじゃないですか、王子。気分転てん換かんに少し遊ぶくらいなら。自分で探し回るよりは早いですよ、きっと……」

「いや、しかし遊ぶくらいで紋もん章しようが手に入るというのも……」

「はい、そうと決まれば免許皆伝コースへごあんなーい！」

　けろりと立ち直った葉多恵に、なんだかなぁと頭を搔かくマヒロだった。

　　　　[image: ]

　マヒロが挑戦する免許皆伝コースは、葉多枝の郷でも一番厳しい難行で、荒あら行ぎようだそうな。アトラクションの最中に何かあるといけないからと、健康診しん断だんと誓せい約やく書を書かされるところから始まった。何か不ふ慮りよの事故が起きても文句は言いません、というやつだ。

「ひいいいいっ！　ひええええええっ！」

　激しい水しぶきの向こうから、マヒロの悲鳴が聞こえてくる。パリエルは隣となりの葉多恵に尋ねた。

「で……あれは何をやっているんですか？」

「滝たきに打たれる修しゆ行ぎようですよー」

　それは見ればわかる。

「打たれると、どうなるんでしょうか」

「精神統一ができますよー」

　夏とは言え、それなりの山の中。川の流れは冷たく、滝は勢いよく。白装しよう束ぞくを着せられたマヒロがガタガタ震ふるえながら悲鳴を上げている。少なくとも落ち着いて集中できているようには見えない。

「ちなみに一回三百円ですねー」

「……やる人いるんですか、うちの王子のほかに」

「あんまりいませんねー」

　……。

「暑さ寒さ痛さあれやこれや、何事にも動じない強い心が忍にん法ぽうの習得には不可欠なんですよー！　ファイトー！」

　メガホン片手に葉多恵がはしゃいでいるが、どう見てもマヒロの耳にまでは届いていない。

　ぼーっとパリエルが眺ながめていると、滝の上に、いつの間にかニンニンくんと先ほどの貴月の姿があった。その姿が見えなくなって少しすると。

（うえっ!?）

「ああっと危ない！　ここでいかにもな感じの流木が～っ!?」

　満面の笑えみで葉多恵のボルテージが上がりまくっている。

　いかにもな流木というより、パリエルの目には暖だん炉ろにくべるマキか何かにしか見えなかったが、そんなのが何本も何本も。そういうアトラクションなのだろう。

「これを華か麗れいに避よけてこそ一流の忍しのび……！」




　がすっ。




「「あ……」」

　流木は普ふ通つうにマヒロの脳天を直ちよく撃げきした。




　　　　◆




「はい、これで精神統一の行は終しゆう了りようですねー」

　ぺたんこ、とマヒロのスタンプカードにハンコを押す葉多恵。

「死んでいましたよ、余は!!　もうちょっと何かがあれだったら死んでいたのですよっ!?」

「死んでも文句を言わないお約束～」

　葉多恵が懐ふところから取り出した誓約書を、これ見よがしにひらひらさせる。

「ですけどこれでマヒロ王子は滝に打たれてもへこたれない精神力に加え、流木に打たれても挫くじけないタフネスを手に入れたわけです！　その強い精神と肉体があれば、次の修行もきっと大だい丈じよう夫ぶ！　さあ行きましょう!!」

　と、葉多恵が指差した向こうには何もない。

　何もないというか、空だけがある。早い話が断だん崖がいにして絶ぜつ壁ぺき。さっき打たれていた滝の上。ちなみにマヒロの両足はすでに縛しばられ、そこから伸のびた太いゴム紐ひもが近くの大木の幹に結ゆわえられている。

「行きましょう!!」

「……いや。行けって。どこへ」

　のたのたのた。

「やあ、ぼくニンニンくん！　最初は怖こわいかもしれないけど、とっても楽し」

「なら貴様が飛んで見せろっ!!」

　マヒロが縛られた足で器用にドロップキックすると、ニンニンくんはゴロゴロ転がり、滝つぼ目め掛がけて落下していった。

　少しして、ドンブラコと下流へ流されていくのが見えた。

「だからニンニンくんに何の恨うらみがっ!?」

「恨みなどあるか！　ちょっとムカついただけだっ!!」

　がーがー、胸むな倉ぐら摑つかむ葉多恵と言い合うマヒロ。

「だいたいこんなもの足に縛ったら、命いのち綱づなかなんなのか！」

　ちっちっち、と葉多恵が指を振ふる。

「えー、これはバンジーの行と言いまして、元を辿たどれば昔々のある部族では、成人したことを証明するためにこうした度胸試だめしを……」

「忍にん者じやの修行じゃないんですか」

　マヒロに言われ、葉多恵のこめかみには図星を突つかれたような冷や汗あせ一つ。

「え～……と」

「忍者の修行じゃないんですかっ!?」

「いいから飛べっ!!」

　葉多恵が崖がけっぷちのマヒロを、ドンと突き飛ばした。悲鳴を上げながら落ちていくマヒロ。ざばぁ、と頭から滝つぼに突っ込み、みょい～んとゴムの力で虚こ空くうへ引き上げられては、また滝つぼへ。

「自ら死地へ赴おもむこうというその意気やよし！」

「いや、いま思いっきり押してませんでした？」

　パリエルの言葉も滝の轟ごう音おんにかき消され、葉多恵の耳には聞こえないようだった。

「これでマヒロ王子は百万の軍勢に囲まれてもビクともしない強きよう靭じんな精神力と、ちょっとくらいの水責めにも屈くつしないタフネスを手に入れたわけです！」

　滝たきに打たれたときも同じもの手に入れてなかったか。

「ちょっとくらいの水責めというか、ゴムがたるんで完全に水すい没ぼつしてるんですが。特に上半身が」

　腹筋でどうにか顔を出したマヒロの元へ、今度は用意されたものではない天然の流木が降っていく。




　がすっ。




「「あ……」」

　即そく座ざに貴月が助けに行った。




　　　　◆




　マヒロが滝の上まで戻もどってくる。

「怖いよ、忍者怖いよ。流木が襲おそってくるよ。ガタガタ」

　寒さと恐きよう怖ふとで、マヒロがすっかり震ふるえていた。脳天に続いて顔面に直撃だったので、そういうショック症しよう状じようなのかもしれなかったが。

　がぽがぽがぽ。

「やあ、ぼくニンニンくん！　痛いの痛いの飛」

「貴様が飛べっ!!」

　マヒロがこれでもかとドロップキックすると、ニンニンくんはゴロゴロ転がり、再び滝つぼへ向かって落ちていった。少しして、また下流をドンブラコと流れていくのが見えた。

「ニンニンくんの優やさしい心を踏ふみにじったなっ!?」

　涙なみだながらにマヒロの胸倉を摑む葉多恵。

「他人の痛みがわからんやつに本当の優しさなどわかるものかっ!!」

　なんとなく正論ぽいことを叫さけぶマヒロ。

　がーがー。

「そういう悪い子にはスタンプ押してあげませんよーっ！　貴様もう一回飛んで来い！」

「上等じゃないか飛ぶだけのことにあんな危険な拘ロ束ー具プなどいるか、いいか見ていろ！　アイ！　キャン！　フラァアアアアアアアアアアアイっ!!」

「あ……」

　まさか命綱なしで行くとは思ってなかったのだろう。葉多恵が止める間もなく、マヒロは頭から滝つぼに落ちていった。少しして、すいーと水面に浮うかんでくる。

（まあ……）

　確かに飛ぶだけなら、城の三階からも臆おくせず飛び降りた彼だ。パリエルとしてはそう驚おどろくでもなかったが、葉多恵はその度胸を認めたように、あとでしっかりとスタンプを押してくれたのだった。




　　　　◆




　マヒロがずぶ濡ぬれの白装しよう束ぞくから元の服に着き替がえたところで、村外れに移動した。

「……そんなわけで、ここでは忍者のトレードマークとも呼べる手しゆ裏り剣けんを使っての忍者修しゆ行ぎようが体験できるんですよー」

　葉多恵が手の平を差し向けた先には、カウンターがあり、カウンターの上のかごには手裏剣と呼ぶらしい星十字型の刃は物ものがあり、カウンターの奥には的を下げられたカカシがいる。

　その一枚を手に取り、パリエルは言った。

「あー……なんかお祭りのときにこういう屋台出ますよね。空気鉄でつ砲ぽうとか、オモチャの弓とかで」

　ただ、この手裏剣とやらはしっかりとした金属製のようでズシリと重く、的に刺ささるように刃はも研といである。

　そろそろうんざりした様子でマヒロが言う。

「ああ、手裏剣だ……。忍にん者じやのトレードマークだ……。本物の手裏剣を見れて嬉うれしいはずなのに、素す直なおに喜べないのは何でだろうパリエル。射的とか言われると確かにそんな感じだし……ふぅ」

「ま、まあまあ王子。いいじゃないですか、今度は身の危険もなさそうですし……投げて、あの的に当てればいいんですよね」

「どうぞどうぞー」

　にこやかに葉多恵が言う。

「あ、言っておきますけど一番奥の的です」

「え」

　三十メートルほど先に、一ひと際きわ小さな的がぽつんとぶら下がっていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。正しい心の持ち主ならちゃんと当たりますよー。ちなみに手裏剣は五枚百円です」

「う……やっぱりお金取るんですか」

「アトラクションですから」

　だが正直、お金を払はらってまで遊びたいかというと、難易度の高さもあいまってちょっと微び妙みような金額。しかしそれゆえに葉多恵のテンション上がりっぱなし。

「さあ！　さあさあ、これについてはお姉さんも王子さまと一いつ緒しよにじゃんじゃんチャレンジしてください！　帰りの路銀尽つきるまでっ！　清く正しい心を持った王子さまは、きっとこの忍者村に莫ばく大だいな利益をもたらしてくれるはずですからねーっ！」

　お目めにお星さまいっぱいの葉多恵。

　パリエルはマヒロに袖そでを引っ張られ、少し隅すみっこへ。

「ど……どうしました、王子」

「……要は、カネってことか？」

　あーあ、言っちゃった。

「でもまあ、私が参加してもＯＫというのはそういうことですよね……王子一人より、私も一緒に投げた方が単純に二倍儲もうかるわけで」

「くそ、こんなときにエーデルワイスがいれば一発でクリアしてくれそうな気がするんだが」

「あー……やるんでしょうね、あの人なら」

　ヴェロニカや共和国なら、ミスマルカに有事があっても二、三日で帰れる。だが海を挟はさんだ大八洲、そのさらに東の大東京王国からでは船便などの関係から、帰き途とに一週間以上かかることもある。それでは近衛このえ騎き士し隊長……言わば将軍としての役がおぼつかないと、彼女自身が辞退した。

　がぽがぽがぽ。

「やあ、ぼくニンニンくん！　手裏剣は、勢いよく回転させると安定して真っ直すぐ飛ぶよ！」

　がぽがぽ。

　いい加減呆あきれたようにマヒロが言った。

「……。あれだけ蹴けってやったのに、君も大たい概がい懲こりないね」

　がぽがぽ言ってるのは、川に落ちたときの水が入ったのだろうか。

「やあ、ぼくニンニンくん！　成績の良かったお友達には、記念品をプレゼントするよ！」

「ふ……ふん。誰だれが友達だ、余は貴様とは身分が違ちがうのだ身分が……。愚ぐ民みんごときが気安く話しかけるな」

　マヒロの語気が弱まった。めげないニンニンくんに、何か感かん銘めいを受けたのだろうか。それとも……生まれ育ちが王族だ。単純に、友達という言葉に弱いのかもしれない。

「何が回転だ。そう簡単に当たるようなら誰も苦労は……」

　そこに、無言で一枚を手にした貴月が投げ放つ。

　カッ、となんとも小気味よい音を立て、一発で的のど真ん中に命中させた。

「不可能なことではない」

　貴月が初めて言葉を述べた。やはりまだ若い。覆ふく面めんで顔はほとんど見えないが、声の様子などから二は十た歳ち前後だろうか。

「……ええと」

　貴月の見よう見まね、試ためしにマヒロが思い切り投げた手しゆ裏り剣けんは、しかし偶ぐう然ぜんというのはあるもので……際きわどいカーブを描えがきながら、的に吸い込まれるように。

　すこんっ☆

「なぜ当てたっ!?」

　葉多恵がものすごい剣けん幕まくでマヒロの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「うるさい黙だまれやかましいわボケ貴様が当てろと言ったんじゃないか!!」

「だからって一発で当てるやつがあるかぁッ!!」

　口角泡あわを飛ばし合う二人。

「あーあー、二人とも、落ち着いて落ち着いてくださいよ……」

　止やむ無く二人の間に割って入るパリエル。ニンニンくんも加勢してくれた。

「やあ、ぼくニンニンくん！　やったね！　記念のニンニンくん特製バッジをプレゼントするよ！　おめでとう！」

「ありがとう、ありがとうニンニンくん！　余が間違っていたっ！　手裏剣は回転させて投げるものだったのだ……これこの通り、今までの数々の非礼をどうか許してもらいたいっ！　君は今までこんな意い地じ汚きたない経営者の下もとで必死に頑がん張ばっていたんだね！」

　川に落ちてからまだ乾かわききらないニンニンくんを抱だき締しめながら滂ぼう沱だの涙なみだするマヒロ。さっそく受け取った缶かんバッジを帽ぼう子しに取り付けたのだった。
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　今度は集落を少し離はなれ、森の中へやってきた一行。一番稼かせげるはずのアトラクションをすんなり通過された葉多恵が、しかしめげずに元の調子で紹しよう介かいする。

「……というわけで、ここでは忍にん者じやに欠かせない、身軽な身のこなしのための修しゆ行ぎようが体験できるんですよー」

　ちぐはぐな高さに打たれた杭くいや、鉄棒や、木の上に張られたロープ、ネット。大陸のどこの軍隊にもあるような、基き礎そ体力作りのためのアスレチックフィールドであった。ただ、設置された高さだけが常じよう軌きを逸いつしている。

　頭上……を超ちよう越えつした、もはや樹上。

　齢よわい何百年を経ただろう高い高い杉すぎの木立を見上げながら、マヒロがあんぐりと呟つぶやいた。

「落ちたら今度こそ死にますが」

「そうですねー」

「やあ、ぼくニンニンくん！　大だい丈じよう夫ぶ、頑張ればきっとできるよ！」

「そ、そうかい？　余でも大丈夫かなぁ、どきどき。でもニンニンくんがそう言ってくれるなら、余は頑張ってみようと思うよ」

（どーいう心変わりだ……。）

　パリエルは突つっ込むでもなく肩かたを落とした。

「この程度を走破できずして、護ご符ふの場所には辿たどり着けませんよー？　ちなみに一回千円ですが、十分以上かかった場合は超ちよう過か料金をいただきます。よーい、どん！」

「わーっ!?」

　いきなり砂時計をひっくり返した葉多恵に恐おそれ戦おののくように、スタート地点の縄なわ梯ばし子ごを登っていくマヒロ。額に傘かさしてそれを見送る葉多恵。

「おー……はやいはやい。こうして見ると意外と運動神経いいんじゃないですか、あの王子さま」

　パリエルも同じように見上げながら頷うなずいた。

「ええ、それはまあ。本気で逃にげるときはもっと速いですからね」

「……え？　お国ではどういう訓練を？」

「あ～……訓練というより、指導の一いつ環かんですけど」

　メイド部隊に追い詰つめられた際に、城の外がい壁へきを垂直登坂する光景も目もく撃げきされているくらいだから、このくらいは造作ないだろう。たぶん。

　ロープ、丸太、ネット、チェーン、鉄棒。あらゆるアスレチックを矢印の順路を辿り、木々から木々へ渡わたっていくマヒロ。しばらくして。

「あ～ああ～～～～～～!!」

　最後に妙みような雄おたけびを上げながら、滑かつ車しや付きのロープで滑すべり降りてきた。

「あ～～～～～～～～!?」

　が、滑車はスピードが付きすぎ、マヒロはそれが止まった勢いで斜ななめ四十五度に放ほうり上げられ、『ゴール！』の垂れ幕を飛び越こえ、その先の沼ぬまに沈ちん没ぼつした。パリエルは慌あわててマヒロの元へと走り出す。




　　　　◆




　マヒロを心配したパリエルが駆かけ出す中、葉多恵はその場でクリップボードのチェックシートと難しい顔で睨にらめっこしていた。ギリギリではあったが、時間内で一周した。

「運動神経、抜ばつ群ぐんですねー……」

　マヒロ自身が言った通り、落ちれば死ぬ高さ。防具はなく、眼下には滑落防止のネットもなく、命いのち綱づなさえ付けさせなかったにもかかわらず、あの淀よどみない走り。

　実はこの樹上のアスレチックフィールドは、ただのアトラクションではない。里の若者が下忍として認められるための規定タイムが、葉多恵の指定した十分なのだ。身体能力はもちろんだが、その真の目的は自身の命が危機にさらされた中での冷静さ、胆たん力りよくを量ることにある。

　ただ足が速いだけの者は、必ず次の一歩を躊ちゆう躇ちよする。ただの一歩と命とを、天てん秤びんにかけてしまうのだ。そして一度考え始めれば恐きよう怖ふは拭ぬぐいきれるものではなく、結果としてその先の一歩一歩がおぼつかぬものとなり、十分での踏とう破はなど到とう底てい及およばなくなる。

　それを生き延びるための慎しん重ちようさ、と呼ぶなら聞こえはいいが、本来、忍しのびに生への執しゆう着ちやくなど必要ない。ここはそれを見るための修行の場。言われたことを言われた通りにできることだけが、忍に課せられた至上命題なのだから。

「……となるとあの王子」

　実際に死ぬ死なないはともかくも、目的のためには命をかけられる……そういう気き概がいがあるということだ。無論、いざとなればあの護衛が何とかしてくれるとか、実は落下しても衝しよう撃げきをやわらげてくれるようなアイテムを持っていただとか、考えようはある。何せ大陸の未来を担になっていると言うのだ、万ばん全ぜん備えるだろうし、そのための仲間だろう。

　まあ、真相は知れないが……。

「頭領」

「お客様がいるときは園長です、貴月。園長」

「あの王子のこれ以上何を見る必要がある」

　葉多恵が視線を移した先では、今しもマヒロが陸りく揚あげされるところであった。
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　そう、最後のあれ。滑車で降りてくるマヒロの視線は、残り少ない砂時計を捉とらえていた。だから降りて走るよりは早いと、樹上からの滑車の勢いを使って飛んだのだ。しかも中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出されたのでは間ま違ちがいなく地面に叩たたき付けられるが、最も飛ひ距きよ離りの出る角度で手を放した。だから池まで届いた。

　一見無む謀ぼうに死を恐れぬように見えるが、あの最中にそうした計算をこなすほどの冷静さ、思考の速さがある。なるほど、大陸一つをかき回すに充じゆう分ぶんな度量を持った少年なのかもしれない。

「……でもニンニンくん、さっきの手しゆ裏り剣けんの行はヒントを出しすぎですよー」

　傍かたわらのニンニンくんも、落ち着いた声で言った。

「赤城のキバはすでに動き始めています。あまり悠ゆう長ちようをしている時間がないことは、頭領もわかっておられるはず」

　そんな責めるような言葉に、葉多恵は赤ペンの尻しりでこめかみを搔かく。

　赤城山の風牙衆。帝てい国こくの隠おん密みつ部隊が風と呼ばれるは、その流れを汲くむからだとも言われている。事実ならば、帝国がそれを利用しない手はない。あるいはまた、風牙が帝国を利用するという逆も然しかり。いずれにせよ帝国と風牙衆に手を組まれたなら、この小さな里には抗あらがう術すべはない。

「そうですねー。それは私も、ちゃんとわかっていますとも」

「では……」

　言いかけるニンニンくんだが、葉多恵はすぐに遮さえぎった。

「今はまだです。名や、目的、王家の紋もん章しようなどただの飾かざり。もっと確かな証あかしがなければ、祠ほこらへ向かったとしても無む駄だ死じにするだけだということは……あなたたちにもわかっているでしょう」

「……」

　そこへようよう、王子とその護衛が戻もどってくる。




　　　　◆




「はっはっは、どうですか！　どうでしたか余の走りは！　余よ裕ゆうとは行かないまでも十分は切っていたはず！」

「やあ、ぼくニンニンくん！　やったね、おめでとう！　合格だよ！」

「ありがとう、ありがとうニンニンくん！　余の走りっぷりを見ていてくれたんだね!?　余はとっても嬉うれしいよ！」

　ようやく乾かわきかけてきたニンニンくんへ、藻もや枯かれ葉はを引っ掛かけたびしょ濡ぬれのマヒロが抱だきつき涙なみだする。

　見かけるなりケリをくれていたのが噓うそのように、パリエルはむしろ辟へき易えきとした。

「すごい変わりようですね、王子」

「当たり前だ、身分の貴き賎せんを問わず余を友達と呼んでくれたのだぞニンニンくんは！　しかも的確なアドバイスをくれるし、顔の辺りがふかふかで柔やわらかい！」

　ひとしきりニンニンくんへ泥どろをなすり付けたようなマヒロが、葉多恵に向き直った。

「さあ葉多恵さん、ニンニンくんもこう言ってくれていることだしスタンプカードに捺なつ印いんしてもらおうか！」

「いえいえ、うふふ。王子さまの実力のほどはもう充分に見せてもらいましたとも。正直、ここまでのアトラクションをこうも見事にクリアされたのでは、残りの行などオマケみたいなもの……」

「？　と、いうことは……！」

「免めん許きよ皆かい伝でんの巻物を差し上げましょう……ただし！」

「た、ただし……？」

　一いつ拍ぱくの間を置いてから、葉多恵は言った。

「免許皆伝の巻物は、実はこのニンニンくんが持っているのでしたー!!」

　ずがーん。

「言うなればこの『ニンニンくんゲットの行』こそが免許皆伝コース最後の試練なんですっ！　ニンニンくんに飛びつこう～、ドンドン♪」

「なんか……妙みように語ご呂ろの悪い歌ですね。修しゆ行ぎようの名前も取ってつけたような」

「まあそう言うなパリエル、臆おくする理由などどこにあるものか。何せ余とニンニンくんは今や親友なのだからな。はっはっはっ、捕つかまえるなどとそんな野や蛮ばんな真ま似ねをせずとも……さあニンニンくん、いまこそ巻物を余に」

　マヒロが手を差し出すと。

　ささっ、とニンニンくんが後あと退ずさる。

「あ、あれ……？　どうしたんだいニンニンくん？　君が持っているという巻物を手に入れれば、余の修行は……」

「よくも今まで散々蹴けっ飛ばしてくれたな。お前にだけは死んでもくれてやるもんか」

　……。

「や……、やだなぁ、ニンニンくん……。そんな冗じよう談だん、君らしくもない……。だって、余と君は友達だろう？」

「何が友達だ、あんなの接客用のリップサービスだもんね」

「い、一体何を言ってるんだい、ニンニンくん……。わからない、全然わからないよ、君の言っていることが……」

「じゃあわかるように言ってあげるよ。バーカ」

「とうあッ!!」

　マヒロ渾こん身しんのドロップキックはしかし、ニンニンくんにあっさりとかわされた。

「あっはっは、さぁーて」

　そしてマヒロはすぐに立ち上がった。

「責任者はどこだっ!!　従業員の業務態度について逐ちく一いち話がある!!」

「そんなこと言われても、王子さまが悪いんですよー。ニンニンくんを滝たきの上から蹴り落としたお客さまは、さすがに今までいなかったですからねー」

　マヒロがパリエルに向く。

「……いや、私なら一発目を喰くらった時点でボッコボコにやり返してますけど」

　マヒロは最後に貴月に向く。

「どうあれこれが最後の行。心してかかるといい」

　四し面めん楚そ歌か。

「くっ……そ、そうか、お前らみんなグルだったのだな！　余の……余の純真な心を裏切ったな！　弄もてあそんだのだな、ニンニンくん!!」

「うるさいバーカ、お前が王子ならぼくは宇宙大帝だ。死ね」

「貴様が死んでみせろ下げ賎せんの民たみがぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──────────────ッ!!」

　かつてない怒いかりを見せて猛もう然ぜんと走り出すマヒロ。

　のてててててててててっ、と見かけからは想像も付かぬ高速で逃にげ去るニンニンくん。

「……シュール……」

　パリエルは呟つぶやき、そんな二人の鬼おにごっこの開始を見送ったのだった。
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　うららかな昼下がり。新ほたる宮にて、お茶の時間も終えたルナスはテーブルに上体を投げ出し、ぐったりとしていた。

　メイドの片方が言う。

「姫様。お行ぎよう儀ぎが」

「ヒマだ」

　せっかく意気込んで国を出てみれば、戦いくさはない。剣けんの稽けい古こをしようにも、七星はハオウに壊こわされてしまった。そのハオウはまだ全快していない。騎き士し団を進しん駐ちゆうさせるも、住民からの反発もない。進駐先にマヒロ王子は見つからない。〝風〟からの噂うわさも聞こえてこない。

「ヒマなのだー」

　二人のメイドは、顔を見合わせ溜ため息いき一つ。名に聞こえし光こう輝きの剣も、こうなってしまうとそこらの子供と大差ない。書物さえあれば黙もく々もくと時間を潰つぶしてくれるユリカ付きの同どう僚りようは、きっと楽に違ちがいない。その分、今度はメイドが退たい屈くつする番かもしれないが。

「ライリス。フランソワ。何かないのか」

「はぁ……」

「何かと申されましてもー……」

　少しして、かたそうな雰ふん囲い気きの方、ライリスが思いついた。

「お日ひ柄がらもよろしいですし、水浴びなどされてみては」

「いやだ」

　取り付く島もない。

　次にやわらかそうな雰囲気の方、フランソワが手を打った。

「そういえば、タクロー王子は旧文明の遺産をたくさんコレクションされているそうです。そちらで目の保養などされてみてはいかがでしょうかー」

「……ふむ」

　テーブルに寝ねそべったまま、ルナスは瞬まばたき一つ。

　大陸から見れば謎なぞの多い大八洲。発はつ掘くつされる遺産は、帝てい国こくでは滅めつ多たに見られないものも多いという。一いつ介かいの冒ぼう険けん者、商人らでさえそうなのだから、王族であるタクローが集めたものとなれば、栄えい耀よう栄えい華がを誇ほこる帝都ですら見られぬものも多いに違いない。

　そう考えれば確かに興味深かった。噓うそかほんとか知らないが、旧文明最後期には、人造ゴーレムより遥はるかに高度な自律機能を持った戦せん闘とう機械もあったという。そんなものがあるなら見てみたいし、ひょっとしたら七星剣にも比ひ肩けんするような、伝説級の武器を持っていたっておかしくないのだ。

　何せハオウに勝った以上、全すべての自由が保障されている。

「……では少し行ってみるか」

「「はい」」

　その場を離はなれた三人は、まずタクローの部屋に向かった。

「タクロー、いるか？」

「なんの用だ」

　ルナスが監かん視しに付けさせた黒騎士と、それを警けい戒かいするようなハオウの親衛隊と。

　そんな部屋の中央にしつらえられたテーブルには、書類の山。その山の上に、食べかけの軽食と冷めた飲み物。タクローも、彼と顔を突つき合わせるルーミィたち数人の文官も、髪かみはほつれ目の下に浅くクマをつくり、あたかも激戦を生き延びた敗残兵のようにくたびれた顔をしていた。ルナスの姿を見た途と端たん、文官らは起立して最敬礼したが、うち一人がふらりと転ぶほどだった。

　察するに全員徹てつ夜や明けのままなのだろう。タクローが話にならないようなボンクラなら、自分たちで勝手に進めろと文官たちは言われていたはずが、こうも協議が深まっている様子なら。

「……見てくれはなんだが、仕事はできるようだな。タクロー王子」

「おかげさまでな。話が違うぞ、ルナス皇女。何が統治する気はないだ、注文が多すぎる」

　ひとり座したままのタクローが、恨うらめしそうな顔で椅い子すに背もたれる。

　もちろんルナス自身は統治する気などさらさらないのだが、連れん絡らくを受けた本国の意向はそれとは別。想定されていた戦がなかった分の余力で占せん領りよう政策を進めるべしとの趣しゆ旨しが、伝えられていたのだ。

「うちの国もだが、北と西の仲まで取り持てとはな……」

「だが二つの公国は、東京の属国のようなものなのだろう？」

　公国という名前がそれを物語っている。ある国において、貴族の中でも最上位の公こう爵しやくの位を得た者が治める国。つまり公国。そういうものであれば、以前は大陸にもあった。

　オオヤシマの場合、かつては日本という名の一国であったものが、東京を舞ぶ台たいに世紀末的な覇は者しやたちが争うようになった結果、付き合いきれなくなったそれ以外の地域が半ば勝手に分ぶん離り独立したのだ……という噂がある。しかし強者を名乗れば東京の王が自らその為い政せい者しやを倒たおしに来るので（そして目を付けられたが最後、防ぎようがないので）、やむなく公国を名乗って下手に出ているのだとも。

「何代前の東京の話だ。そりゃあ向こうは独立してからの公こう家けが代々国を動かしているが、知っての通り、この国の王は政治なんてものをしてこなかった。ハンターの上前だけならまだしも、いきなりこんな率の関税なんてかけてみろ。国交そのものがなくなるかもしれないぞ」

「嫌いやなら今すぐ攻せめ滅ほろぼすと伝えてやれ。オオヤシマ本土に足をかけているのは連合ではなく、我ら帝国だということを明日にも思い知らせてやる」

「……」

　タクローが疲つかれた顔で、書類の一ページにすらすらとルナスの言葉を書き取った。それから投げるようにペンを置く。

「……で、何の用だ？　視察か？　それともまたマヒロのことでも聞きに来たのか？　まさか北と西への売り文句を言いにきた訳じゃないだろう」

「実は君が大層な好事家だと聞いて、その蒐しゆう集しゆう品を見せてもらいにきた」

　一度眼鏡を持ち上げたタクローが、目め頭がしらを揉もみ解ほぐす。

「……他ほかに何かすることはないのか？」

「ない」

　ばばーん！

　ルナスは自信たっぷりの笑え顔がおで言い切った。

「徹夜なんかしたところで、頭など回るものか。さあ、休きゆう憩けいがてら私を案内しろ」

「……。いよいよ、なんだ。あれだな。あんたが女王になった方がいいんじゃないのか」

　タクローは食べかけのハンバーガーをもっしゃもっしゃと頰ほお張ばりながら、大きな鼻息で嘆たん息そくしてみせた。

　　　　[image: ]

　タクローと共に回かい廊ろうを歩く。

「そういえばタクロー王子。ルーミィにメイドの格好はさせなかったのだな」

「いや、着せてみたがだめだった。板に付かない。やはり本職でない以上、ただのコスプレに過ぎないようだ」

「こすぷれ？」

　歩きながら疑問を呈ていし、ルナスは後ろのメイドを見るが、

「「本職でございます」」

　と返されただけだった。

「まあ軍服を着た眼鏡っ子というのも、それはそれで希少だと思い直したわけだ。俺もまだまだ修しゆ行ぎようが足りない」

「よくわからんが……大体が、マヒロが悪いのだ。マヒロさえ見つかれば、私もこんなところであくびを嚙かみ潰つぶしたりはしていないのだが……」

「マヒロか。随ずい分ぶん熱心だな。任務以上に個人的な恨みでもある様子だ」

　振ふり返ったタクローに、ルナスは不敵に笑ってみせた。

「当たり前だ。私が初めて敗退を余よ儀ぎなくされた相手だぞ。国に帰ってから謹きん慎しん処分まで受けた。光輝の剣けんの名めい誉よに傷を付けたのだから、責任を取らせるのは当然だろう？」

「なるほどな」

「マヒロとは文通していると言ったな。私のことは何か言っていたか？」

「馬ば鹿かが付くほど真正直な、素す晴ばらしい武人だと言っていた」

「……。褒ほめられてるのか、けなされてるのか」

　タクローは軽く首を振った。

「いや、あいつは褒め言葉でしか馬鹿なんて汚きたない言葉を使わない」

「……そうなのか？」

「馬鹿みたいに笑ったとか、馬鹿みたいに面おも白しろかったとか、まあそういうときにしか使わないな。王族のクセに、人を見下すってことを知らないやつだ。よく他人の心配もするしな」

「ふむ……」

　やはり噂うわさに聞こえる通り、土ど壇たん場ば以外では根の優やさしい少年なのだろう。

「ああ、そういえば最後の手紙でこんなことを言っていた。もし帝てい国こく軍が攻めて来るようなことがあったら、マイナスになるようなことはしない方がいい……とな」

「？　なんだ、マイナスになるようなこととは」

「さあな。だがあいつは父親から聞いた紋もん章しようとやらの場所まで、この国に詳くわしい俺に案内させるつもりだったんだろう。一応、それなりの顔も利きくしな」

　だが帝国軍が来た後でそれをやったら、タクローの立場がまずくなる。

「そして予測していたかわからんが、全くそんなタイミングで親おや父じは負けたわけだ」

　予測。艦かん隊たいの集結も出向も極ごく秘ひに行われたはずだった。だがマヒロだけは……そう、確かヴェロニカにて、今回の作戦を予測したような発言をしたと姉から聞いている。

「ふむ……友達思いということか」

「だったらいいが、さすがに今度ばかりは……」

　不自然に言い淀よどむタクローに、ルナスは先を促うながした。

「？　今度ばかりは、なんだ？」

「……いやに心配するなと、少し不気味だったな」

　そのときの印象を思い出したように、タクローはよくない表情をした。

「不気味？　どこがだ」

「なんとなく……うまくは言えないが、あいつはそういうやつじゃない。友情や義理人情は理解しているが、その他にも、もう一つ何か理屈がなければ動かんやつだったような気がする。むしろそういった綺き麗れいごとは、理屈を通すための後付けに利用するような……」

　ルナスは一度足を止めた。

「それは少し聞き捨てならんな。君は自分を心配する友人を、そんな狡ずる賢がしこいやつだと言いたいのか？」

「狡賢いとは言ってない。単に賢いと言ってるんだ」

　一度振り返ったタクローはそんなことを言って、小さく口の端はしを持ち上げる。

「……ま、帝国が来てるってときに、妙みような正義感から俺なんかについてこられたんじゃあ、足手まといだってことかもな」

　自じ嘲ちようするタクローの姿。確かに、目立つ。目立つというか、インパクトがあるので印象に残りやすい。人探しのときには最も重要で、逃にげる側からすればこの上なく不利な要素である。

「なんだったら、後でその手紙を読んでみればいい」

「そんな悪あく趣しゆ味みな真ま似ねはしないよ」

「あんたは本当に公明正大だな。俺も、マヒロが馬鹿みたいに真正直と言った理由がわかった気がする」

　ルナスとタクロー、そして二人のメイドは新ほたる宮の一階に降り、奥まった場所にある倉庫までやってきた。

「我が軍は？」

「ルナ様が勝利された際、ことを荒あら立だてるなとのことでしたので」

　と、ライリス。通常、攻せめ落とした城であればどんな罠わなが仕し掛かけられているとも知れないので、真っ先に隅すみ々ずみまでを調べ上げるものなのだが、肝かん心じんのルナスがハオウと友好関係になってしまったので。

「ふむ。そういえばそうだったな」

　道理で、こんな簡単な錠じよう前まえの一つも壊こわされていないのだと納なつ得とくする。そこへ鍵かぎを差し込みながら、タクローが言った。

「あんたに理解できるとは思えないが」

「なんだと」

　少しカチンと来る。

　上の姉からは少しは教養を身につけなさいと言われ、次の姉からは少しくらい本を読みなさいと言われ続けて幾いく年とし月つき。そんな二人のどこか蔑さげすむような視線を思い出してしまったのである。

「馬鹿にするな。私だって生まれたときから戦いくさにばかり明け暮れていたわけではない。皇女として、高等な英才教育を受けてきたのだぞ」

「……そういう意味で言ったわけじゃないんだが」

　皮肉げな笑えみしたタクローが、重い音のする鉄てつ扉ぴを押し開けた。

　明かりを点つけると、広大な倉庫の一面には天てん井じようまで届く陳ちん列れつ棚だながずらりと並んでいる。

「敗戦国の王子が言えた義理じゃないが、手に触ふれるときは丁てい寧ねいに頼たのむ。あとは自由に見てもらってかまわない」

「ふむ」

　少し歩き回ってみるルナス。フランソワがその途と中ちゆうに、珍めずらしそうに微笑ほほえんだ。

「わー。お人形さんですねー。細かいー」

　ショーケースの中に、見たことも無い、手の平ほどの大きさの、精せい緻ちな細工がされた人形がいくつも入っていた。

『フィギュア　１９８０年代』『フィギュア　１９９０年代』とか。『ガンプラ　初期』『ガンプラ　ＨＧ』『ガンプラ　ＭＧ』とか。

「ああ、それか。どうも俺は最初、関節部分にポリキャップを使用しているものが後期ガンプラだと思っていたんだが、後に初期ガンプラにも一部使用されているらしいものが見つかってな。いや、モデラーの改造作品なのかもしれないが、ポリキャップの使用頻ひん度どや構造を分ぶん析せきした結果……」

「……」

　なんか知らないが鬱うつ陶とうしくなってきたので、ルナスは歩みを進めた。『フィギュア　ガチャポン・ボトルキャップ系』『フィギュア　魔改造系』『フィギュア　邪じや神しん系』……。

「ああ、それはだなルナス皇女」

　また解説が始まりそうだったので、ルナスはすぐに歩みを再開した。

　なんというのだろうか。音楽や芸術の先生が、自身の得意分野の素す晴ばらしさについて熱弁するような。あるいは教団の司教や司祭が、自らの信じる教えの素晴らしさを説くときのような。まあそんな熱っぽい雰ふん囲い気き。

　要は苦手なのだ。

　倉庫の奥のほうまで歩くと今度は箱の中に、いよいよ見たことも無い、形容しがたいものが目に留まった。四角四辺な、平べったい、真っ黒いムカデが金の足を生やしている。

「……？　これはなんだ」

「ああ、それは集積回路だ。ＩＣチップやＬＳＩとも呼ぶらしい。どれがどうなのかまでは俺にもわからないが」

「なんだそれは」

「電子頭脳やコンピューターという言葉を聞いたことはないか」

　ああ。

「旧文明の起き爆ばく剤ざいになったとかいうあれか」

　いわく、あらゆる計算を一いつ瞬しゆんにしてこなす。いわく、どんなに離はなれていても会話することができる。いわく、現実世界に起きたあるがままのことを記き憶おく・再現し、いわく、仮想世界を作り出し条件を与あたえることで未来さえ予測できる。

　何がほんとでどこまでが噓うそか知らないが、かつてはそんな、魔ま法ほう以上に魔法のような技術があったという。

「……こんな小さなものがそうなのか？」

「実際にはこれらを無数に組み合わせることで、求める能力を発揮させたらしい。さすがにその全すべてが完全な状態で見つかることは稀まれだが、見つかりさえすればどんなチップがどんな役割をしているかわかることもある。だからグレムリンに食われた様子のない、特に程度の良いチップはこうして保管してあるんだ。……そうだな、あれを見ろ」

　少し離れた場所に、『家庭用ゲーム機』とタグの貼はられた棚たながある。

「何種類かあるが、これだけは他の機械と違ちがって全く同じ形のものが大量に見つかっている。特にこのファミコンやプレステと呼ばれる型は……」

「ああ、いや、もういい」

　ルナスは手に取ったチップを箱に戻もどし、肩かたを落とした。

「単刀直入に聞くが、こう……人形は人形でも、実際に戦せん闘とうできるような人形はないのか」

「ないね」

「では……伝説の何々とか呼ばれるような武具は」

「うちの親おや父じにそういう趣しゆ味みがあれば話は別だったろうが、あんたも知っての通り、自分の肉体しか信じていないしな」

　納なつ得とく至し極ごく、ルナスはさらに肩を落とした。

　まあ、古いは古いものらしいし、帝てい都とでは見たことの無いものばかりだし、ポスターや、書しよ籍せきや、円えん盤ばんや、価値はあるのだろうが……生あい憎にくとルナス自身にその価値が見みい出だせない。

「なんだ、やっぱりそういうのが目当てじゃないか。だから理解できないと俺は言ったんだ」

　タクローに図星を突つかれ、ルナスは項うな垂だれた。

「……悪かったよ。邪じや魔まをしたな」

　がっくりと踵きびすを返すルナスの背に、タクローが声をかけた。

「戦闘用、になるかはわからんし……人形と呼ぶのも変だが、復元しているものがある。見てみるか？　ルナス皇女」

「……ふむ？」

　どうせいま戻ったって、ヒマはヒマなのだ。目的もない散歩よりはいいだろうと、ルナスはまたタクローの案内に従うことにした。
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　倉庫を離れたタクローは、新ほたる宮の屋外に出た。

「どこまで行くつもりだ？」

「離れだ。兵隊たちの間じゃだいぶ噂うわさになってるようだが……その様子じゃ、あんたは聞いてないようだな」

　生憎、下々が噂を届けてくれるような、生半可な身分ではなかった。遠ざかる建物を振ふり返りながら、ルナスは問う。

「ところで、どうしてここは新ほたる宮きゆう殿でんなのだ？」

「ここ……この地区が〝新ほたる〟だからだ」

「それは知っているが、どうして新ほたるなのだ？　新ほたるがあるなら、旧ほたるもあるのか」

「旧ほたると呼んだかは知らんが、〝うみほたる〟という場所はあったらしいな」

「〝新うみほたる〟では駄だ目めだったのか」

「それは旧文明の頃ころの人間に聞いてくれ……ああ、あのハンガーだ」

　タクローが指差した、ハンガーと呼ぶらしい巨きよ大だいな倉庫。なるほど噂になっているらしく、暇ひまを持て余した騎き士したちが人だかりになって中を覗のぞいていた。以前に、マヒロがバイクで陣じんに乗り付けたときのような、興味本位な人ひと垣がきがそこにできていた。

「ほーう、これがそうなんだって？」

「旧文明の頃はこんなので戦っていたのか？」

「わざわざこんなの作るより、剣けんや槍やりの方が手っ取り早いだろうに」

「そうだそうだ、機械なんていつ壊こわれるかわからんしなぁ」

　賑にぎわっている。賑わっている最中。

「……？　う、あ、ル、ルナス殿でん下かっ！」

　誰だれか一人が口にした瞬しゆん間かん、綺き麗れいに左右に分かれて整列、直立不動になった。

　呆あきれたようにタクローが呟つぶやく。

「どこへ行ってもこれか。ある意味機械よりよくできているな、帝てい国こくの兵隊というのは」

「だろう？　私の自じ慢まんの騎士団だ」

　そうして敬礼の合間を抜ぬけて、ルナスはハンガーに立ち入った。

「……なるほど」

　ルナスが見上げた瞳ひとみに映ったのは、鋼鉄の巨人であった。全高は五～六メートルほどか。体格はスマート。所々に装そう甲こう板がはがされ、骨組みのような構造が覗いている。

　タクローは作業員に気にせず続けるよう指示してから、言葉を続けた。

「これは米国製のＳＯファントムだ。横よこ須す賀かから発はつ掘くつされた。アメリカ海兵隊のものだったと思われる」

「あっちの丸い、卵から足だけ生えたようなのは」

「エッグマンだ。世界最初の関節式機動器と言われている」

「ふん……なるほど、これが関式か。旧文明の人間は、わざわざこんなものを操あやつって戦っていたわけだ」

「そうだ。これが当時の彼らの剣で、鎧よろいで、魔ま法ほうだった」

　ルナスは巨人の足元をぐるりと一周し、コンコンと足の装甲を叩たたいてみたりした。これだけ厚いプレートであれば、生半可な刃は物もの、弓矢では貫つらぬけもしまい。そしてこれをまといながらも、なお歩けるというなら相当な怪かい力りきであるにも違ちがいない。いわんやこの巨きよ軀く、もし人と同じように走ることができるなら。

「動くのか？」

「少しはな。乗ってみるか？」

「いや、戦ってみたい」

「そう言うと思った。あんたがコイツと戦ってみたいという意味だろう？」

「なぜわかった」

「うちの親父が初めてこれを見たとき、同じことを言ったんでね。おかげで今まで研究を続けてこれた」

　ふむ。

「共和国の戦車とどちらが強い？」

「使い方次し第だいだな」

「どちらが安く作れる」

「こっちの方が百倍高く、千倍手間がかかる」

　……。

「それでは何もいいところがないではないか。何のために復元しているのだ」

「オートモービルが初めて復元されたときだって、きっと今と同じことを言われただろう。馬のほうが百倍安く、千倍手間がかからないとな。そういうことだ」

「……なるほど。そうだな」

　確かにその通りだ。

　かつての技術者たちは時に笑われたのだろう。だが今では確かに、オートモービルは一部の王おう侯こう貴族のための趣しゆ味みを超こえ、オオヤシマや共和国の方では一いつ般ぱん人の生活にさえ根ざし始めている。

「……いずれは役に立つ日が来るのか？」

「わからんが、これを復元する上で培つちかわれた技術や発見は、何かに応用できるかもしれない。オートモービルのリビルド技術が、こいつの復元に役立っているようにな。だが、まあ……それもここまでだな」

　タクローの言葉に、周囲の作業員が心配するような表情を覗のぞかせた。ルナスは小首を傾かしげる。

「どういう意味だ。まだ完成はしていないのだろう」

「あんたがうちの国に攻せめ込んだんじゃないか」

　ああ。

「ルーミィたちと話し合ったが……どうもこんな役に立つか立たないかもわからんものに、金を使わせてくれそうな雰ふん囲い気きじゃあないんでね」

「いいではないか。私が許可しよう」

「……。たった今、あんた自身が役に立たんと言ったばかりだ」

「戦いくさの役には立たずとも、他ほかの役には立つかもしれんと君が言ったぞ」

　タクローがルナスと一いつ緒しよになって関式を見上げる。

「それなりに金を食うぞ」

「ハンターどもから巻き上げろ」

　言ってルナスは、ハンガーの出口へ踵きびすを返した。

「私はこれらが、何百も行進する様が見てみたい。きっと壮そう観かんだ」

　その光景を思い描えがいたルナスは一人満足げに笑う。そして薄うす暗ぐらいハンガーから、逆光のような表へ向かい颯さつ爽そうと立ち去った。
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「定時」

〝こちら風一号。港付近に王子たちの姿は見受けられない〟

〝同じく二号。市街に王子と護衛の姿は確かく認にんできず〟

「……そうか。どうするかなぁ」

〝おいおい、しっかりしろよ。噂うわさに相そう違いなしか、だろ〟

「いや、実は少し前に、特号を名乗るやつから噂があった。蛇へびは葉多枝の郷にいる、とな」

〝……〟

〝……〟

「どうした？　もしもし」

〝わかったなら言えよ。定時じゃなくて緊きん急きゆうで〟

〝特号というのは、ミスマルカ城の六号か〟

「いや、あいつとは違うようだ。四号と名乗っていた」

〝結構いるもんだな。まあ、六号がいるなら少なくとも六人はいるってことだが〟

「誰だれの統とう括かつかもわからん俺たち以上の秘中の秘だ、全部が蛇用に動いているわけでもあるまい。教団に共和国に、まだまだ動くべき場所はいくらでもある。あるいはオーバーコート作戦用に、オオヤシマに派は遣けんされていたのかもしれん」

〝そうだな。まあ、それは俺たちが詮せん索さくしても始まらん〟

〝それで、何が問題だ〟

「葉多枝の郷の王子たちが、影かげ武む者しやではない保証はない」

　こちらも蛇の全部を把は握あくしているわけではない。特号も恐おそらくそうだろう。自分たちが見失ったのが、この横浜だという事実。そして独眼龍たちが飽あくまで陽動として動いているのであれば……この場を離はなれるのは、餌えさに釣つられるも同義。

〝確かに、ここで見失ったのは痛いな〟

〝特号は信用できないか？〟

「連中は諜ちよう報ほう員というより工作員の色が強い……それに城に潜せん伏ぷくしているらしい六号はともかく、他のやつらまでが付きっきりで王子の顔を見ているわけじゃないだろう」

〝ならば見み間ま違ちがえる可能性もある、か〟

　秘ひ匿とく性が高すぎるのだ。虎とらの子こなのだろうが、同じ諜報部に対してさえ距きよ離りがありすぎるのは考え物だった。密に連れん絡らくが取れない、顔も合わせられない以上、特号であると判断する理由は、ただこちらの無線に割り込むことができ、それを名乗っているという状じよう況きよう証しよう拠こだけなのだ。

　連合に寝ね返がえっていないという保証すらない。

「それによく考えてみろ。『葉多枝の郷』だぞ。ヴェロニカの後の休きゆう暇かで、遊びに行ったことあっただろう」

〝男三人だったけどな〟

〝……。〟

「……。」

〝……園長、可愛かわいかったな〟

「ああ、ニンニンくんもな」

〝男三人だったけどな〟

〝……。〟

「……。」

〝……お前どれだけ荒すさんでるんだよ、一号〟

〝いや、俺も楽しかったんだが……その楽しい場所で、あのクソガキがまたあの護衛といちゃついてると考えると〟

〝ああ……〟

「まあ……それはそれとしてだ。どう考えても紋もん章しようか何かを匿かくまっている雰囲気じゃなかっただろう」

〝確かにな。が、向こうさんだってのんきに遊びに行くだけの状況でもあるまい〟

　そう、それが影武者でもなければ。

〝新ほたるへは？〟

「噂は流しておいたが、何にせよ俺たちは一度煙けむにまかれている。葉多枝の郷にいることがブラフだったとしたら、俺たちがそちらへ向かえばこのヨコハマはノーマークだ。それにマヒロ王子と思おぼしき影かげには、すでに特号が就いているわけだしな」

　最悪なのは特号の情報が連合の騙かたりであり、王子たち一行が影武者であった場合だ。

〝実際に姿を捉とらえきれていない以上、これから向かったとしても行き違いになる可能性もあるな〟

〝ここで待っていれば帰りの船で押さえられる可能性もある〟

「もっとも、北日本公国や西日本公国から逃にげられる可能性もある……か」

　王子の現物を見失ってしまった以上、全すべては憶おく測そくの域を出ない。

「止やむを得ん、動くとしよう。紋章の在あり処かが他だったとしても、蛇の動きを捉えておくことが俺たちの任務だ。目標、葉多枝の郷。二フタ二フタ〇マル〇マルを予定に到とう着ちやく。次の定時は一ヒト八ハチ〇マル〇マル。各員相違なしか」

〝一号相違なし〟

〝二号相違なし〟

「通信終わる」




　　　　◆




「なんだいお師しょー、話って」

「説教なら、あんたの弟で子しだけにしてもらうぜ……」

　新ほたる宮の一室に、キャスティとＴＧＭはいた。その二人を呼びつけたアークセラは、声を控ひかえめに告げる。

「〝風〟の噂うわさによれば、マヒロ王子たち一行の居場所は霊れい峰ほう富士の麓ふもとだそうです。これと、最前からコンタクトしていた風牙衆の情報と照らし合わせれば、葉多枝党の隠かくれ里ざとへ向かったと見てまず間ま違ちがいないでしょう」

「へぇ、さすがお師しょー。なんだかんだで蛇へびのしっぽを捕つかまえたってわけだ」

「で、出発はいつだ。ルナス様はなんだって？　部隊の規模は」

　炎将の名の如ごとく、熱い血気に逸はやるＴＧＭへ、アークセラは静かに人差し指一本。

「静かに。このことはルナス様へは知らせず、私たち天魔将だけで片付けようと思います」

「……何言ってんだい、お師しょー。そのルナス様だって天魔将の一人、光こう将じゃないか」

「そういう細かいことはこの際置いといてです、キャスティアさん。タクロー王子との協議でおおよその占せん領りよう政策は定まりそうですが、まだ全てを把は握あくできているわけではありません。不測の事態を考えれば、総大将であるルナス様がこの場を離はなれるのは、もう少し時間を置いてからの方がいいでしょう」

「俺らは構わないが……先生よ。あのルナス様を謀はかったとあっちゃあ、あんたはあとが怖こわいぜ？」

　危あやぶむようなＴＧＭへ向けて、アークセラは穏おだやかに微笑ほほえむのみ。

「もともと私は、シャルロッテ様からルナス様の手た綱づな役も仰おおせ付かっているんですよ」

「だったら手綱役のお師しょーがいなくなるのもマズイんじゃ……」

「ルナス様がその気になったら、どうせ私では抑おさえ切れませんよ」

　手綱ごときの言うことを聞いてくれるような器うつわではない。

　キャスティは師の線の細さを改めて見み渡わたし、頭ず突つきをかましたルナスの勇姿を思い出し、それもそうだと納なつ得とくする。言ってわかってくれそうもないのであれば、言わないのが一番ということだ。

「幸いマヒロ王子は、その忍の里で足止めを食っているそうです。ですがいつまた出立するともわかりません」

「……今がチャンス、ってことだな」

　ＴＧＭの言葉にアークセラは首しゆ肯こう。

「ええ。ルナス様が動くのであれば、どうしても一軍を率いてもらう必要があります。ですがそれでは時間がかかってしまいますし、気付かれずに王子たちに接近するのも難し……」

　どばん、とその部屋の扉とびらが開かれたのはそのときだった。

「何だと先生！　マヒロ王子が見つかったのか!?」

　噂したせいか、ルナス本人が現れてしまった。深々と溜ため息いきをするアークセラをさておいて、ルナスはうきうきと言い放つ。

「さあ行こう、すぐ行こう、今すぐ行こう。それでヤツはどこにいるのだ？」

「えー、と。あー……それはですね……実はシャルロッテ様から……」

　姉の名前が出た途と端たん、ルナスはくるり、残る二人へ向き直る。

「キャスティ！　ＴＧＭ！」

「「はっ！」」

　天魔将の問題児のような二人は、電流でも流されたように直立不動となる。

「居場所を教えるか私の稽けい古こ相手になるか今すぐ選べ」

「「霊峰フジの麓にある葉多枝党の隠れ里だそうでありますっ!!」」

「よし、では行こう！　足の速い馬を選べ、手て練だれを乗せろ！　百騎きもあれば充じゆう分ぶんだ！」

　意気込むルナスへ、キャスティとＴＧＭの姿に嘆たん息そくしたアークセラが、少し大きめの声で告げた。

「ルナス皇女」

「なんだ先生。大東京王国についてはともかく、マヒロ捕ほ縛ばくに関してはこの私が全権を任されている」

「そうだとしても、それはご自身が自由気ままに振ふる舞まって良いという意味ではないはずです」

「そんな馬ば鹿かな話があるものか。もしそうならばあの姉上が、私に全てを任せっきりになどするはずがない」

　それもすごい理り屈くつだとキャスティは思った。

　まあ、帝てい国こく一の策略家であるシャルロッテがこの妹の性格を知らないはずはなく、であればこそ、ルナスがこうした奔ほん放ぽうな行いに出ることも予測できないはずもなく。

　任せっきりにしないためにアークセラを付けて寄こしたのだろうけれど……その肝かん心じんのアークセラが、ルナスのぶち上げた奇き妙みような正論にたじろいでいる。

「う……そ、それはですね……しかし……それでは、この新ほたるがもぬけの殻からに」

「ハオウもタクロー王子も友好的だ。駐ちゆう留りゆう軍ぐんについては、提てい督とくに指揮権を一時委い譲じようする」

「提督……って、ヨセフ・ハーン提督ですか？　しかしあの方は海軍の……」

「陸戦隊も立派に扱あつかえる人だぞ」

「ですが……」

　師の様相を見るに見かねて、キャスティは手の平を返した。

「もう、いいじゃないかお師しょー。あの爺じいさんなら、うちらなんかよりよっぽど上手に大軍を扱えるんだし。ちょっと行って、王子をさらって、すぐ戻もどってくればいいだけの話じゃないか」

「ほら見ろ、聞いたか先生。このキャスティの方がよほど話をわかっている。フジまでなら行くのに一日。捕つかまえるのに五分かかったとして、帰ってくるのに一日だ。たかが二日空けただけで変わるような状じよう況きようなら、私が半日でひっくり返してやる。レイナーとサヤカにも声をかけろ。手加減はなしだ。さあ行くぞ、時間が惜おしい」

　そうして一方的に話を切り上げ、ルナスとメイドの二人は出て行った。

　ＴＧＭが大げさに肩かたをすくめる。

「まっ、いいんじゃあねえか？　何もせず国に帰ったって笑われるだけだぜ……」

「そうさお師しょー、留守番してろってわけでもなし」

「……ふぅ。シャルロッテ様に怒おこられるのは私なんですよ、もう……」




　　　　◆




　帝てい都と、ロッテンハイム宮。

　大八洲とは、少しばかり時差がある。

　大東京王国の陥かん落らくを受け、俄にわかに慌あわただしくなった中……シャルロッテは少し遅おそいティータイムを楽しんでいた。

（まあ……）

　アークセラではあのジャジャ馬、抑おさえ切れまい。勢い、妹にはあんなことを言って、出で掛がけに発破をかけてしまったが。

　ではルナスは見事マヒロを連れて帰るだろうか？　無理……いや、できれば無理であって欲しいと言うべきか。あのルナスに易やす々やす捕まる程度なら、自分はそんな器うつわには興味がない。

　でもルナスのことだから、二の轍てつは踏ふまないはずだ。今度はまず手加減はすまい。獅し子しは兎うさぎを追うにも全力を尽つくすなんて話を、真っ向から信じ、時にやってのける女だ。そして戦いくさに関してのセンスはずば抜ぬけている。

　ならば新ほたるの守備などとりあえず、三剣けんも天魔将も総出で行くだろう。

　知将タイプのアークセラがいる。新たに今回、西域との国境で守備に就ついていたＴＧＭも呼よび戻した。殲せん滅めつ戦から攻こう城じよう戦までを賄まかなえる面メン子ツだ。大東京王国が抵てい抗こうを続けていたなら無理な話だが……それを手放しにできるこの状況なら、蛇へびの頭脳を純じゆん粋すいな武力が上回る可能性もある。

　さあどうなるか。

（どっちに転んでも私は楽しいっていうのがミソよね……）

　捕まえたならそれはそれ。逃にげられたなら、楽しみがまだ続くという、ただそれだけの。そして惜しむらくは自分の目でその様子が見られないという、いつもの悩なやみである。
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　日暮れ近くなり、装そう甲こう列車で横ヨコ浜ハマを発たったジェス、シーナ、エミットたち三人は、御殿場にてエミリオのクルマに拾われ、マヒロたちと合流するべく一路富士の麓ふもとを目指していた。

　そして。

「そんな若い内から暗黒神とか暗黒魔ま術じゆつとか、おねーさん悲しいわ……この異い端たん者め」

　エミットが人を殺しそうな薄うすら寒い笑え顔がおを浮うかべていた。エミリオが浮かべるのはぎこちない笑顔と、冷や汗あせと。

「えっと……そのさ。お姉さんは、まず最初にお説教するとか、改宗を進めてくれたりはしないのかな……？」

「暗黒術者が随ずい分ぶんとヌルイこと言ってくれるじゃないの。異端者がしていいことは二つだけ。死ぬことと、他ほかの異端者と一いつ緒しよに死ぬこと。ＯＫ？」

　どうも冗じよう談だんで言ってるように聞こえないエミットの語気に、シーナはジェスと一緒に沈ちん黙もくした。教団内における急進派か保守派かはわからなかったが、とりあえず過激派っぽい発言ではあった。

　人差し指を振ふりながらエミットが続ける。

「だいたいがキャラバンレースのときもそう。共和国のときもそう。せっかくあの黒い侍じ従じゆう長さんがいなくなったと思ったら、この子がそう。あの王子様ったら手段を選ばな過ぎなのよ。何考えてるのかしら？　温おん厚こうなあたしも、しまいにゃ出るとこ出ちゃうんだから」

「ちょっとシスター、あなた朝っぱらから飲んでないわよね……？」

　シーナは思わず尋たずねた。間ま違ちがったことは言っていないのだが、正しい方向に極きよく端たんすぎるというか。

　エミリオがぎすぎすした空気を払ふつ拭しよくするように、明るい声を出す。

「ま、まあまあ、そういうのもこれから行くテーマパークでパーッと遊んだりして忘れちゃうといいよ、うん」

「テーマパーク……？」

　助手席のシーナが耳慣れぬ言葉に疑問すると、運転席のエミリオが小さく肩かたをすくめた。

「そ。王子みたいに過度な期待されてると悪いから先に言っておくけどね。これから行く場所は忍にん者じや村とは言っても、ただのテーマパークなんだ」

「いえ、だからそもそもなんなの？　そのテーマパークって」

　後ろを振り返るシーナ。視線の先にはジェス。

「俺が知るか」

　視線はそのままエミットへとバトンパス。

「え？　修道院じゃ習わなかったわよ」

　エミリオに話が戻もどる。

「ああ、そう？　テーマパークっていうのはね、要するに遊び場のことさ」

「「「遊び場……？」」」

「そ。アトラクション、って言ってわかるかな。あるテーマに沿った見世物とか、遊技場や飲食店なんかを一いつ箇か所しよに集めたような場所のこと。いま向かってる忍者村の場合は、そのテーマが忍者ってことになるんだけどね」

　サーカスはわかるが、シーナにはいまいちピンと来ない。旅はしているが、真ま面じ目めな性格が効してか災わざわいしてか、そういう場所に立ち入ったことがなかったのだ。

　ジェスが言った。

「……そういや西域の方に、わくわくモンスターランドってのがあってな」

「ど……どうわくわくしろっていうのよ」

　冗談を言わない性質のジェスなので、シーナは冷や汗半分に再び振り返る。すると彼は一つ頷うなずき、続けた。

「闘とう技ぎ場と、賭と博ばく場と、モンスターふれあい広場ってのがあってだな」

「ちょっ……死ぬ、死ぬわよ!?　そんな動物みたいに触ふれ合ったら！」

　ああ、と声を上げたのはエミリオだった。

「でもあそこ、天然モノの魔ま物ものしかいないのを売りにしてたのに、合キ成メ獣ラを使ってたとかで営業停止になったんじゃないっけ？」

「そうなのか。オレは知らねえが」

「ぼくも話で聞いただけだけど、そうなんだよ。で、本当に天然の魔物入れたらその日のうちにみんな脱だつ走そうしちゃって阿あ鼻び叫きよう喚かんの……」

　シーナは固かた唾ずを吞のんだ。

「さ、さすが西域ね……カオスだわ。国もないのに誰だれが営業停止にしたのかも含ふくめて」

　すると意外やエミットが、思い出したように手を打った。

「ひょっとしたら、大だい神しん殿でんにあるデスティニーランドみたいなものね？」

「ああ」

　これでシーナもようやくピンと来て頷いた。教義に沿った道徳や教訓を子供たちにもわかりやすく、かつ遊びなど交えながら楽しく教えるための場だ。もちろん、教え自体は教団の根源的なものだから、大人が行っても教会でお説教を聴きくよりは親しみ易やすいと好評である。
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「あれか……」

　ジェスも思い出したらしい。

「ビンゴ」

　とエミリオ。でも当のエミットは、正解したことを喜ぶでもなく、すぅっと冷たい目になる。

「……汝なんじ、あそこの審しん判ぱんコースターにでも乗ってくればいいんだわ」

「……そんなにぼくを殺したいかな、このシスター……」

　ぽつりとだが、エミリオがいま何かとんでもないことを言ったような気がして、シーナは口を挟はさむ。

「ちょ、ちょっとシスター……それにあなたも。あれって天国行きのコースから地じ獄ごく行きのコースを眺ながめて、悪いことをすると恐おそろしい目に遭あうとか、いいことをしていれば幸せになれるって教訓を……」

　ジェスも珍めずらしく目を点にしていた。

「おい。まさか本当に地獄行きのレールに入るなんてことがあんのか」

「だってあれ設計したの泣く子もキルする異い端たん審しん問もん会の第二部よ？　合法キリングマシーンの集団が合法キリングマシーン以外の何を造るっていうの？　本当にただの新人勇者のオリエンテーリングだと思ったの？」

　エミットのさも当然のような口ぶりに、二人の勇者は小さく息を吞のみ込んだ。

「や……やっぱりかなりの危険を覚かく悟ごした方がよさそうね、テーマパーク……！」

　自然、右手を剣けんの柄つかに置いてしまうシーナだったが、やがて見えてきたのはなんとも平和そうな光景であった。
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　葉多枝の郷。パリエルは大通りに面した茶屋で、ジェスたちと合流した。

「やーい、やーい、アホ王子やーい」

　のててててててててててててっ……！

「ずおりゃあああああああああっ……！」

　ずだだだだだだだだだだだだっ……！

　マヒロの気合の雄おたけびと、ニンニンくんの独特な足音がドップラー効果を伴ともない遠ざかっていく。

「それで……ずっと鬼おにごっこしてるわけ？」

　シーナの言葉に、ことの経けい緯いを説明したパリエルは小さく肩かたをすくめた。

「そういうこと」

「めんどくせえ。オレたちで捕つかまえちゃならねえのか」

　ジェスが言うが、葉多恵は指を立てて首を横。

「だめだめ、いけませんよー。それじゃ修しゆ行ぎようになりません。新たにお着きのみなさんも、どうせお暇ひまならアトラクションに挑ちよう戦せんしてみては？」

　が。先にパリエルの話を聞いてしまっていたので、みんな顔を見合わせるばかりで頷こうとはしなかった。

「あ、左様で」

　葉多恵がとほほと首を折った。

「では私、これからちょっと仕事の方がありますので。そろそろ閉園時間ですが、里の者にはみなさんがお泊とまりになることを伝えておきますから、ごゆっくりどうぞー。ご飯の用意ができたらお呼びしますねー」

　言い残して葉多恵は去って行った。

　言われてみれば、いつしか空は茜あかね色いろ。ゲートの方に入る客はなく、帰る人波だけが見える。そうして元あった賑にぎわいが薄うすれていくのは、なんとも寂さびしいものがあった。

「で……、お姉さんたちはどうするの？　これから」

　エミリオが言った。

「まあ……私は一応、王子のこと見てるけど。みんなは？」

「そうね……」

　顎あご先に手をやったシーナが、少しして首しゆ肯こうした。

「どうせ人がいなくなるなら、魔ま法ほうの練習でもしましょうか。ジェスもあなたも、ただ見てるだけじゃ時間の無む駄だでしょ」

　うえ、とパリエルは思わず嫌いやな顔をした。

「何が嫌なのよ」

「だったら別に、剣の稽けい古こでもいいじゃない。ねえジェス君」

「オレは別にかまわねえが」

「「ほら」」

　同時に言ったのは、パリエルであり、シーナだった。

「魔法の練習でいいって意味でしょ？」

「剣の稽古がいいって意味だよね？」

　どどどどどどどどどどどどどど……！

「貴様が宇宙大帝なら余は超ちよう次元生命体だっ！」

「じゃあぼくは国家公務員だ」

　のててててててててててててててててててててててっ！

「魔法よ。せっかく特別講師に暗黒魔術師だっているんだから。ね、エミリオ」

「え？　ぼく？　まあ受講料もらえるなら……」

「そんなのお金の無駄！　剣だよ、剣！」

「………そういや、あいつはどうした」

　話を逸そらそうとするように、ジェスが視線をめぐらせる。いつの間にかエミットの姿がなくなっていた。シーナが一息。

「どうせどこかにお酒でも飲みに行ったんでしょ」

「そうだね。土産みやげ物屋にお米のお酒っていうの売ってたし、試飲でもしてるんじゃない？」

　パリエルの言葉に、エミリオが踵きびすを返す。

「土産物かぁ……せっかくここまで来たし、ぼくも何か物色してこようかな。オオヤシマのものは大陸で高く売れるし」

　この雑貨屋は本当に何でも扱あつかうらしい。

「それよりだジェス君」

「そうよジェス」

　パリエルとシーナに詰つめ寄られ、ジェスはさらに仏ぶつ頂ちよう面づらになった

「……なんでてめえらは、いちいちそんなめんどくせえんだ……」

　先に指を突つきつけたのはシーナ。

「だって二人とも、共和国で約束してからちっとも勉強しようとしてないでしょう。私の大事な教科書まで貸してあげたのに」

　パリエルは横を向きながら小さく呟つぶやいた。

「……だってあれ、なんか難しいこといっぱい書いてあるし、約束っていうかシーナが一方的に教えたがってただけのような……」

「簡単なことしか書かれてなかったら勉強にならないでしょう!?」

　横を向いていたせいで、向けていた耳に大声で怒おこられる。

「あれは私の心の師し匠しようが書いた本なの」

「心の師匠って。ほんとの師匠は？」

「いないわよ？　あの本を読みながら独学で覚えたから」

（それはもう才能の問題なんじゃ……）

　自分が簡単にできたから、他人も簡単にできるとか、そういう自己中心的なことはいかがなものかと。一いつ端ぱしのエキスパートが、一端の教師であるとは限らない。

「……ああっ、これはいけない！　私のお護まもりすべき王子様があんなあっちの方に！　何かあったら大変だから追いかけないとっ！」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　パリエルったら……！」

　凄すさまじい棒読みで長々叫さけんだパリエルを、シーナが追いかけていった。じっとしているよりはいいかと、ジェスもランニングがてら追いかけることにした。




　　　　◆




「お邪じや魔ましまーすっ、と。そういえばこっちじゃ靴くつ脱ぬいで上がるんだったかしらね」

　玄げん関かんに腰こし掛かけ、ブーツを脱ぐエミットの背後に、影かげは音もなく現れた。

「客人が来るとは聞かされていない」

　履はき物ものを脱ぎ終えたエミットはそのまま了りよう承しようを得ずに上がり、その男と対たい峙じした。

　それが忍しのびの本来あるべきだろう、実用的な黒の一色。鋭するどい双そう眸ぼうは、たかがシスターに対してさえ油断を見せようとしていない。

「……汝なんじが忍にん者じや貴月？　あたし、エミット。エミット・リカ・エリクシル。ほんとに聞いてない？　話は一月も前に通してあるってことだったんだけど」

「頭領は今、誰だれとも会わん。たとえ先代教皇の孫娘であろうとも通すなとの命だ」

「何よ、わかってるんじゃない。会わせろって言ってんのよ、黒龍号」

　エミットが言うと、若き忍は瞳ひとみに微かすかな揺ゆらぎを見せた。恐おそれや戦おののきではなく、純じゆん粋すいな驚おどろき。それが証しよう拠こに、微び動どうだにすることなく身にまとう雰ふん囲い気きが変わった。あるいは敵を認にん識しきしたのだろう。

「預言者様に視みえぬものなしってね。黒龍号、伊い織おり貴月丸。神殺しなんて物ぶつ騒そうな血を引いているんですって？　汝も大たい概がい強いらしいけど……」

　エミットは脅おどし半分に、身の丈たけの錫しやく杖じようを構えてみせる。

「邪魔をするなら、おねーさんもちょっと強いわよ？」

「……」

「言っておくけどあたし、うちの神さまを信じないやつには容よう赦しやしないわよ」

「……」

「あたしの邪魔をしたら天てん罰ばつが当たっちゃうんだから」

「……」

「天罰が当たると、地じ獄ごくに落ちてそれはもう大変な目に……」

「……」

　暖簾のれんに腕うで押し。

　押して揺れる暖簾ならいいが、そんな安あん穏のんな存在でもなし。

「ぐぬ～……。も～。通してよ～。せめてちょっとくらい喋しやべりなさいよ～」

「何ですか貴月、騒そう々ぞうしい」

　奥の襖ふすまから、葉多恵が顔を覗のぞかせた。

「おやおや、あなたは確かシスター・エミットさん。何か御ご用ようで」

「御用で、じゃなくて。今日あたり来るって、教団の誰かが伝えてたはずでしょ」

「はあ。ああ、そういえばそんなお話は少し前に伺うかがいましたけど……あなたがそうだったんですか？　だって、それじゃ普ふ通つうのシスターにしか見えませんよー」

　ああ、そういうこと……と納なつ得とくしたエミットは、複雑な表情で俯うつむいた。

「シスターでもなきゃ、ふらふら旅できるわけないでしょ。あのマヒロ王子と一いつ緒しよに来たんだから、少しは察してくださいな」

「ええ、ええ。そういえば確かに、マヒロ王子といらっしゃると。いいですよ貴月、お通しして。お前は王子たちの様子を見てきなさい。私も手て空すきになったらすぐ向かいますから」

　言われるまま、貴月が天てん井じよう裏うらに消えた。ようよう開いた廊ろう下かを通りながら、エミットは葉多恵に恨うらみがましい視線を向ける。

「……あなた、わざとやってるでしょ」

「おやおや、心外な。ではみなさんいらっしゃる前で、そうとお尋たずねした方がよかったですかねー？」

　もちろん、それも困るのだけれど。

「さ、こちらへどうぞ。ちょっと狭せまいですけどねー」

　葉多恵に案内されるまま、エミットは部屋に通され、床とこの間まの掛かけ軸じくの裏を通り、縦穴を梯はし子ごで降り。

（へ～……これが忍にん者じや屋や敷しきってやつね……）

　向かった先には、急に地上部分とは不ふ釣つり合あいな様相のドアがあった。中に入ると、壁かべ一面に複雑な機械が置いてある。コンピューターの類たぐいだろうか。驚くべきは、全すべて生きている。

　ヨコハマ近辺の市場に出回ったらいくら位するのだろう。エミットには想像も付かない。実用的な価値はなくとも動いている以上、それだけで見世物としての価値があるだろう。

「……何よ、ここ」

「私がお屋や形かた様より、祠ほこらとセットで預かったマシーンです。護ご符ふ……とごまかす必要もないですねー。紋もん章しようを正当に得るべきと思おぼしき者が現れた場合に、これを使って判別するように仰おおせ付かりまして」

「でも判別って……どうやって？　あの王子様のことでしょ」

　葉多恵が見せたのは、小さな採血管だった。

「免めん許きよ皆かい伝でんコースのついでに、健康診しん断だんと偽いつわって血を少しいただきました。これで充じゆう分ぶん」

「……血を？　それを……このコンピューターが調べているわけ？」

「そういうことですねー。どんな仕組みかは私にもわかりませんし、お屋形様にもわからなかったと思いますけど」

「仕組みもわからないのに使えるわけ？」

「私だって無む駄だに長生きしているわけではありませんからねー。有り余る余よ暇かを使って研けん鑽さんを重ねた結果、使うことくらいはできるようになったわけで」

（長生きか……）

　こんな極東のド田舎いなかにいながら、大だい神しん殿でんにコネがあるのだ。信徒でないにもかかわらず。そして紋章に関かかわることに携たずさわっている。およそ生半可な魔ま人じんではないのだろう。いや、魔人かどうかすら怪あやしいものだ。

「でも……ってことは何？　王子様が上で走り回ったりしてるのは」

「コレの結果が出るまでの時間稼かせぎ、と言ったところでしょうか。でも、何もせずにただ待つよりは有意義ですよー」

　それは少しは体も鍛きたえられるだろうけれど。

「で……シスター・エミットさん。あなたはなぜまた、私なんかに？」

「あたし？　あなたが悪戯いたずらにぐずってるようなら、早いところ王子様に紋章を渡わたさせなさいってね。案の定来てみれば、王子様は意味不明な追いかけっこさせられてたわけで……」

「なるほどなるほど。それで勢い込んで私の元へやってきたと」

「そういうこと。まあ、機械任せなんじゃ仕方ないけど。邪じや魔まして悪かったわね」

「いえいえ、お気き遣づかいなく。って、もうお帰りで？」

　エミットはすでに踵きびすを返そうとしていた。

「ええ。長居して他ほかのみんなに勘かん繰ぐられてもよくないから」

「うーふーふー。結果は気にならないんで？　もうすぐ出ますよ、結果」
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　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「結果も何も、あの王子様は現に共和国で一枚手に入れてるじゃない」

「左様で。ではではその言げん質ちも、合格の判断基準の一つに加えさせてもらいましょうかねー」

　エミットは、向かおうとしたドアから改めて葉多恵に向き直った。

「汝なんじ疑うことなかれよ。そこまで信じられないわけ？」

「これはこれは異なことを承うけたまわりますね。ですけどあなた方の中に、己おのれが清く正しい者であるかを胸を張って述べられる方が、果たして何人いらっしゃるでしょうか。であるならば、王子さま自身が邪悪に手を貸さぬという保証がどこにあるというんでしょうか」

　エミットは眉まゆ根ねを寄せた。

「……汝、嫌いやなこと言うわね。まるでうちのパーティに正しくない誰だれかがいるみたい。生きている以上、罪を犯おかさない人間はいないだとか、そんなオチ？」

「ふふふ。そんなオチなら随ずい分ぶんラクでしょうけどねー」

　この部屋には他の誰もいない。

　葉多恵は、まるで見み透すかしたようにエミットへと告げた。

「誰かだなんてことはありません。私が見た感じ、確実に何人かは正しくない」

「……」

　エミットは一度口ごもった。

　何人か？

　マヒロ、パリエル、ジェス、シーナ、エミリオ。

（あたしはシスターだからいいとして）

　一人はわかる。エミリオだ。暗黒邪教の徒。何かにつけて金の話ばかり。あとはマヒロも女の尻しりばかり追いかける風がある。パリエルも清せい廉れん潔けつ白ぱくと呼ぶには血の気が多く躾しつけや指導と称しようしてやりすぎるきらいがあるし、シーナは高飛車でシスターを敬わないし、ジェスは無口で根暗だし……。

　まあそういった冗じよう談だんを抜ぬきにすれば、マヒロは非戦のために紋章を集める張本人で、パリエルとエミリオだって前々からそのマヒロに協力している親友ではないか。ジェスとシーナはその心を認められたからこそ勇者として選ばれたのだ。

　じゃあ誰が。

「教団ご自じ慢まんの預言者さんからは、何も聞いていらっしゃらない？」

　だがエミットは、からかうような葉多恵の含ふくみ笑いに小さく溜ため息いき。

「まっ、いいけどね～。あたし、我が勇者以外に興味ないし」

「あらら、そうですか。せっかくもったいぶったのに残念でした」

「ええ。紋章か護ご符ふか知らないけど、結果としてそれがどこへ行ったところで、大陸がどの国の誰の下もとに統一されたところで、それは主の御み心のままにってことよ。風牙衆とン百年の因いん縁ねんがあるって汝たちは、たまったもんじゃないでしょうけどね」

　そのときコンピューターがブザーを鳴らし、機械が静々と動くのをやめていった。

「……なんだかんだ言っているうちに、結果が出たようですねー。えー、どれどれ、と」

　椅い子すに座った葉多恵が、文字の浮うかぶガラス面に向かってたくさんのボタンが付いた何やらを操作する。

「あ、これはですね、キーボードって言うんですよー」

「そう。よく知らないけど、昔の人は指先が器用だったのね」

　かちゃかちゃかちゃと、ピアノの鍵けん盤ばんでも弾ひくように滑なめらかな葉多恵の指。それが、疑ぎ問もん符ふの付いた声と共にぴたりと止まる。

「……おや？」

「どうしたの」

「え？　あれ？　ええ～？」

「もう。だからなんなのよ」

「うふふー。聞きたいですかー？」

　もったいぶっただけか!!

「もういいわよ、帰る」

「左様で。ところでお帰りになる前に一つだけお聞きしたいんですけど、シスター・エミットさん」

「なによ～、もう～」

　エミットが辟へき易えきと振ふり返ると、そこには至し極ごく真ま面じ目めな顔をした葉多恵がいた。

「あのマヒロ王子、本当にミスマルカ王朝の血を引くマヒロ王子ですか？」

　……え？
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「ふ、ふっふっふっふっふ！　もう逃にげ場はないぞ、ニンニンくん！」

「っ……。まさかここまでのスタミナと根こん性じようがあるとは……」

　今しも真っ赤な夕日が沈しずまんとする崖がけっぷちに、二人はじりじりと睨にらみ合っていた。徐じよ々じよに後あと退ずさりを続けるニンニンくんだが、ついにその踵かかとが虚こ空くうにかかる。崖から崩くずれた石ころが、カラカラと滝たきつぼに落ちていく。

　数時間にも及およぶ鬼おにごっこの末に至ったのは、何の因果かあの滝の上。因縁の場であった。

「……相変わらず足だけは早はええ野や郎ろうだな」

　軽く息を上げたジェスに、パリエルは頷うなずいた。

「本当にもう……この体力を、少しは剣けん術じゆつにも向けてくれれば安心なんだけど」

「それを迫せまっても逃げられちゃうから、タチが悪いのよね……」

　シーナの言う通りで、結局はそのマヒロとニンニンくんを追いかけたパリエルたちも、普ふ通つうにいい運動になってしまっていた。

　ニンニンくんが、勝ち誇ほこるマヒロへと言い放つ。

「で……でもぼく、ここから落ちてもへっちゃらだもんね。二回も蹴けり落とされたおかげで、それくらいはわかってるもんね」

「甘いな、ニンニンくん。だがそのとき君は、果たして……泳げていたかな？」

「っ……！」

　マヒロの指し摘てきに、ニンニンくんが明らかにたじろいだ。

「そう。君が落ちても平気なことを確かく認にんしていたように、余自身もまたそれは確認済み。そして落ちたとしても、余は普通に泳げる。いわんや君が岸にたどり着けたとして、あれだけガポガポいうほど浸しん水すいしたのでは、余の健けん脚きやくから逃げ切ることなどもはや不可能！　ここまでだ！　もう君は詰つんでいるんだよ、ニンニンくん!!」

「う……うぅ……」

　しばし苦鳴し、うろたえていたニンニンくんが頭を抱かかえる。

「はっはっは、無様だなニンニンくん！　着ぐるみの、空っぽの、無い頭を絞しぼったところで何が出てくるものか！　王族を侮あなどった報むくい、今こそ……！」

「……わかりました。私の負けです」

　ニンニンくんは、がぽ、と抱えた頭をそのまま外してしまった。

　中から現れたのは、ニンニンくんの愛らしい外見や、それまでのやんちゃな言動からは想像もできぬ、見み目め麗うるわしいくのいちであった。

「……行く先々での待ち伏ぶせ、その誘ゆう導どうによって他ほかでもなくこの場へと私を追い詰めた策、決して諦あきらめぬ強いお心と、自負される通りの健脚。まことにお見事という他ありません」

　その彼女が汗あせにほつれた濡ぬれ羽ば色いろの髪かみを揺ゆらし、静かに頭こうべを垂れる。

「頭領の命により止やむを得ぬことだったとは言え、数々のご無礼の段、なにとぞお許しを」

「駄だ目めだ、許さん、そう思うならまずは国に帰ってくのいちスライム責めののち祝しゆう言げんを」

　すぱごっ！

　パリエルは飛び回し蹴りをマヒロの側頭部に決めた。

「なぜ責める」

「じゃ、じゃあ祝言の後スライム責めなら文句は」

「だからなぜスライムだ」

　返す脚あしでもう一発喰くらって、マヒロは川かわ縁べりに沈んだ。ニンニンくんの中の娘むすめがうろたえる。

「あ、あの……王族、なのでは……」

「ああ、気にしないでください。これがうちの国の躾しつけのやり方なんで。よかったらニンニンくんもどうぞ」

「あ、申もうし遅おくれました。私は貴月の妹で貴たか音ねと……あの、王子様が流れて行かれて」

「二回も三回も落ちるのは一いつ緒しよですよ」

「ただ、そこからそのまま落ちると滝行のときの岩場が……」

「わーっ！　わーっ！　王子、起きてください王子ーっ!!」

　間かん一いつ髪ぱつ足首を捕つかまえたパリエルによって、マヒロはどうにか一命を取り留めたのだった。

　そこへいつの間に現れたのやら、貴月を従えた葉多恵が拍はく手しゆしながらやってくる。

「私はもう少しかかるかと思っていたんですが、お見事でしたねー。貴音ちゃんは少し修しゆ行ぎようが足りませんでしたねー」

「はい、頭領。申し訳ありません」

「いえ、こんな着ぐるみで王子の全速力から逃げ回る時点でフツーじゃないと思いますけど」

　そのマヒロを陸りく揚あげしてきて、パリエルはようやく一息。そこへ貴音が巻物を差し出した。

「では、こちらがお約束の……」

　マヒロが寝ねているので、代わりにパリエルが受け取った。

（……うわぁ、ありがたみないなぁ……）

　見ればニンニンくんの胴どう体たいの中に、同じものが何本かストックされている。

　着ぐるみの中には巻物の他にも、携けい行こう食しよく糧りようやら、水すい筒とうやら、手しゆ裏り剣けんやら、忍にん者じや刀やら……これ一体で機動防衛でもできそうな、なんか結構本格的な装備が詰まっているのが垣かい間ま見みえた。そういえばそもそもこの崖がけから落ちて平気だったのだ。

　浸水はしたが。

「今度は防水性をもっと強化しないといけませんねー」

「はい、頭領。さすがニンニンくんだ、なんともないぜ……と言われるくらいの水陸両用ニＮンニンくんスＳーツの開発が急務かと」

　何の話だ。

「あ、パリエルさんたちにも説明しますと、これはＮＳ─０６Ｊ・ニンニンくん陸戦型と言いまして、他にも高機動型や強行偵てい察さつ型、飛行試験型など、数で勝まさる風牙衆に対たい抗こうするべく多種多様なバリエーションを日夜研究開発……」

　目を輝かがやかせて喋しやべる貴音に、パリエルたちがどう相あい槌づちしたものか迷っていると……貴月が口を開いた。

「そうして物に頼たより、己おのれを鍛きたえぬがゆえの未熟となぜ気付かん」

「兄者……。しかし、皆みんなが皆、兄者のように強いわけではありません。私はこのニンニンくんスーツによって、少しでも里のみんなを守れるならと思い……」

「お前がそうして着ぐるみにかまけている間も、風牙の忍しのびは鍛たん錬れんを重ねている」

「っ……、着ぐるみではありません！　ニンニンくんスーツです！」

　兄を睨にらみ付けた貴音が、かぽ、とニンニンくんの頭をはめた。

「兄者のような強い者には、私たちのような弱い者の気持ちなどわからないんです！　兄者のバカーっ！」

　のててててててててててててっ……と、ニンニンくんは去っていった。貴月はそれを目元ひとつ動かさずに見送るまま、追いかけようともしない。

「あーあーもう、あなたたち兄きよう妹だいは……貴音ちゃんは私が呼んできますから、貴月は屋や敷しきへ行って夕ゆう餉げの支し度たくをするよう伝えてきなさい」

「承知」

　貴月は崖の上から下の岸へ軽々と跳ちよう躍やくし、村中に消えていった。

「……えーと。何を見せられたんでしょうか、私たちは。今の寸劇もアトラクションですか」

　話に置いてけぼりのパリエルに、葉多恵が言う。

「よくある意見の食い違ちがいというやつです。貴月も貴音ちゃんを心配してのことなんですけどねー」

　まあ。

　気持ちはわかる。自分も、マヒロに剣けんの稽けい古こをさせたいのは万が一のときのため。でもマヒロは言葉があるから必要ないと言い、貴音の場合はニンニンくんスーツを作ることでより多くを助けられると信じている。

「園長としては、ニンニンくんが葉多枝の郷のマスコットキャラになってからほくほくなんで貴音ちゃんのいいようにさせてるんですけどね」

「「「……」」」

　最後の最後で、パリエルたちは大人の汚きたない世界を見た気がした。
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　やがてとっぷりと日も暮れた。

「えー、それではマヒロ王子の免めん許きよ皆かい伝でんコース制せい覇はを祝しましてー、かんぱーいっ!!」

　忍にん者じや屋や敷しきの大広間に響ひびく、威い勢せいの良い葉多恵の声。

　紋もん章しよう自体は明日のこととして、今日はその英気を養うためと、マヒロたち一行はやいのやいのとお膳ぜん立だてされた料理を口にしていった。鮎あゆの塩焼きや、鯉こいの生け造り、猪いのしし鍋なべ、キノコと山菜の煮に物もの等々。食材自体は大陸でもまま見かけるものだったが、料理方法が違うのか調味料が違うのか、大陸ではなかなか味わえない繊せん細さいな味付けに舌した鼓つづみを打つ。

「さてさて、明日はいよいよ祠ほこらの場所へとご案内するわけですが……みなさん気を付けてくださいねー。どうも風牙衆も、王子さまたちの動きに勘かん付づいているようなので」

　そんな葉多恵の言葉に、誰だれともなく食事の手が止まる。もし紋章が共和国で見つかったのと同じ状態であれば、今は祠……祭さい壇だん自体がその守護の役も負ってくれている。だがイスルギたちがそうだったように、それをマヒロが手にしてしまった後に付け入られる可能性は高い。

　最初に切り出したのはジェスだった。

「強つええのか。その風牙衆ってやつらは」

　シーナが真ま面じ目めな顔で言う。

「共和国の白鴉を育て上げたっていう名門なんでしょ……少しは苦戦するかもしれないわね」

　しかし葉多恵は首を横。

「ああ、いえいえ。あんな子は百年に一度、出るか出ないかの逸いつ材ざい、天才というものでして。最近はまた頭数ばかりになっているようですねー」

「ということはつまり……」

　パリエルは聞いた。

「この葉多枝党は少数精せい鋭えいで、風牙衆は質より量みたいな感じなんですか？」

「うーん、一いち概がいにそうとも言い切れないので困ってるんですね」

　葉多恵が苦く笑しようした。

「たくさんの人が集まれば、やっぱりそのうちの何人かは才能や素質のある人というのが出てきますよねー。対してうちは精鋭と言っても、今の風牙衆から見ればあまりにも少数なんです。向こうが大きくなり過ぎたと言いますか」

　なるほど、とパリエルは頷うなずく。

　なんでもそういうものだろう。軍だってたくさん集まるから、中には策士や猛もう将と呼ばれる者が現れる。大きい軍隊が強いのは、純じゆん粋すいに物量の意味もあるが、そうして逸材の生まれる可能性の意味合いでも強いのだ。

「そんなわけでして、実は葉多枝党のお役目もこの辺りが限界かと思っていたところです。ですがあなた方が護ご符ふを手に入れてしまえば……私たち忍同士の骨肉の争いが終わる代わりに、風牙衆は、今度は手に入れたあなた方を狙ねらい始めるということ」

　マヒロは笑う。

「そんなことならご心配なく。余はすでに大陸の二大国、帝てい国こくと共和国から狙われた男ですよ？　あの白鴉からも逃にげ切った男ですよ？　オオヤシマの一スパイ集団が今さらなんですか。ぬるいぬるい」

　そして次に、穏おだやかな瞳ひとみで述べた。

「それに余に矛ほこ先さきが向くことで、この里のみんなが因いん縁ねんから解放されるなら。この里がこの先、ただのテーマパークとして大勢に笑え顔がおを与あたえるただの憩いこいの場となるのなら……お安い御ご用ようです」

「……左様で。左様ですか。どうやらそのお言葉は本心からのご様子。お気持ち、嬉うれしく思います」

　葉多恵がぺこりと頭を下げた。

「王子さまは正しい心を持ち、その意に賛同するお供がこれだけいらっしゃるのです。あのカラスを撃げき退たいできたというあなた方なら、他の風牙など烏う合ごうの衆しゆう。油断さえしなければ恐おそれるに足りません」

　敵は己おのれの中の慢まん心しんのみ、と言いたかったのだろうか。その言葉を聞き、パリエルは多少安あん堵どする。逆に白鴉のようなのばっかりなんて言われたら、正直、どう対処していいか見当も付かない。だが同時に、従者としてマヒロの言葉を誇ほこらしくも思い、何が来ても決して負けるものかとの思いを強くした。

　興が乗ったようにマヒロが尋たずねる。

「しかし、白鴉はやはりそれだけの忍にん者じやだったわけですか。では過去にもいたのでしょうか。白鴉以上の忍者が、向こうにも」

「……いましたねー」

　きゅーっとお猪ちよ口こを呷あおった葉多恵が一息。

「正確には風牙の出身というわけではなく、何らかの理由で身を置いてただけのようですが……凄すさまじいのが一人いました」

　途と端たんに葉多恵の表情が冷める。

「名を薄うす雪ゆき。当時の風牙衆の頭領を殺害するやその全すべてを支配下に収め、この里を急きゆう襲しゆう……さすがに祠の中にまでは辿たどり着けませんでしたが、代わりに神器を奪うばっていったのです」

「神器……神器って、あの……？」

　シーナの驚おどろく声に、葉多恵は首しゆ肯こうする。

「はい。大陸の方でそうと言われる類たぐいのものです。この里にあったものは、神を殺せるほどのものではありませんでしたが……さすがにあれは惜おしかったですねー」

　神器。聖せい魔ま杯はいがそうであるように、伝説という名の噂うわさばかりが横行して、なかなかはっきりとした姿は知られていない。ただ、神を殺すほどの絶大なチカラを秘ひめた器うつわであり、その多くは武器のカタチをしている……という見方が、研究者の間で根強いくらいで。

「まあ、今となってはその薄雪自体も伝説のようなものですけどね。そうした一連の行動が派手だったというだけで、そのときに白鴉がいたとしたら、どちらがナンバーワンとなっていたか。それもまたわかりません」

　のほほんとした表情に戻もどった葉多恵が、手て酌じやくでお猪口に酒を注つぐ。

「おやおや、どうしましたかみなさん。まだまだお料理はたーんとありますから、遠えん慮りよなくじゃんじゃん食べちゃってください。大だい丈じよう夫ぶですってば、そんなすごい忍者、いまもう風牙衆にはいないって言ったはずですよー」

　それもそう。いたとしても、結局は追い返されているのだし。

「パリエル。余は面おも白しろいことを思いついたぞ。そういうことかもしれない」

「へ？　なんですか」

　面白いと言うにはいつものように騒さわぐではなく、マヒロは隣となりのパリエルにだけ聞こえるように小声で言った。

「薄雪草の花を、なんて呼ぶか知ってるかい？」

「？　いえ」

「エーデルワイス」

　……。

「まさか」

「なぜそう言い切れる。エーデルワイスだって、生まれたときからあんな恐ろしげなメイドだったわけではあるまい。若い頃ころは可愛かわいいくのいちだったかもしれない……と考えた方が夢があるじゃないか」

「そんなこと言ってると、帰ってからシバかれますよ」

「あっはっは、シバけるものならシバいてみろ！　ミスマルカからここまでどれだけ離はなれていると思っているのだ、全くメイドのクセにいつもいつも王族より偉えらそうとはどういう了りよう見けんだ、いつもいつも音もなく背後に現れてはハリセンを振ふり回してからにそれがメイドのすることか!?　メイドならメイドらしくたまにはドジにひっくり返したバケツを頭から被かぶってみせろという話でだ、聞いているかパリエ」

「王子、後ろ」

　ばひゅん、とマヒロが部屋の隅すみまで脱だつ兎とし、ガタガタ震ふるえ始めた。当然エーデルワイス本人がこんなところにいるはずもなく。条件反射というか。

「……まだ何も言ってないのに」

「な、な、な、冗じよう談だんにしても言っていいことと悪いことがあるだろうっ!?　死ぬかと思ったではないか!!」




　　　　◆




「くしゅっ」

　耳慣れぬ声にカイエンは書類から視線を上げた。

「……珍めずらしいな、エーデルワイス殿。風か邪ぜか」

「いえ。なんとなく、殿でん下かがお帰りになったらシバき上げたいと思っただけでございます。なぜでしょうか」

「いや……私に聞かれてもな……」




　　　　◆




　そろそろ食事も終わった頃。

「……どうしたのよ。今日は随ずい分ぶん静かね？」

「……え？」

　シーナに言われて、エミットはひょっこり顔を上げた。

「ああ……あたし、こういう強めのお酒はちょっとね。炭酸以外は悪わる酔よいするから苦手なのよ」

　美しく透すき通った、しかしどこかとろみを感じさせるお米の酒を、一口、二口。

　しかし酒が進まないのは、当然それ以外の理由からだった。

（本物の……マヒロ王子……）

　向かいの席でああして「貴音を出せ、酌しやくをさせろ」と騒いでいるあれがニセモノなら、ホンモノとはなんだ？　他ほかならぬ共和国で彼が手に入れた紋もん章しようはなんだ？　ミスマルカ王の眼前より共に出発し共にここに至ったのだ。マヒロに影かげ武む者しやなんて便利なものがいないことは、自分たちが一番よく知っている。

　それは、判別したのはたかが機械だ。それも古い古い、旧文明の頃のスーパーテクノロジー。故障していないのがおかしいというほどの時代の産物、誤作動していないとも限らないではないか。

「……毎日ジョッキであれだけがぶ飲みしてるお前にも、悪酔いなんてあんのか」

「あのねー、我が勇者。あたしをただの大酒飲みかなんかと勘かん違ちがいしてない？　あたし、舌より喉のど越ごしで味わうタイプってだけなの」

　そこにエミリオが嬉き々きとして口を挟はさんだ。

「じゃあ今度ミスマルカに戻もどったら、うちの店においでよ。いいスパークリングワイ」

「あ？　邪じや教きよう徒との出す酒なんてなに入ってるかわかったもんじゃないわ。汝なんじだってあたしがとってもおいしそうな毒入りのお酒出したら飲まないでしょ？」

　エミリオが悄しよう然ぜんと頷うなずいた。

「うん……、毒って言っちゃってるから、そりゃ飲まないよ……」

「そういうことよね～」

　さすがの商売人も、すごすごと口を噤つぐむ。見かねたようにシーナが言った。

「もう、いじめるのもそれくらいにしたら？　今は仲間同士なんだから」

「そういう勇者シーナは寛かん容ようなのね。闇やみとか悪とか絶対嫌きらいそうなのに」

「悪は嫌いだけど、闇は必要なものでしょ。いつまでも明るかったら眠ねむれないじゃない」

　ま、よくある論証だなとエミットは思った。

「私の七色の虹こう剣けんには、闇の色も含ふくまれているもの」

「ふぅん。帝てい国こくの七しち天てんと同じなわけね」

　向こうの闇は、確か二番姫き。闇の法王、ユリカ・美みヶか島しま・マジスティアだったか。

　……。

「勇者シーナって、実は器用貧びん乏ぼうタイプ？」

「オールマイティなの！　天魔将の誰だれがかかってきても弱点属性で対処できるの！　わかる!?」

　ムキになるところを見ると、多少は気にしているのだろうか。

「でも汝、雷将のときにいきなり究極必殺技わざみたいなの使ってましたよね～」

「な!?　な、な、な！　あなたなんていつもいつもシールドばかりじゃないの、馬ば鹿かの一つ覚えに言われたくないわね!!」

　ガタン、お膳ぜんに膝ひざを引っ掛かけながらエミットは立ち上がった。

「あ～!?　なによ～、馬鹿が付くくらい一つのことに打ち込む人生も素す敵てきなことよ～!?　ミニスカニーソで太ふと腿ももさらして人気取りしてるアイドル勇者さんには、ちょっとお説教してあげなきゃわかんないかしらね～!?」

「見せるような太腿も持ってないオヤジくさい不良シスターは、今日こそ選ばれし勇者に正義のなんたるかを教えてもらいたいわけね!?」

　きしゃー。

　ふー。

　にゃにゃにゃにゃにゃにゃにゃっ!!

　と、なんだか猫ねこのケンカか何かみたく始まってしまったところで、ぽんぽんと葉多恵が手を叩たたく。

「えー、では皆みな様さまそろそろできあがってきたようですので、この辺でお開きでしょうかねー。お風ふ呂ろは温泉ですからねー。源泉かけ流しですよー。どうぞどうぞー」

「丁度いいわ汝、おねーさんが脱ぬいでもすごいってところをちょっと見せてやろうじゃないの」

「望むところよ、勝負よ、不良シスター！」

　……。

「ではですね、余はそちらの方の判定の仕事がありますのでこれで」

「それは明日に備えて強制的に眠りに就つかせて欲しいということですか、王子」

　夜は更ふけていく。
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　翌日、一行は葉多恵と貴月と共に、葉多枝の郷を出発した。天上にそびえるような霊れい峰ほうへ向かって登ることしばし、深い深い森の奥、険しい岩いわ肌はだにぽっかりと洞どう窟くつが口を開けているのが見えた。どうやらそれが祠らしく、その手前には、薄うすぼけた赤い色の、呪じゆ術じゆつ的な何やらが建っている。

「これは鳥居と言いまして、これより先が神さまのお膝ひざ元もと、神域であることを示しているわけですねー」

「「でもこれ……」」

　葉多恵の解説に、特にそうしたことに目が利きくシーナとエミリオが同時に言った。顔を見合わせてから、先に述べたのはシーナ。

「……視覚的に示しているだけじゃなさそうね」

　次にエミリオが言う。

「うん、結界そのものだよね。それもかなり強きよう烈れつな」

「一目で見み抜ぬくとはお目が高い。ですけどその通り。心やましき者が無理にでも通り抜けようとすれば、その体はたちどころに灰と化してしまうことでしょう」

　そこで葉多恵は真ま面じ目めな表情になり、改めてマヒロたち一行に向き直る。

「さてこの鳥居、自信を持って通り抜けられるという方は挙手を。言わば、自分には一いつ切さいやましいことはないと……」

「はい、はい、あたし」

　エミットが己おのれを指差しながら手を振ふった。

「……あなたはいいです」

「何でよっ!?」

　一つ溜ため息いきしたのはマヒロだった。

「そんな言い方をされたのでは、誰だって二の足を踏ふむに決まっています」

「うふふー。ではどうしますか、王子さまは」

　意地悪そうに笑う葉多恵を他よ所そに、マヒロはひょいと鳥居を抜けてしまった。その一いつ瞬しゆん、光の幕がそこに浮うかび上がったのが、結界が機能している証あかし。

「どうするもなにも。そもそも僕が行かなきゃ、話にならない」

「……本当に大した度胸ですね、王子さまは」

　葉多恵が冷や汗あせさながらに言った。

　その様子から察するに、本当に、死んでもおかしくないレベルの結界なのだろう。数百年を風牙衆という侵しん入にゆう者から守り果おおせた結界なのだ。

「まあ、そんなに強力なものならここから先は僕一人でも充じゆう分ぶんだろう。君たちはそこで待っていろ。無理して本当に灰にでもなられたら困る」

「何よー。王子さまがくぐれるようならあたしだって……」

　そう言って歩き出したのはエミット。あっ、と誰だれが止める間もなく……。

「……ほらね♪」

　光の幕は先のマヒロのときより大きく揺ゆれたが、それでも通り抜けてしまった。

「いや、でも……」

　エミリオが恐おそる恐る手を伸のばすと、その指は鳥居に触ふれる前に電光のような光と共に弾はじかれてしまった。いきなり死ぬようなことがないとわかると、パリエルたちも試ためしてみるのだが、みんな指一本のところで弾き飛ばされてしまう。

「ああ、いや……だから君たち、無理するなという余の話をね？」

「だって何でその不良シスターが通れて勇者である私やジェスが通れないのよ!?」

　キレるシーナに、エミットがふふんと鼻を鳴らした。

「……徳の差？」

「お酒を飲んで徳が上がるなら酒場は聖者の巣そう窟くつね！」

　わけのわからない怒おこり方をするシーナを、葉多恵がまあまあとなだめつつ。

「では、班分けは決まりましたでしょうかねー。貴月、道案内を頼たのみましたよ」

「承知」

　一言、貴月はマヒロやエミットほども光の幕を揺らさずに、向こう側へと通り抜ける。

　パリエルはマヒロへ告げた。

「行けないんじゃ仕方ないですけど……充分気を付けてくださいね、王子」

「わかってるよパリエル。それに帝てい国こくや風牙衆がどう出るかわからない以上、たとえ入れなくてもこの入り口を塞ふさがれたら袋ふくろのネズミだ。君たち主戦力には、そこで守っていてもらった方がいい」

　ジェスが頷うなずく。

「……ああ。それもそうだな」

　それからエミットに言った。

「足手まといになるんじゃねえぞ」

「任せてよもう、あたしってばほら、主のご加護が半はん端ぱないから」

　エミット本人に言うより、それをマヒロにも分けてくれるよう神さまにお祈いのりした方が早いだろうか……と、残ったパリエルたちは思うのだった。
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　洞どう窟くつに入ると空気はひやりと冷たく、すぐに辺りが見えないほど真っ暗になった。

「ちょっと待ってね忍にん者じや貴月……えーと」

　エミットが魔ま法ほうでロッドの先に明かりを灯ともす。マヒロは、浮かび上がった複雑な形の岩いわ肌はだを見回しながら言った。

「ダンジョン……というより、これは天然の洞窟なのか」

「里では風穴と呼んでいる。迷わぬことだ」

　貴月の言葉通り、ごうごうと強い風の音が、どこからともなく聞こえてくる。察するに入り口はあの鳥居の場所だけではないから、こうして風が抜けていくのだろう。しかしそれが人の通れるほどの穴かはわからないし、音を頼たよりに歩くには硬かたい岩がん盤ばんは反はん響きようしすぎる。自然にできたものだけに、どの道がどこまで続いているかなど予測も付かない。

「……しかしまあ、シスターがついてくるとは意外でしたよ、余は」

「さすがに一人っきりって言うのは、王子様も心細いでしょ。それにほら、あたしこういう便利系魔法も使えるし」

　と、ほのかに輝かがやくロッドを振ふって見せるエミット。

「ちょっとくらいの擦すり傷なら魔法で治して上げられるし」

　彼女が防ぼう御ぎよや補助系の魔法を使えるのは事実。どうもなかなか本気を出していない気がするので、秀ひいでているか優すぐれているかは知らないが。

「……でもそれくらいだったら別にシーナさんでも……」

「なによー。おねーさんの何が不服なのよー。若いだけの何がいいのよー」

　それからマヒロはふと思い出して聞いてみた。

「シスターはあの鳥居をくぐるとき、痛くなかったですか？」

「ああ。やっぱり王子様も」

　さもありなん、といった風にエミットが頷く。

「……も、って。なんだか、知ったような口ぶりですが」

「あたしは仕し掛かけ知ってたから。王子様、あの葉多恵さんにいい心だとか正しい心だとか、やたらと言われたでしょう？」

「え……？　ええ、それは……」

「悪い心を抱かかえたままくぐろうとすると、それが現実の肉体に撥はね返ってくるのよ。風牙衆だとかみたいに、奪うばってやろう、それで手て柄がらを立てようなんて気持ちだったらまずアウト。自分でもやましいとわかっているほどの気持ちが、痛みになって、最悪体を焼いてしまうわけ。あれはそういう結界なの」

「……」

「逆に王子様だったら、ちゃんと葉多恵さんの了りよう承しようの上で、大陸のためにって後ろ盾だてもあるし、自分でも行かなきゃ話になんないって言ってたし……少なくともそれほどの後ろめたい目的のためではなかったでしょ？　だからオーケー」

　……なるほど。初めて忍にん者じや屋や敷しきで話を聞いたとき、確かにその辺りを随ずい分ぶんと突つっ込まれた。ともすればあれら修しゆ行ぎようも、そのものには意味はなく……これだけやったのだから通れるはずだ、との思いを植え付けるためのもの、だったのかもしれない。

「だから護衛さんたちも、思い切って入れば入れたはずよ。でもまずあの雑貨屋がおっかなびっくりだったでしょ。で、十何年も生きていれば、後ろめたいことや、やましいことのない人なんていないわけ。ひょっとしたら自分は駄だ目めかも、なんて思っちゃったからあんな風になったのね」

　ひとしきりの説明を終え、彼女は貴月へ言葉をやる。

「……でしょ、忍者貴月」

「さてな。俺は頭領からそうした話は聞いたことがない」

　覆ふく面めん姿では表情が変わったのかすらわからない。声は平静。そうした仕掛けは、まず仕組みを知られぬことが肝かん要ようとなれば……身内にすら話さないのも当然のことかもしれなかった。

　マヒロは言った。

「……その後ろめたさを現実的にフィードバックするシステムだと？　でもシスター、あのエミリオやシーナさんでも気付かなかったのによくそんなこと」

「預言者様に視みえぬものなし」

　得意げな顔をするエミットに、結局それかとマヒロは小さく嘆たん息そくした。預言者なんて存在、今や教団内部ですら形けい骸がい化しているらしいのに……このシスターも、なんだかよくわからない人物だ。それとも、それが信しん仰こうというものなのだろうか。

「しかしそうなるとです、シスター。もし、風牙衆や帝てい国こくの誰だれ彼かれが、祖国のためとか、忍の使命とかの気持ちで来たなら……」

「通れるでしょうね。たぶん」

　エミットは呆あつ気けなく肯こう定ていした。そこに貴月が告げる。

「事実、あれを通り抜ぬけた者は風牙にも一人や二人ではない。頭領は、護ご符ふは正しき心で使うべき物だと言っていた。己おのれが信じるもののためか。それが人に誇ほこれる道か。頭領が見ているのは、その二つだけだろう」

（……また、正しい心か）

　そして、あとはそれに命を懸かけられるか否いなか。あの鳥居の意味は、そういうことなのだろう。

　自分はどうかと考えて、マヒロは自じ嘲ちようした。

　通り抜けはしたが、痛かった。

　大陸を騙だましきる。口先だけで何とかする。

　自分が誇れたにしても、誰も褒ほめてはくれないだろう。だってこれは、自分のためにしていることなのだ。

　そういう痛みだったのだろうか。

「うぅ～、さむ……」

　エミットが腕うでを搔かき抱いだいた。降りるにつれて、冷え込んでくる。

「寒いわ！　なによ、ツララが下がってるってどういう異世界よ!?　夏でしょ今!?」

　もとより地下は気温が安定するが、ことさらここは標高も高め、ひっきりなしに風が吹ふくとなれば、染しみ出す地下水が凍とう結けつするのだろう。

（……と、理り屈くつではわかるんだけどこれは確かに寒いな……）

　出で掛がけに葉多恵が、厚着の用意があるならどうぞと言っていたのがよくわかった。当然夏なのでそんな用意あるはずもなし。

「い、いや、さむいさむいっ……た、貴月、まさかこの先ずっとこんなに寒いのか!?　祭さい壇だんというか祠ほこらというか、一体どこまで続くんだ!?」

「じきにぬるくなる」

　鍛きたえ方が違ちがうのか、軽装にもかかわらず身み震ぶるい一つしない貴月に従い、風穴を下へ降りていく。すると風の抜け道を過ぎたのか風音もやみ、少しは楽になった。

　さらに進むと。

「ん～……今度はなんだか、ちょっと暑くなってきたわ～」

「……ほんとシスターはわがままですね」

「夏の暑さ冬の寒さよりは、春の暖かさと秋の涼すずしさでしょ」

「そりゃそうですが。まあ、ずっと歩き通しっていうのもあると思うんだけど……いや……さすがに暑いね、これは」

「でしょ～？」

　里には温泉も湧わいていたし、これが地熱というものだろうか。そしていつしか洞どう窟くつの岩がん壁ぺきは、人工的に手を加えられたそれに変わっていた。

「あら、行き止まりよ？」

　エミットがその方向へと明るいロッドを向けるが、しかしそれはただの行き止まりではなく、一枚の扉とびら。

「これは……」

　旧ノーテスカ城じよう跡せきの地下にあったものと同じ扉だった。レリーフは違うが、その扉の材質や、言うなれば様式が同じだった。

「なんだか意味深そうね、これ。共和国のときもこういうのがあったの？」

「ええ、ありました。ほとんど同じものが……まず間ま違ちがいない、この中が祭壇だ」

　すると貴月がその正面に立ち、言った。

「これより開ける」

「なんだって……？　開くのか？」

　貴月は首しゆ肯こうした。

「元は封ふう印いんされていたものを、あるとき風牙の忍が破ったそうだ」

「……頭領を暗殺したっていう、あれか？」

「退どいていろ」

　マヒロの問いには答えず、貴月はわずかな取っ掛かりに指をかけた。そして低く気合を込めるや、ゆっくりとそれが左右に分かたれていく。

「「っ……!?」」

　扉の奥から、火傷やけどしそうなほどの熱風が吹き荒あれてきた。
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「熱っ!?　あつあつっ、あっつっつ……！」

　エミットがばたばた騒さわぎながらマヒロの陰かげに隠かくれる。

「なっ、なんだこれは貴月……！」

「見ての通りだ」

「見ての……って、うわあっ!?」

　扉が同じなのだ、中の造りも同じだろうと高をくくっていたマヒロはその様子を見て仰ぎよう天てんした。

　共和国で見た以上に広大な空間は、明かりなどなしに赤々と浮うかび上がっている。橋のような通路の向こうに、浮うき島しまが一つ。そこに祭壇はあり、しかしその通路を逸それた遥はるか底には、マグマが地じ獄ごくの釜かまのように煮にえたぎっているのだ。

「ま、まっ……マジですか……！　どういう地形だ、なんでまたこんな難なん儀ぎなところに祭壇を……！」

「……これより先に辿たどり着けた者はいない。俺も頭領より、一歩たりとも立ち入るなと命じられている」

　貴月の視線はその橋はし桁げたのような通路に注がれている。ノーテスカのそれは緑だったが、これはガラス状の赤。およそ現在の意い匠しようではない、旧文明の基き盤ばんにも似た、幾き何か学模様のような何か。

「ふぅん。でも今にも崩くずれそうって感じじゃないし、じゃあ行」

「待て、まあ待ちなさいシスター……!!」

　さっきの鳥居と同じく平然と入ろうとしたエミットを、マヒロは慌あわてて引き留めた。彼女の爪つま先さき一つ、その橋桁に触ふれたところで、通路から例のセントリーガンが顔を覗のぞかせた。

「ああ……これがあの、生きてるっていう……」

「わかったら冷や冷やさせないでください……僕が行ってきますので」

　貴月が変わらぬ声で言う。

「行って戻もどらぬときは」

「戻れなかったら……、そりゃあラクだろうね。まあみんなにはよろしく伝えておいてくれ。たぶん平気だと思うけど」

　そんなことを言って、マヒロは祭さい壇だんへ向かって歩いていった。

　その足取りには、微み塵じんも臆おくするところがない。

「楽……か。妙みようなことを言う」

　覆ふく面めんの中で呟つぶやくと、傍かたわらのシスターが失しつ笑しようした。

「らくちんに決まってるじゃない。死ねばあとは、なぁんにも気にしなくていいんだもの」

　貴月が視線だけやると、エミットは小さく肩かたをすくめる。

「あたしの聞く限り、見た限り……死にたがりなのよ、あの王子様。お城でふざけてる時なんてまるでからっぽ。本人はそれでも楽しいんでしょうけどね。でも命が賭かかったときほどはしゃいでないんだわ、実際。大陸の半分の期待を負うとか、大陸全部の未来を負うとか、どんな気持ちなのかしらね」

「……神しん殿でんはその戦いくさには関せずか」

「うちは基本、絶対中立。汝なんじ殺すことなかれ。聖言の第一も理解できない背教者同士なら、好きなだけ殺し合えってこと。和平調停のために顔を出すことはあるけどね」

「……」

「でも最近は、その権けん威いも地に堕おちたって言うのかしら……枢すう機き会の中にも、連合に肩かた入いれすべきってクズと、帝てい国こくに加担すべきってゴミが出てきてね」

「難儀だな」

「難儀だわ～、ほんと」

　そうして二人は、ただ少年の行く背を見守っていた。
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　ようやく、マヒロは祭壇のある浮島にまで辿り着く。

　セントリーガンの様子は同じ。台座の形も同じ。そこにはめ込まれているのは炎ほのおの揺ゆらぎを模したような、ルビーの如ごとき色めきを放つ紋もん章しよう一枚。

　そして、あの声まで同じであった。

〝紋章を求める者よ〟

「……驚おどろいた。まさか本当に、こんな極東の島国にまであなたの声が聞こえるとは」

〝答えてください。三つめの紋章を手にする者よ〟

　声こわ色いろは同じ。語り口も同じ。優やさしげな女性の声ではあるが、それが躊躇ためらいなく殺すと告げた声であることも、マヒロはよく覚えていた。

　先回はそれで面めん食くらって、わけもわからず喚わめき散らしてしまったが。

「僕はマヒロと言います。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト」

〝正直に答えてください。あなたは何のために紋章を求めるのですか〟

　自己紹しよう介かいしたから名乗ってくれるわけでもなさそうだ。この調子では聞いたところで前と同じ、まだ知るときではない、と一いつ蹴しゆうされて終わりだろう。

「ですがあなたは前回、答えずとも見み逃のがしてくれました。つまりそんな問いかけは用を成さないか……実際にあなたは僕を殺せないか、どちらかということでしょう。銃じゆう口こうを向けて脅おどすことはできても」

　祭壇の周りのそれは、逐ちく一いちマヒロの体を狙ねらっている。しかしそうして口答えしようとも、わからせるために手足を吹ふき飛ばそうだとか、剣けん吞のんな気配はない。

〝……やはり、答えてくれないのですね〟

　ようやく会話が嚙かみ合う。

「あなたこそ、そんな質問が何になると言うのですか」

〝そうですね〟

　認めた……？

〝ですが明白です。正直に答えてくれないのがその証しよう拠こ。口には出して言えない目的がある。だからあの結界をくぐるときに痛かったでしょう〟

　祭壇内部だけでなく、あの結界までシステムに含ふくまれているのだろうか。それとももっと超ちよう常じよう的な何かなのだろうか。

「……いえ。一いつ切さいのチカラに頼たよらず、言葉だけで大陸を一つに纏まとめ上げる。その気持ちに噓うそ偽いつわりはありません」

〝いいえ。あなたがイスルギに言ったのと同じこと。紋章を頼るのであれば、あなたはきっとそのチカラにすがり始めます〟

「っ……」

　眼下は灼しやく熱ねつの地じ獄ごくだというのに、寒気がした。

　大たい概がいのことは怖こわいとは思わなかった。常人が恐おそろしいと思うような状じよう況きようほど、自分は楽しくやり過ごしてきた。だがあまりに芯しんを突つく彼女の言葉が、やはり空そら恐おそろしい。

「……権威はカードです。暴力として振ふるうつもりなどありません」

〝ではそのカードゲームに詰つんだとき。あなたは敗北を認めますか？〟

　嫌いやなことを聞いてくる。

〝敗北を認め、一切の暴力を頼らずゲームから降りることを誓ちかえますか？〟

　本当に本当に嫌なことを聞いてくる。

　それはつまり、目的のために最善を尽つくさぬということだ。万ばん策さく尽きてなお、力を以もつてすればひっくり返せる状況であったとしても、それをせずに諦あきらめろということだ。

　諦める。

「……」

　普ふ通つう、逆だろうに。

　どんな困難が訪おとずれようとも、正しいと思うのならば、めげるな、挫くじけるな、諦めるな、万ばん難なん排はいしてでも突き進めと言うだろうに。

　全すべてを知ったような彼女の声は、それをせずに諦めろと言う。

「僕の目的が、正しくないからか……？」

〝……少なくとも、あなたがこの世に生まれた意味は正しくはなかった〟

「っ……。はっ。ははっ……」

　何を滑こつ稽けいな。そう笑い飛ばそうとするのだが、うまく笑え顔がおを作れない。

「アホだ馬ば鹿かだとは言われ続けてきましたが……、存在まで否定されたのは初めてです……」

〝ですが、あなたはその意味を覆くつがえそうとしているのでしょう。そのために力ではなく、言葉をして進もうというのでしょう。だから暴力を否定するのでしょう。あなたが生まれてきた意味は、何かを滅ほろぼすためではなかったと……そう、証明するために〟

　恐らく、彼女は知っているのだ。

　魔ま人じんである自分から失われた……かつて父によって封ふう印いんされた、その力の意味を。

「……そう、ですね」

　小さく呟つぶやく。

「正直なところ……どの状態からが敗北なのか。詰みなのかまでは考えていませんでした。ですが、もしもそのとき、あなたが罰ばつを加えてくれるというなら、誓ってもいい。今の僕の目的からすれば、暴力を用いること、そのものが敗北と同義なのですから」

　声は、少ししてから告げた。

〝……わかりました。持って行くといいでしょう。三つめの、火の紋章を〟

　穏おだやかな声と共に、セントリーガンが一いつ斉せいになりを潜ひそめた。

「いいんですか……？」

〝私は混こん沌とんが恐ろしいのです。あなたは、ともすれば政治手段としての戦争以上の災禍をこの世界にもたらします。だから、どうかあなたには、それだけは避さけて欲しい〟

　彼女の祈いのる姿すら垣かい間ま見みえそうな……今までにない、切なる言葉だった。

「約束します。いかなる無む惨ざんな敗北であれ……そんなことのためにだけは、力を用いることはないと」

　そしてマヒロは、紋もん章しようを手に取った。




　いかなる無惨な敗北であろうとも──？




　一いつ瞬しゆん。

　なんだろうか。

　誰かが、笑った気がした。

「……僕は、負けるのでしょうか？」

〝それは……わかりません。ですが……今は、急ぎなさい。風牙衆と帝てい国こくの手の者が、間近にまで迫せまっています〟

「っ……！」
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　それは、あたかもマヒロが袋ふくろ小こう路じへ入ったことを確かく認にんするように現れた。その異様な出いで立ちに、パリエルたちは戦せん慄りつしていた。

「何……、こいつら……」

　祠ほこらの入り口をぐるりと取り囲むような集団。暗く毒々しい色の忍しのび装しよう束ぞくと頭ず巾きん、白鴉がしていたような梵ぼん字じ入りの覆ふく面めん。低く中ちゆう腰ごしに構えた姿勢は強く地面を踏ふみしめ、その目付きは何かに取り憑つかれたように異様に爛らん々らんと血走り、いつ飛びかからんとの殺気に満ちている。

「麻あさ忍にんを出してくるとは……少しは本気みたいですねー」

　そんな葉多恵に、片手に剣けん、片手はいつでも魔法を発動できるよう指を整えたシーナが問う。

「何よ、そのアサニンっていうのは……」

「忍者学校は表向き。こちらは風牙に古くから伝わる裏の裏……、と言ったところでしょうか。旧文明の異国の暗殺者、アサシンをヒントに作り出された部隊ですねー。ちなみに麻は麻ま薬やくの麻。大陸も大たい概がいのお国では禁制品となっていると思いますが……」

　最も与くみし易やすしと舐なめたような一人がジェスに飛びかかる。相手は逆手の、苦無と呼ばれる刃は物もの。ジェスは同じく逆手のナイフでそれを弾はじき、その肩かた口ぐちに骨を裂さき腱けんまで断たち切る一ひと刺さしを入れ、蹴けり飛ばす。

「……なるほど。普通じゃねえようだな」

　その麻忍は流血など気にも留めず、まるで痛みすら感じぬように、苦無を残る手に持ち変えた。パリエルはそんな、殺気はあるのに生気のない不気味さに軽く息を吞のむ。

「なにそれ……、ゾンビじゃあるまいし……！」

　別な麻忍の斬ざん撃げき。だが、苦無に比べればリーチは遥はるかこちらにある。パリエルは振ふり下ろされるそれを弾き、強制的に得物を手放させ、剣の腹で側頭部を殴なぐりつけて引き離はなした。

（軽い……これなら！）

　パリエルは一度気を入れ直す。その異様さに面めん食くらったが、身軽なだけに、攻こう撃げきもそう重いものではない。手数を増やせば抗こうしきれる。

　葉多恵が言った。

「最初は軽い大麻で深い精神統一を繰くり返すところから始まり、やがてはより強力な覚かく醒せい剤ざいというものを使用することで痛覚を抑おさえ、さらにはそれ以外の感覚を強きよう烈れつに研とぎ澄すました戦せん闘とうマシーンになります」

　それを聞いたエミリオが、パリエルたちの背後に隠かくれながら言った。

「どうりでこっちの闇やみ市場じゃ、相場が大陸の倍なわけだ。そういう大量消費先があったとはね……」

「人をやめさせられたってこと!?」

　シーナが別な麻忍の襲しゆう撃げきを切り返しながら、直近から魔法を放つ。

「風ふう剣けん、ゼファー！」

　まともに喰くらった麻忍が森の木立に、逆「く」の字に叩たたき付けられる。まともであれば背骨を折るか、内臓を破るかにもかかわらず、平然と起き上がってくる。ただ痛覚を抑え込んでいるだけでなく、鍛きたえ方も並ではないのだろう。

「さてさて。やめさせられたか、強さのために自らやめたかは、ここにいる当人たちに聞いてみなければわかりませんが……怖こわいのが、ただのジャンキーではなく、忍者として自己の統制が利きいているという点ですねー」

　こちらを取り囲んだまま、翻ほん弄ろうするようにひっきりなしにゆらゆらと左右に蠢うごめき、隙すきをうかがってくる。

「ジェス、パリエル、持ちこたえられそう……!?」

「ああ。さばくだけなら問題ねえ」

　ジェスの言葉にパリエルも首しゆ肯こうした。

「勝手は違ちがうけど、なんとかなるかな……！　エミリオは、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「悪いけどぼく、傭よう兵へいはやってないんだよね。でもまあ、自分の身は自分で守るから気にしないで」

「足手まといにならなきゃ充じゆう分ぶんだよ！」

　だがそのとき、何を合図にしたのか麻忍が一いつ斉せいに同じ動きをとった。懐ふところから取り出した丸い缶かん一つ、後ろへ飛び退のきながら一斉に投げ付けて来る。

「爆ばく弾だん!?」

　身動きする間もなく目を丸めるパリエルたちだが、

「油断は大敵ですよー」

　対たい抗こうするように葉多恵が何かを投げ付ける。日差しの加減でかろうじて見えたのは、蜘く蛛ものように細い糸。缶に巻き付くなり、それらは地面へ落ちることなく、葉多恵が腕うでを引くことで不自然な軌き道どうで直上の虚こ空くうへ放ほうり上げられ、そして爆散。パリエルたちが轟ごう音おんと光に身をかがめる中、麻忍の一人が葉多恵に向かった。

「その命もらった……！」

「よせっ」

　別な麻忍が制止の言葉を投げかけるが、小手から引き出した鉤かぎ爪づめで気合一いつ閃せん。

「きぇえいっ!!」

　それを葉多恵は易々と片手で捕つかまえた。

「だめですよー、女の子を無理に襲おそおうなんて……♪」

　口元は変わらぬ笑みのまま、その目が麻忍にも負けぬ凄すさまじい鬼き気きをたたえていた。

　摑つかんだ鋼はがねの小手ごとその手首を握にぎり砕くだく。裏返すように振り回し、背後からもう一本の腕を握り潰つぶす。軽くステップを踏むようにその両足を踏み砕き、仲間の方へ放って返す。

「ぐっ……おぉ、あっ……」

　その麻忍は、もはや脚あしをもがれた虫けらのようにもがくのみ。五体のうち四つを完全に破は壊かいしたのだ、いくら痛覚がなかろうが、動くべき機能を失ったのでは立ち上がれようはずもない。

「……愚おろか者が、なぜ聞かぬ。あの女こそ葉多枝の頭領、『鬼おに蜘ぐ蛛も』ぞ」

　痛みは捨てても、自じ我がを律するが故ゆえに怯おびえはあるのか、明らかに先ほどまでの威い勢せいが失うせる。対して葉多恵が今しがたの肉の感かん触しよくを確かめるように、その手を開閉しながら言う。

「麻忍の対処法は二つ。一撃で殺すか、それがイヤなら徹てつ底てい的てきに壊こわすかです。さっきのジェスさんのように、腱けんや筋を断たつのも有効ですよー」

　どちらにしても、あまり気分のいいものではない。それは魔物のような人外への定石でこそあれ、人に対するやり方ではない。

　パリエルやシーナの、そんな快くない表情を見取ったように、興の乗った葉多恵が続ける。

「ではでは、私がまとめて始末しましょうかねー」

「待て鬼蜘蛛」

　言ったのは先ほどの麻忍を止めようとした、一人だけ兜かぶとを被かぶったリーダー格の忍にん者じやだった。

「先に仕し掛かけたのはそっちじゃないですかー」

　そしてまた蜘蛛の糸としか形容できない、頑がん強きような糸を投げ放つ。麻忍は動じず、鉤爪と苦無でそれら糸を搦からめ取る。

「我らが用は葉多枝党にあらず、その奥にいるミスマルカの小こ倅せがれのみ……！　うぬらが護ご符ふを手放すならば、我らが争う謂いわれはないとの総代からのお言葉だ」

「総代……？　ああ、麒き麟りんさんですか」

「そうだ。今のはそこの者の早合点だ」

　それを聞き、爛らんと葉多恵の目が笑う。

「なに言ってるんですかー……あなたなんて、私が葉多恵と知っていて爆弾投げたんじゃないですかー」

「っ……!?」

　葉多恵が軽く腕を引くだけで、糸に引き絞しぼられた鉤爪は砕け、麻忍の体は易やす々やす引き寄せられた。それも忍術や忍法なのか。はたまた鍛え上げたが故の怪かい力りきなのか。

「えいやっ」

　葉多恵は手た繰ぐり寄せたところに、上から思いっきり振ふりかぶった拳げん骨こつを喰くらわせる。麻忍は一回、二回と地面を跳はねて、引き寄せられる前の場所まで吹ふっ飛んでいく。

「少し見ない間に、風牙衆も随ずい分ぶんとぬるくなったもんですねー」

　一息。葉多恵の表情から笑顔が失せた。

「争う謂れのありやなしや、それを決めるのはこちらです。総代如ごときでは話になりません。頭領を私の元に呼んできなさい。三つ指突ついて、額を畳たたみにこすり付けてもらいましょう。次によくよく言って聞かせてやります。護符を守護する使命なくば、我ら葉多枝党は里を離はなれ、風牙を滅ほろぼしに行くも容易たやすいと」
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「っ……」

　麻忍たちの間に、明らかに息を吞のむ気配があった。

「……貴様……正気か」

「これはこれは異なことを承うけたまわります。冗じよう談だんにしては悪あく趣しゆ味みすぎると思いませんか。それともお前たち一人ひとりの体に一言一句、そうと刻んで送り返してやりましょうか」

「……」

「さあ、どうしますかー」

　彼方かなたの空から、聞いたことも無い轟音が響ひびいてきたのはそのときだった。

「……退ひくぞ。ミスマルカの倅せがれはまだ戻もどらぬ。役は果たした」

　麻忍たちは負傷した者を担かつぎながらも、風のように去っていく。

　一難は去ったが、その去り際ぎわの不ふ穏おんな言葉と、大気を震ふるわせるような音に、パリエルは到とう底てい刃やいばを収めようという気になれなかった。

「まだ戻らない……？　それにこの音って……？」

「っ……。まさかこいつは……」

　ジェスが固かた唾ずを吞んだ刹せつ那な、シーナが叫さけんだ。

「上よっ！」

　眩まぶしいほどの炎ほのお。

　赤一色、そして紅くれないの刺青いれずみずくめの上半身。背中に背負った二本の大おお筒づつから、猛もう火かを吐はき出す勢いで飛行し、その爆ばく風ふうで周囲の木立を揺ゆるがしながら、やがてゆっくりと眼前に下りてくる。

「ろ、ロケットベルトっ!?　再就職は是ぜ非ひうちの忍者村にっ!!」

「残念だけど、そういう冗談の通じる相手ではなさそうよ……！」

　葉多恵を軽くたしなめたシーナが息を吞んだ。それを引き取りエミリオが言う。

「うん、冗談みたいだけどあの体、ただの刺青じゃない……。魔ま導どう紋もん章しようだ、それも全すべて火か炎えん属性の……！」

「紋章……!?　あれ、全部……!?」

　パリエルは叫んだ。

　失われた科学文明に代わり、人類の発展を今日まで導いてきた魔導紋章技術。それは使い捨ての紋章符のように携けい行こうできるマジックアイテムとしての他ほか、人体に直接プリント・エッチングを施ほどこす方法でも行われることがある。誰だれでも魔法を使えるようになる反面、それを施せ術じゆつする際の肉体への負担が並々ならず、相そう互ご干かん渉しようや共鳴の問題から一人の体に刻めるのは人間種族で一～二、魔人でも三～四が限界だと言われている。

　それが目の前の赤い男は、左右の上じよう腕わん下腕ですでに四つ。胸の左右に一つずつ。腹部全体に一際大きなものが一つ。とすれば、恐おそらくはその背にも彫ほってあるのだろう。常じよう軌きを逸いつしていた。

「……よぉ、久しぶりだな、ジェス。マンダレイ砦とりで以来か」

「ああ。今度はこんな東の果てで会うとはな」

　その実力を知っているのか、答えたジェスは隙すきあらば飛び込もうとする構えだ。パリエルは問う。

「知り合いなの？　まさか、また……」

「ああ。名前は忘れたが、こいつも天魔将だ。さっきの麻忍じゃねえが、一いち撃げきで決めろ。暴れ始めれば手が付けられねえ」

「フッ、嬉うれしいこと言ってくれるじゃあねえか」

　男が軽く手を振った。その軌き跡せきに炎が尾おを引き、人知れず葉多恵の放った糸が焼ききれる。赤い男の鋭するどい視線が、彼女を睨にらみ付けた。

「……妙みような真ま似ねぇするんじゃねえぜ、姉さんよ」

「あらら、お見通しで」

「悪いがお前らに用はねえ……まだ王子はその中にいるようだな。通してもらうぜぇ……！」

　赤い男が、背中のボンベから妙な形の銃じゆうを引き抜ぬき、パリエルたちの守る鳥居へ構える。途と端たん、その全身の紋章が光を帯び始める。

　シーナが啞あ然ぜんと呟つぶやいた。

「冗談でしょうっ……まさか一度に全部発動させる気なの!?　無茶だわ……！」

「無茶ができねえやつに、天魔七将は務まらねえのさ……！」

　男が大きく気を吹ふき込む。火か炎えんベクトルの魔導力の流れはマスクからチューブを通りボンベへ、そしてタンクからその火炎ライフルへと流れ込み、銃口が眩まばゆい光をたたえ始める。シーナは剣けんを横に。

「魔導障しよう壁へき……！」

「シールドじゃ無理だ、逃にげてっ!!」

　エミリオが叫び、地中から召しよう喚かんした妖よう獣じゆうの触しよく手しゆでその場の全員を射線から弾はじき飛ばした。

「行くぜぇ!!　ザ・グランドファイア・マグマ・ヴォルケェェェェェェェノ！　イン・ザ・ヘルッ!!」




　ズボオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォッ!!




「「「ッ……!!」」」

　何十人の魔法使いの放つ火炎魔法の熱量を、ただ一方向に集約したらどうなるか。何匹びきものドラゴンの火炎をまとめて、その細い管から噴ふん出しゆつさせればどうなるか。いま目の前に映った光景は、そういうことだろう。

　結界は電光と共にシャボンのように弾け飛び、鳥居は瞬またたく間に炭化し、突つき破った炎熱は入り口の岩いわ肌はだをも焦こがし、砕くだき、溶とかし始める。

　その轟ごう音おんが止やむ頃ころ、パリエルたちが顔を上げると、そこには一回りも大きな空くう洞どうが口を開ける有様となっていた。

　そして赤い男が不敵に笑う。

「……それが、俺の名だ」

「「「技わざ名めいじゃないのかっ!?」」」

　思わず叫さけんだパリエル、エミリオ、葉多恵に、ジェスが呟く。

「ああ、そういやそんな名前だったな。いま思い出した」

「道理で覚えられないわけだわ……」

　シーナが冷や汗あせ半分に呟いた。

「恐れ多ければＴＧＭとでも呼べばいいぜ……バーベキューになりたくなければ、道を空けておくことだ。ルナス姫には悪いが、これで手て柄がらは俺一人のものぉっ!?」

　一歩踏ふみ出そうとしたＴＧＭが、バタンと前のめりにすっ転んだ。

「お屋形様の残した結界をあんな直接的な方法で破るとは大したものですけど、油断大敵ですよー」

　葉多恵の伸のばした糸が、その背後の木を回ってＴＧＭの足首に絡からみ付いていたのだ。

「っく、姉さんよぉ……焼け死にてえらし」

　ドゴス。

　出会い頭がしらからずーっと隙をうかがっていたジェスのサッカーボールキックが、ＴＧＭの頭を蹴けり飛ばす。

「おい、やるなら今のうちだ。暴れ始めると手が付けられねえが、暴れ終わればそうでもねえ」

「お前のようなひねくれ者は、そのロケットベルトを置いておらが忍にん者じや村から出て行けーっ♪」

　葉多恵の声は軽いが、その蹴り音はかなり本気モード。

　そのとき、再び高空から風を切る音一つ。

「ヒャッハァ！　ざまぁないねＴＧＭ、これで手柄はアタシのも」

「おらぁ!!」

　ホウキに跨またがり祠ほこらへ飛び込もうとしたキャスティへ、パリエルはレッグラリアット一つ。

「見付けたぞテメーこら今日という今日はそのレンズぱっきぱきに叩たたき割」

　スパァンッ!!　と、起き上がりざまのホウキの一撃を喰くらう。

「空気読めファック!!　なんで今のタイミングでアタシに反応できるんだよっファアック!!」

「そのレンズの反射が命取りだっつってんだコラ!!」

「そんなにレンズが好きなら、はい」

　キャスティが奇き策さくに出た。その眼鏡をパリエルにかけたのだ。

「わっ!?　わーっ！　いらいらする！　目と目の間がいらいらするーっ!!」

「そりゃよかったね、ＤＩＥ!!」

　ぼかすか。

「あ、やめろコラ！　てめえ！　レンズ無きゃ見えないくせに卑ひ怯きようだぞっ！」

　がすがす。

「見てわからないかい、そいつはただの度なしのゴーグルだサッカー！　百キロ以上で飛んでて虫が目に入ると死ぬほど痛いって知らないからこういう目に遭あうんだよ！」

　ごすごす。

「魔ま女じよのクセにゲンコツばかり使いやがって！　眼鏡っ子か！　この私を眼鏡っ子に転向させる気かコラ!!」

　片やジェスと葉多恵による一方的なリンチ。片や壮そう絶ぜつな殴なぐり合いの取っ組み合い。シーナは一人右往左往。

「ちょっと、ちょっとあなたたち！　ちょっとってば！　今もう一人、魔導師風の男が……ねえ、聞いてるの!?　もう！　私先に行くから、お願い！」

「え？　ぼくが？　いや、ちょっと……」

　事態の沈ちん静せい化を丸投げされたエミリオは、一人ぼそぼそと頭をかいた。

「……どうせキャットファイトなら人がいるところでやってくれれば……」

　パリエルとキャスティを見ながら言いかけ……エミリオは口ごもった。

「らぁ！　死ねカスコラ眼鏡！」

「お前が死ねこのファッキンビッチ！」

　まあ、どっちも猫ねこほども可愛かわいくはない。




　　　　◆




「……全く何をやっているんでしょうかねぇ、あの二人は……」

　アークセラは一人呟つぶやき、とほほと肩かたを落とした。

　密約を交かわした風牙衆から、一応の動向を聞いていた帝てい国こく軍。近場まで来たところで、特に移動力の優すぐれたキャスティとＴＧＭは、偵てい察さつ、状じよう況きようによっては足止めを命じられたのだ。

　まあ性格がどっちもどっちなので、一応アークセラもキャスティのホウキに一いつ緒しよにぶら下がって来たのだが……案の定、二人の負けん気が災わざわいし、速度競争。まさかロケットに敵かなうはずもなく、師し匠しようが重いせいだと言われてホウキから振ふり落とされ、そうして追いついてみれば、無意味な速度競争のせいで余分な力を使ったＴＧＭはあのざまだし、キャスティはなぜか魔法も使わず取っ組み合いの大おお喧げん嘩かを始めているし。

「……どうしたものでしょうかねぇ」

　ＴＧＭはもう捕つかまったも同然だ。それが済めば多勢に無勢、キャスティの方もじきやっつけられるだろう。となれば二人を助ける逆転の目は、自分がピンポイントでマヒロを捕まえるくらいか。

「とは言え」

　広い空くう洞どうに出て、アークセラは足を止めた。分ぶん岐きである。下りる道もあれば、上る道も、曲がる道もある。人の手が加えられた様子のない天然の洞ほら穴あなだとすれば……間ま違ちがって進めばマヒロを捕まえるどころか、二度と出て来られない可能性もある。キャスティたちが勢い余ってこの洞どう窟くつにまで入っていたら……と考えると、あそこで足止めを喰らっていたのも、多少はプラス思考できる。

「待ちなさい！」

　背後からの少女の声に、アークセラは振り返った。
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「そこまでよ！　止まりなさい！」

　どうやら追いついたようだ。

　シーナは剣けんを片手に構えたまま、片手はいつ何時でも魔法を放てるように形を整えていた。

　そこにいたのは、およそ軍人には見えぬような長ちよう髪はつの優やさ男おとこだったが、雷将、炎将と共に現れたのだ。油断はできない。

「これはこれは。虹こう剣けんの勇者、シーナ・ミルローザさん。お会いできて光栄です」

「その割には、さっきは挨あい拶さつもなしに素す通どおりしてくれたようだけど……そのローブの獅し子しの紋もん、あなたも帝国軍ね。だったらこれ以上先へ進ませるわけには行かないわ！」

　男は毒気の無い穏おだやかな口調で、にこりと微笑ほほえんだ。

「では、ここで待たせてもらっても構いませんよ。どうせ私も道を知りませんし、従者であるあなた方があそこで待っている以上、王子様たちもこの道を戻もどってくるでしょうから」

「大した自信ね。それはつまり、あなたにも逃にげ道はないということよ」

　だが男が視線を移したのは、シーナが構えた剣だった。

「それがパーフェクトローズですか。噂うわさに違たがわず美しい意い匠しようです。そしてあなた自身、名剣に負けず七色の魔法を使えるとか」

「……ええ。あなたも魔導師なら、マルチプル理論という言葉くらい聞いたことがあるでしょう」

「魔導師たる者は鍛きたえ得る全属性を習得し遍あまねく弱点を克こく服ふくすべし。……というあれですね。ただし、よほどの力量がなければ机き上じようの空論。ただの器用貧びん乏ぼうに終わることがほとんどです」

　シーナは告げた。

「ならば私はその最も正しい実証者。さらに一歩進めて、魔導師最大の弱点である近接格かく闘とう戦においても、魔法剣けんという形で克服したわ」

「つまりこの私に勝ち目は無い……と、いうことでしょうか」

　物分かりがいい。いや、だが白いロッドを構えるところを見ると、物分かりが悪いのか。

「やり合うつもりなら、名前くらい聞いておいてあげる。あなたも天魔将かしら？」

「ええ。恐おそれ多くも天魔七将の一角、氷ひよう将の座を頂いている者です」

　彼は静かに微笑み、眼鏡を懐ふところに収めた。

「申もうし遅おくれましたね。私の名はアークセラ」

「アークセラ……？」

　シーナは一度目を瞬またたかせた。聞き覚え。いや、馴な染じみ深いというべきか。

「まさか……アークセラ・アイスウェル！」

「ええ。そのマルチプル理論の提唱者にして、最初の実じつ践せん者です」

　そしてロッドから軽く柄つかを浮うかせ、その中に仕込まれた青く透すき通る刃やいばを見せる。

（魔法剣、ブルー・クリスタル・スカイ……！）

　間違いない。グランマーセナル帝国の前身、マジスティア王国のときよりの宮きゆう廷てい魔導師にして、その書物をしたためたまだ見ぬ恩師。

　その著者が帝国の身であることは知っていた。しかし研究者、求ぐ道どう者ではなく、大陸の平へい穏おんを乱す軍属に身を置いているとは。

「まさか……こんな形で会うことになるなんて……！」

「いえ、この形こそ僥ぎよう倖こう。マルチプル理論……その言葉を他人の口から聞いたのはいつ以来でしょうか。誰だれ一人として実践できないので、私自身、伝えることを諦あきらめて久しかったのですが……さすが選ばれし勇者。論文には記さなかった、近接戦への対処にまで自ら踏ふみ込んでいるとは」

　その男の瞳ひとみから微び笑しようが失うせる。

「人間の身でどこまでを実践できたか、見てあげましょう。捜さがし求め、ようやく会えた我が愛まな弟で子しよ」

「っ……！　ええ……ならば見せてあげるわ！　風の疾はやきよ我が身に宿れ！　炎の熱きよ我が刃となれ！」

　身体からだの動きに追従する風と共に疾しつ駆く、猛もう火かを剣に纏まとわせたシーナの攻こう撃げきを、アークセラは半ば鞘さやに収めたままの刃で受け止める。シーナはさらに二手、三手、切っ先を柔やわらかく、その速さを利用し、鞭むちのように自在に揺ゆらし、不規則で多面的な攻撃を展開する。

「これはこれは、速さだけならレイナー将軍とも互ご角かくでしょうか……！」

　刃に、柄に、鞘に、辛かろうじて受けながらアークセラが後退を繰くり返していく。

「何が提唱者よ、失望させないで欲しいわね！　このままっ……！」

「ですがそれでは六十点！　風ふう迅じん！」

　スパンっ！

「っ……!?」

　動体視力に捉とらえきれぬ速度で剣を弾はじき上げられ、シーナは面めん食くらった。自分と同様、風によって身体速度を加速したアークセラが逆手に持った刃で打つ、打つ、打つ。

「くっ……！」

「守るときは守りに徹てつしなければ、力を浪ろう費ひするだけですよ！　刀身の炎は何のためです！」

「くっ!?　揺るがぬ大地よ、我が身を守れ！　ストーンウォール！」

　シーナはまさに言われるまま炎を搔かき消し、二人の狭はざ間まに岩がん壁ぺき一つを現し、一度仕切り直そうとした。しかし。

「水すい渦か！」

　魔法のジェット水流をまとわせたアークセラの突つきが、それを易やす々やすと破は砕さい。

「！　ファイアウォール!!」

「氷ひよう雪せつ!!」

　炎の壁かべを寒風が消し飛ばし、氷のつぶてがシーナの体に打ち付けられる。

「っ……シールド！」

　猛もう烈れつな雹ひようを弾きながら、攻こう勢せいへ。

「サンダーボルト！」

「風迅！」

　アークセラは再び目にも留まらぬ速度でステップ。

（側面っ!?）

　気付いたときには、もう一ひと振ふり。

「雷らい光こう」

「きゃっ!?」

　麻ま痺ひするだけの手加減した電流をその身に受け、シーナは膝ひざを突いた。

（つっ……強、いっ……！）

　この男もまた、ただの魔導師ではない。動きが柔じゆう軟なんすぎる。それに威い力りよくは、意図的に加減していたのだろう。あれだけ短い詠えい唱しようでこうも完かん璧ぺきにこなすのだ、本気で唱えるならば攻城級魔法も一人でこなせてしまうのではないか。そういう、歴れつきとしたレベルの差を感じる。

「なっ……何よ、氷将って……インチキじゃない……それ以外の魔法まであんな……！」

「ああ、いえ。それなら他に適当な人がいなかったので、たまたま私がその役を仰おおせ付かっているだけのことでして。このブルー・クリスタル・スカイとも属性の相あい性しようがいいですし」

　それからアークセラは跪ひざまずいたシーナの元へ、歩み寄ってくる。

「っ……、殺すなら、一思いに殺しなさい！」

　歯は嚙がみし、睨にらみ上げるが……彼はただ一言。

「六十二点です」

「え……？」

「……大負けにオマケして、六十七点」

　シーナはその言葉を聞き、ようやく意味を理解して、かっと頭に血を上らせた。

「ばっ……、馬ば鹿かにしてっ……！」

　だがアークセラは本当に手を下さず、踵きびすを返しながら言葉を続ける。

「いえいえ、人間の身でありながら立派なものです。私が見てきた中では、魔人でも五十点に届かない人たちばかりでしてね。いやはや、うちのキャスティアさんが苦戦したわけです」

「キャスティア……雷将のこと？」

「ああ、恥はずかしながら私の弟子なんですよ彼女。割と小さいころから面めん倒どうを見ているんですが……」

　なんであんな風に育った？

「彼女の場合も、雷らい撃げき属性と気の強さだけは一二〇点なんですが、あとはからっきしでしてねぇ……」

　左右に歩き回りながら、アークセラは続ける。
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「さてあなたの場合ですが、剣けん術じゆつは申し分ないでしょう。あの速度域で、よくあれだけ自在に剣の軌き道どうを操あやつれるものです。ですがそれだけに属性の切り替かえが遅おそい。有あり体ていに言えば詠唱に時間がかかりすぎ、せっかくの剣の動きに見合っていません。それとスタミナも足りない。二属性を纏まとっただけでも、途と中ちゆうから勢いが落ちてきていたでしょう」

「……っ、しょうがないじゃない！　呪じゆ文もんを唱えなければ魔法は使えないし、私は魔人じゃないのよ、魔法の効力を持続させることがどれだけ大変か……！」

「いえ、あなたならできるはずです」

「えっ……？」

　意外な言葉に、シーナは目を丸めた。

「あなたはどうやら、呪文というものに頼たよりすぎているようです。焦あせって詠唱を簡略化すると、明らかに効力が落ちていましたが……簡略化したにもかかわらず、発動はできていた。あの劣れつ勢せいの最中にも、です。つまり魔法の基き礎そである精神の集中に関しては、かなり高いレベルでできているということでしょう」

　魔導師が近接戦を苦手にする、最大の理由がそこである。

　魔法を使うには詠唱が必要だが、間合いを詰つめられれば焦りが出て集中ができない。敵が目の前にいるのに、長々と呪文を唱える暇ひまなどない。いや、魔法よりも、相手の攻こう撃げきをかわすことに集中しなければならない。そういう悪あく循じゆん環かん。

　だがシーナの場合、魔法を抜ぬきにしても語れるだけの剣の技量がある。身体的な動きに限っては、反射的とも呼べる速度で反応できる。その分、心にも余よ裕ゆうが生まれている。

「さらに簡素化した呪文で発動する練習を積むといいでしょう。あなたの卓たく越えつした剣術を阻そ害がいしない、そういう高速な発動があなたの次の課題です。多くの論文にも記されていますが、呪文は精神を集中させるための補助的なツールに過ぎません。あなたのように強い精神力さえあるのなら……」

「ちょ、ちょっと待って……どうして、私にそんなこと……」

　シーナはそれが不思議で仕方なかった。だがそれを聞いた彼は、さらに意外そうな表情で振ふり返る。

「……なぜって、あなたは私の教えを最も正しく受け継ついだ弟で子しでしょう」

「敵だわ！　あなたたち帝てい国こくは、私たちの……！」

　だがそうして敵意を顕あらわにするシーナの前に、彼は憂うれいの表情を浮うかべて見せた。

「そうですね。ですがそれは今の一時的なもの。いずれ我々人類は……」

「シーナ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　入り口の方からは、キャスティとＴＧＭを糸にくくったパリエルたちが現れた。
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「はぁ……仮にも天魔将ともあろう者が、なんてざまですか……」

　アークセラは見ていられず、俯うつむき、片手で顔を覆おおった。

　自分の弟子もそうだが、西方太守まで揃そろいも揃って。テグスのような、それよりも遥はるかに細いだろう糸のようなものでぐるぐる巻き。背後の葉多恵に手た綱づなを握にぎられたような二人が喚わめく。

「だってお師しょー、このファッキンビッチどもよってたかって……！」

「一対一なら誰だれが負けるか！　一人残らず骨の髄ずいまで消し炭に変えて……！」

　次にアークセラが上げたのは、冷ややかな視線であった。

「……ですから。なぜわざわざ確固撃げき破はされるような独断専行に出たのかと聞いているんですよ。もしルナス殿でん下かがこの場にお出いででも、同じ理り屈くつが通用すると思いますか？」

　射すくめられたように、二人は沈ちん黙もくする。

「いえ、そうしましょう。二人ともルナス様がいらっしゃるまで、そうして頭を冷やしていなさい。そうしてその情けない姿をよく見てもらうことです」

　ＴＧＭがぎょっと目を丸めた。

「お、おいおい先生よ、俺らに死ねってのか？　下手すりゃこいつらより先に、ルナス姫に殺され……」

「下手をしたのだから当然の報むくいでしょう」

　すっぱりと言い切ると二人は顔を見合わせ、それからおずおずとキャスティが口を開いた。

「……じゃ、じゃあお師しょー、こいつはいいからアタシだけでも助けておくれよー。可愛かわいい弟子じゃないかー」

　アークセラは横を向いた。

「嫌いやです。師し匠しようの言い付けも守れない可愛くない弟子は、助けてあげません」

「うわーん、後生だよお師しょー！　死にたくないよー！　ぐすぐす……」

「ったりめえだぜ、俺にだってまだ西方太守の任が残ってんだ、こんなところで死んでられるか！　まさか仲間を見殺しにするってのか先生よ！」

「お師しょーさまー、助けてよー！　わーん！」

　アークセラは一度、盛せい大だいに嘆たん息そくした。

「……では今回だけですからね」

「よっしゃ、さすがアタシのお師しょーだ！」

「そう来なくっちゃな」

　キャスティがけろりと笑い、ＴＧＭもそれが当然と頷うなずいた。助ける助けない以前に、生かしておいてもらえていることを彼女らに感謝すべき状じよう況きようだろうに。

（……とは言え……）

　アークセラは視線をめぐらせる。

　いくら不ふ手て際ぎわがあったとはいえ、あの二人を押さえ込んだ手て練だれたちだ。今しがたのシーナ一人を見ても、そのレベルの高さはうかがえる。一人は風牙衆と渡わたり合ってきた葉多枝党の頭領。一人はあの剛ごう剣けん、長谷部沙耶香を倒たおしたというミスマルカの近衛このえ騎き士し。一人はユリカを海かい嘯しようから救い出した英えい雄ゆう、独眼龍。黒いローブを纏った金きん髪ぱつの少年にしても、その外見から察するに、以前ルナスが話していた闇やみ屋やである可能性が高い。

「気を付けて……強いわ、この人……！」

　少し手を抜ぬきすぎたか。虹こう剣けんのシーナまで回復してしまった。

　圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せい。さあどうするか。

（……あの二人を見捨てるのが手っ取り早いんですが……）

「いっぺん親の顔みたいと思ってたがテメーが師匠かコラ何が助けるだ立場ってモノわかってねーなどういう躾しつけしたらこんなろくでもないレンズが出来上がるかそこに正座して」

「風迅!!」

　最大出力で敵の密集するど真ん中へ。

「え!?」

「っ！」

「流りゆう牙が!!」

　居合いに抜いた剣と鞘さやを鳥の羽ばたくように振り回し、二方向へ水柱を放つ。

　だが向こうも速い。独眼流、近衛騎士とも不完全ながら反応し、対処した。いや、仕留められはしなかったが、今は距きよ離りを置かせられれば充じゆう分ぶんだ。ＴＧＭとキャスティは眼前。

「閃せん火か!!」

　縛いましめる糸だけを狙ねらった浅い斬ざん撃げき。だが超ちよう高速のそれが空から振ぶりする。

（上!?）

「見事なお手並！　ですけどせっかくの人ひと質じち、そう簡単には渡せませんねー」

　広い空くう洞どうの上の岩がん盤ばんに、細々とした糸一本に葉多恵が捕つかまり、もう片方の手でキャスティとＴＧＭをぶら下げている。旧文明時代のワイヤーか？　それにしたってあの短時間で、どうしてそれを岩壁に固定しているのか。風牙衆の言葉通り、本当に蜘く蛛ものようだ。

「っ！」

　そうしてアークセラの注意が逸それた瞬しゆん間かんを狙って、パリエル、ジェス、シーナ、三方向からの攻こう撃げき。アークセラは一つを剣に弾はじき、一つを鞘で流し、疾しつ駆く、距離を取る。青い刃やいばを鞘に収めて一息。

「ふぅ……強い！　さすが、こんな僻へき地ちにまでお忍しのびで来るだけのことはありますね……！」

「なに感心してるんだよお師しょー！　ちゃちゃっとやっつけちまえよー！」

「パンツ丸出しでなにを騒さわいでいるんですか。文句を言うなら助けてあげませんよ」

「わー！　お師しょーのバカー！　すけべー！　興味もないくせに何言ってるんだよー！」

　自分で空を飛ぶくせにあんなミニスカートを履はいておいてこう言うのだからワケがわからない。

　洞どう窟くつの奥に新たな人ひと影かげが見えたのは、そのときだった。

「何、パンツだと!?　今まさに大陸の趨すう勢せいを決する紋もん章しようを手に帰き還かんせし余に捧ささげられたが如ごときそれ、じきじきに我が双そう眼がんによって見聞してやらねばなるまい！　そは何処いずこに有りや!?」

（……。）

　なんか、すごいことを言いながら現れた。

　まあ、見た目は年相応のやんちゃそうな少年だが。

「おらテメーさっさと隠かくせ馬ば鹿かっ!!　我がミスマルカ王国が名実共に誇ほこる馬鹿に教育上よくないもの見せびらかすな馬鹿っ!!」

「やかましいこのファッキンシット!!　嫌ならアタシをさっさとここから下ろせファック!!」

　ぎゃーぎゃー、凄すさまじい言い合いが洞窟中にわんわんと響ひびき渡る。

（……ともあれ）

　アークセラはその場にいる全員の動きへ、くまなく目を配らせる。

　目標は確かく認にんできた。だが向こうの手勢もさらに増えた。やはり先のアクションで二人を解放できなかったのは痛い。

　王子に付き添そっているシスターの方は魔ま導どう障しよう壁へきに優すぐれていると聞く。要よう塞さいでは彼女のバックアップで沙耶香が押され、勇者たちはあのレイナーとさえ渡り合ったと。今はまだ場所が離はなれているが、シスターがシーナたちに混ざり壁役となれば、一気に攻せめ辛づらさが増す。

（ここは一つ……）

　アークセラが戦術に当たりを付けたそのときだった。

「貴月、やっておしまいなさい！」

「っ!?」

　誰だれが、どこから!?

　アークセラは剣を抜く暇ひまもなく、ただ視界に入った手しゆ裏り剣けんの一いつ斉せい射しやを弾く、弾く。

「っ!?　冗じよう談だんでしょう……！」

　いつの間に背後を取られたかもわからなかった。振ふり返りざま視界に映ったのは、黒ずくめに浮うかび上がった、死神のように無感情で冷れい酷こくな双そう眸ぼう。振り下ろされ、受け止めた刀の重さ、外見に寄らずあたかもレイナーかルナスのそれ。

「っくぅ！」

　受け止めはしたがガードごと吹ふき飛ばされ、アークセラは地に背を打ち付ける。

（これはまずい！）

　格が違ちがう。魔法によるドーピングだけでは追いつかない。まともにやり合える相手ではない……！

「お師しょー、後ろぉッ!!」

「転てん空くうッ!!」

　貴月の追撃が空を切り、刀は火花を散らして岩いわ肌はだを切り裂さいた。

　突とつ如じよ眼前に現れたアークセラの姿に、葉多恵が目を丸める。

「なんとっ！　テレポーテーションですか!?」

「……返していただきましょう……！」

　アークセラは落下しながら、最後の力を振り絞しぼって逆手の刃を二振り。束そく縛ばくを解かれると同時、キャスティがその体を受け止める。

「さっすがアタシのお師しょーだっ！　ＴＧＭ！」

「わかってるぜぇ……気に入らねえが、ここは退ひくしかねえようだ！」

　着地と同時、ＴＧＭは両拳こぶしを握にぎり締しめると背を仰のけ反ぞらせた。その全身が灼しやく熱ねつに光り輝かがやく。

「バァァァァニング！　ストォォォォォォーーームッ!!」

「「「っ……!!」」」

　吹き荒あれる猛もう烈れつな熱波の奔ほん流りゆうに、皆みんなが皆顔を隠し、後退を余よ儀ぎなくされる。炎ほのお逆巻く竜たつ巻まきのようなそれが止やむ頃ころには、天魔将たちの姿はどこにも見えなくなっていた。

　するすると蜘蛛のように糸を伝って、葉多恵が降りてくる。

「……ふう、熱い熱い。逃にげられたようですねー」

「追うか」

　刀を背の鞘さやに収めた貴月へ、葉多恵は首を横に振った。

「捨て置きなさい。我らが役目はここまでです」

　そして静かに、マヒロへと振り返る。

「どうやら、無事護ご符ふを手に入れられたご様子」

「おかげさまで」

　と、マヒロは懐ふところからその一枚を取り出してみせる。

「ですがそれを手に入れたということは、同時に守護する役もあなた方に移されたということです。これより先には、今まで以上の艱かん難なん辛しん苦くがあなた方を待ち受けていることでしょうけれど……」

「頭領！　頭領はいずこですか!?」

　逼ひつ迫ぱくした声が聞こえるや否いなや、姿を見せたのは貴音であった。

「おや、貴音ちゃん。どうしましたか」

「ルナス姫と名乗る方が大勢を引き連れて里の方に姿を現し、王子様と紋もん章しようの行方ゆくえを聞いております……！」

「「「！」」」

　ふむぅ、と葉多恵は指を頰ほお。

「……やっぱり捕つかまえておけばよかったですねー、さっきの人たち」

　マヒロが小さく詫わびを述べた。

「申し訳ありません。僕たちが招いたようなものです。ご迷めい惑わくをおかけします」

「いえいえ。この分ならどうやら本当に王子さまが早かったか、帝てい国こく軍のローラー作戦が早かったかということでしょう」

　そして一息。

「……とは言え先ほども申しましたように、我ら葉多枝党の役はその護符がこの祠ほこらより持ち出された時点で終わり。王子さまたちのために戦う義理はありませんが、よろしいですね」

「もちろんです」

「ともすれば次に相あい見まみえるときは、我ら帝国の配下となり、間者としてあなた方の寝ね首くびを搔かくときかもしれませんが……それでもよろしいですね」

　マヒロは真っ直すぐに述べる。

「そのようなことにならぬよう、この紋章をいただきに上がった次し第だいです」

　葉多恵は笑え顔がおで頷うなずいた。

「……左様で。その言葉を聞けて安心しました。よき人の手に渡わたったと安あん堵どしました。後のことは我らで何とかいたします」

　葉多恵は貴月へ言った。

「お屋形様の結界は破られました。今なら下の道よりも出られるでしょう。貴月と貴音ちゃんは、みなさんを安全なところまで案内して差し上げなさい」

「承知」

「はっ」

　二人の返事を聞き、葉多恵だけが一人、元の道を戻もどっていく。仲間たちと反対方向へ歩き出しながら、マヒロは告げた。

「ありがとうございました！　次に機会があるなら免めん許きよ皆かい伝でんのためではなく、遊ぶために来たいと思います！」

「いえいえ、こちらこそ楽しかったですよー。またお会いできるといいですねー」

　葉多恵は笑顔で手を振ふりながら、去っていった。そして一同は紋章を取りに入ったのとは別な道へ入り、しばらく進む。

　貴月が自然に突つき出したような壁かべの一角を操作すると、岩がん壁ぺきがゴロゴロと転がり新たな道を開けた。

「これより先の道はわかるな、貴音」

「はい。……兄者？」

　貴月はその道へ入ろうとはせず、葉多恵の去った方へと目を向けていた。そして小さく独りごちる。

「……化け物は人の子に討うたれるが役目……」

「兄者？」

　地底の方から、断続的な小さな地鳴りが響ひびいてきていた。

「行け」

「しかし、兄者は……」

「葉多枝党の役は終わった。俺たちを逃のがすため、頭領は死ぬつもりだ」

「「「!!」」」

　そしてまた地の底から地鳴りが一つ。

「案ずるな、下流で合流する。急げ」

「は、はい！　わかりました！　ご無事で……！」

　そうして貴月は葉多恵を追って地上へ。パリエルたちは逆方向へと走り出す。

　走りながら、エミリオが貴音に聞いた。

「あの、ねえ、お兄さん一人で大だい丈じよう夫ぶ……？」

　だがよほど信しん頼らいが強いのだろう、貴音は振り返らない。

「兄者は葉多枝党一……いえ、頭領が言うには天下一の忍しのび、恐おそらくは……！」

　シーナが首しゆ肯こう。

「そうね、さっき見た腕うで前まえなら、並の騎き士しなら相手にならないわ。きっと大丈夫よ」

　だが懸け念ねんしたようにジェスが呟つぶやく。

「光輝の剣けんか……他の三剣を連れてなきゃいいが」

「ま、要は忍にん者じや貴月が、そういう厄やつ介かいなのと出会う前に彼女を捕まえちゃえばいいのよね」

　エミットの言葉に、貴音はもう一度頷いた。

「帝国の者たちは、まだこの場所に気付いてはいなかった様子。となれば里へ下りるまでには時間が……」

「えっ……でも待って、この場所、天魔将たちが知らせたら……！」

　パリエルの声に、一いつ斉せいに立ち止まる。聞いたのは貴音だった。

「何者ですか、パリエルさん……その天魔将というのは？」

「そっか、行き違ちがいになってる……どうしましょう、王子!?」

　振り返ると、マヒロが自分の帽ぼう子しをエミリオに被かぶせていた。

「王子？」

「後は頼たのむ。大丈夫だ、君たちは急げ」

　そう言って、マヒロは一人だけもと来た道を駆かけ戻っていく。

「王子っ!?」

　パリエルは追いかけようとして、脇わき道みちから噴ふん出しゆつしてきた凄すさまじい熱風、水蒸気に遮さえぎられた。遅おくれて赤く輝かがやくドロドロとしたものが、地を這はうようにそちらから流れ出してくる。

「なにこれ……溶よう岩がんっ……!?」

　ずずずず、と洞どう窟くつ全体が鳴動し、溶岩流は道を塞ふさいでいく。

「王子ぃっ──!!」

　それをエミットが慌あわてて引き止めた。

「無理よ護衛さん、こんなのシールドでも防げっこないわ！」

　塞がれた道を睨ねめ付けながらシーナが歯は嚙がみする。

「あの王子ったら、また勝手な真ま似ねを……！」

「言ってても始まらねえ、行くぞ。あのくそ強つええ忍者と頭領が付いてんだ、問題ねえ」

　そこにエミリオが首肯した。

「そうだね、間に合わなくなる前に急いだ方がいいかも」

「間に合わないって、どういう……！」

「ルナス姫の部隊が来てるくらいなら、きっと里の方にもスパイか何かがいるはずさ。だからこういうことでしょ」

　マヒロとほぼ同じ背格好のエミリオが、マヒロに被せられた帽子をさらに目ま深ぶかに被った。そしてその上から、さらにマントのフードを被って金きん髪ぱつを隠かくす。

「はい、アホ王子のいっちょあがりってね」

「「「あ……！」」」

　と、誰だれともなく納なつ得とくする。

　まさかこれだけのメンバーが揃そろっている中に、マヒロだけが単独行動しているとは、誰も、夢にも思うまい。マヒロがエミリオのローブを被っているという以外に、どう考えられるだろうか。

「うまくいけば攪かく乱らんできるよ。でもそれには、ホンモノが見つかるより先に僕たちが姿を見せなくちゃいけない」

　あとはもう言葉など不要だった。こちらで部隊を引き付けられれば、葉多恵、貴月、マヒロともに安全に脱だつ出しゆつできるのだ。

「急ぎましょう！」

　貴音の案内に従い、パリエルたちは洞ほら穴あなの中を出口へ向かってひた走った。
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「マヒロはその洞窟の中か」

「さー、どうでしょうかねー。今いま頃ごろはもうお外に出ているかもしれませんよー？」

　焼け落ちた鳥居の前に、葉多恵と名乗った女が一人。

　対する帝てい国こく側は、氷将、炎将、雷将。先頭に漆しつ黒こくの鎧よろいを身に纏まとった光将、ルナスはおり、その左右を剛ごう剣けんと猟りよう剣けんが固めている。さらに背後には三十からの黒騎き士し。残る七十が里の方を固めている。逃にげ場はない。

　巫み女こ装しよう束ぞく姿、黒い将校用コートを肩かたに羽織った沙耶香が進言する。

「お気を付けください、姫様。葉多枝の郷の頭かしらと言えば、齢よわい千年を超こえる化け物との噂うわさもあります」

　葉多恵は小さく呟つぶやき、嗤わらった。

「……化け物は人の子に討うたれるが役目。お屋形様より仰おおせ付かりしお役もこれにて御ご免めんとなれば……あとは死ぬのみ」

　ぶつぶつと耳に聞こえぬ呟きを他よ所そに、ルナスは告げる。

「行方ゆくえを知らぬのであればそれでいい。そこを退どけ」

「退かして見せよ。か弱き人の子のチカラ以もて」

　爛らん々らんと目を輝かがやかせ、笑ってはいるが何を構えようという気もない。

「……つくづくこの国の人間は空手が好きと見える。ならば望み通り、力ちから尽ずくで通してもらおう」

「ははっ！」

　ルナスの視線を受け、後背にいた騎士たちが葉多恵の華きや奢しやな身体からだに触ふれようとした……刹せつ那な。

「っ!?」

　フルアーマーの屈くつ強きような精せい鋭えいたちが、突とつ如じよ吹ふき飛ばされた。いや、よくよく見れば何かが生え出ている。脚あしだ。岩よりも硬かたい殻からに覆おおわれた虫の脚。鋭するどく地を抉えぐり岩をも砕くだく蜘く蛛もの脚。

　それが、葉多恵の着物の裾すそから生えていた。

「な……！」

　黒騎士たちの驚おどろく様に、葉多恵は袖そでで口元隠かくし、小さく嗤う。

「あら、はしたない。これは失礼」

「鬼おに蜘蛛との話、事実だったか！　化け物め、成敗してくれる!!」

　飛び掛かかった沙耶香の薙刀なぎなた、一度は弾はじき、二度目はしかし角度が悪くそれを断たたれる。笑えみは止やまない。

「おお、痛い痛い」

　ぞろりと地面から生えるように、裾の下より新たに三本。左右の袖よりさらに二本、うなじの裏よりさらに二本。まるでその背に、何やらを背負っているかの如ごとく。魔ま物ものではなく、人の体よりそれが生えるおぞましさに多くの者が戦せん慄りつしていた。

「何を臆おくする！　ただの化け物となれば遠えん慮りよはいらん、かかれっ!!」

　七星剣の予備ではあるが、それでも随ずい一いちの名工が鍛きたえ上げた長剣。ルナス自らが切りかかり、レイナー、沙耶香とそれに続く。

　その脚は断たれては生え、断たれては生え。生えはするが三剣の総がかりにはやがて及およばず、やがて切っ先のいくつかはその身体に刻まれるようになり、やがて着物にはどす黒い血が滲にじみ始め、やがては地に膝ひざをつく。

「ふふふくく。おお、痛い痛い。しかしあの神殺しの虎こ徹てつほど苦しくもない」

　ついに大人しくなった喉のど元もとへ切っ先を向け、ルナスは問う。

「……お前は……何者だ。人であればそのような脚はあるまい。魔物であればそのような姿であるまい」

「ヒトでなくばバケモノよ。バケモノはヒトの子に討たれるが役。バケモノを討つがヒトの子の役。サア、何ヲ躊躇ためらワン」

「そうか。それが望みとあらば……！」

　ルナスは剣を振ふり上げ、一思いに振り下ろす──！

「っ……!?」

「王子たちの姿、すでにこの中にあらず。立ち去れ」

　ルナスの剣を受け止めたのは、一振りの刀を両手に構えた、黒ずくめの男だった。

「それで立ち去る馬ば鹿かがどこにいる」

　ルナスは鍔つば迫ぜり合いを解き、対たい峙じ。

　葉多恵が薄うすく笑っていた。

「戻もどってきたんですか、貴月……。お前はいい子でしたが、最後の最後、この肝かん心じんなときに、初めて言いつけを守りませんでしたね」

「葉多枝党が消えるとなれば、もはや師し弟ていにあらず。だが、育ててもらった恩までが消えるわけではあるまい」

「そんなことを言われたら、私まで死ぬに死ねなくなるじゃないですか……もう、この者たちを倒たおすより他に逃にげ場はありませんよ」

「元より承知」

　山が、それがぽっかりと開けた口から低い唸うなりを上げていた。

　ルナスは足元に伝わるそれを感じ、木々から鳥が飛び立ち、森がざわめくことに眉まゆをひそめた。

「先ほどから地じ震しんにしては妙みようだな……。何の音だ」

「これこそ、かの王子様たちが紋もん章しようを手にした証しよう拠こ」

　ルナスは再び視線を葉多恵に向ける。驚くべきことには、それだけ傷付きながらもなお立ち上がったこと。それどころか、血ち糊のりが邪じや魔まで定かではないが、浅い傷はすでに塞ふさがり始めているようにも見えた。

「そして即すなわちそれは、この富士のお山の戒いましめが解かれたということ」

「戒め……だと？」

　オウム返しのルナスへ、葉多恵が頷うなずく。

「旧文明の崩ほう壊かい時。大きな大きな変動に見み舞まわれたこのお山は、活火山になろうとしたのです。それを抑おさえていたのが、我らが守り続けし護ご符ふ……火の紋章」

「……！」

「もはや関東一円を飲み込むほどの大噴ふん火かとは行かぬでしょうけど……里のある辺りまでは恐おそらく。あなた方も、命が惜おしければ早くお逃げなさい」

「抜ぬかせ。ならばマヒロたちがその口から炙あぶり出されるのも時間の問題ということだろう」

　くすくすと葉多恵が微笑ほほえむ。

「あなた方がそこにいたのでは、出るに出られず。中で紋章と共に焼け死ぬかもしれませんねぇ……」

「〝風〟より緊きん急きゆう!!　マヒロ王子と思おぼしき一行が里の瀑ばく布ふ裏手から現れたと!!」

　ッ……!!

　図はかられた！　こちらは囮おとりか……！

「転進!!　急……」

　ルナスの耳元に、凄すさまじい金属音が聞こえたのはそのときだった。

　報告に気を取られ、横を向いたほんの一いつ瞬しゆんの隙すきだった。視線を戻すと、黒ずくめの忍にん者じやの姿がそこにあった。振り下ろされた刃やいばは間かん一いつ髪ぱつのところに、レイナーの漆しつ黒こくの剣が受け止めていた。

「……誰だれも隙を見せるな。強い」

　呟つぶやき、レイナーが押し返す。

　無言のまま貴月がもう一いつ閃せん。今度は貴月が銀ぎん髪ぱつ鬼きの剣を押し上げる。押し上げられた場所からレイナーが振り下ろす。全身のバネを使い貴月が受け止める。

　剣によく馴な染じんだはずの騎き士したちでさえ耳慣れぬほどの、金属同士の打ち合う凄まじい悲鳴と擦さつ過か音が繰くり返される。

　二合、三合までなら沙耶香もしのげる。ルナスでもそれが二桁けたに入れば押され始める。それがもはや何十と繰り返されて、貴月と呼ばれた忍しのびは未いまだ衰おとろえない。いや、衰えるどころか素す早ばやさをして、手数でならなお圧あつ倒とうしている。

　有あり体ていに言えば、帝てい国こく側の誰もがその様子に見み惚とれていたのだ。ルナスはただ目を見張り、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「このレイナーと……渡わたり合えるというのか……!?」

　そもそも、この無口で無感動な男が、ただ一合を受けて強いと評した相手など、ルナスでさえ他ほかに聞いたことがなかった。しかも隙を見せるなということは、隙あれば猟りよう犬けんの牙きばをしても取り逃のがす危き惧ぐがあるということだ。

　薙刀なぎなたを抱いだいたまま、沙耶香が言う。

「馬鹿な……！　あの白い勇者、光の御み子こでも三人がかりでやっとだったというのに……！」

「感心してる場合かよ！　サヤカ、お師しょー、アタシらで加勢を……！」

　そう言ったキャスティを、アークセラがすぐさま諫いさめた。

「おやめなさい！　あの剣けん舞ぶのどこに、誰が入る隙があると言うんですか……！　たとえ魔ま法ほうを放っても、ああも動かれたのではどちらに当たるか……！」

　ルナスは誰へともなく小さく頭を振ふった。

　あれはそのためにわざと大きく動いているのだ。忍はそうと動かねば抗こうしきれぬように、猟りよう剣けんの動きすら誘ゆう乱らんし、他の加勢を防いでいるのだ。

「……凄まじい使い手が……いるものだな……！」

　ルナスは背筋を震ふるわせる一方で、あの中に、ああまさしくアークセラの言葉通り、光輝の剣と呼ばれる自分すら加わる余地のない、その完かん璧ぺきな剣舞の中に己おのれがいないことに歯は嚙がみする。

　瞬またたきほどの鍔つば迫ぜり合いから、一いち撃げき必殺の間合いが開く。

「「行け」」

　両者睨にらみ合うまま、レイナーはルナスに獲え物ものを追えと言い、貴月は葉多恵に逃げろと言う。間合いはそのただ一言を告げるだけのもの。やはり優ゆう劣れつもない、いつ終わるとも知れぬ再びの激げき闘とうが開始される。

「っ……転進だ、マヒロと紋章を追う！　続けっ!!」

　そうしてルナスたち全員が踵きびすを返し、森の中へ消えようとした刹せつ那な。

「何が転進だルナス・ヴィクトーラ・マジスティアぁ!!　己の獲物を放ほうってどこへ逃げるか!!　獅し子しの姫を蹴け散ちらした我が罵ば声せい、まさか聞き忘れたとは言わせんぞっ──!!」

「っ……」




　コケに。

　コケにっ……！

　本当に、本当に、どこまでもどこまでもコケにっ！




　ッッッ～～～～～～～～!!




「マァヒロォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ──!!」

　ルナスが振り返るや否いなや、洞どう窟くつの入り口にその姿を現したマヒロはわざわざ紋もん章しようを見せびらかしながらあらぬ方へと走り出す！

　待ち望み待ち焦こがれた己が獲物の姿に、ルナスの頭には完全に血が上っていた。

「止まれ、逃にげ場などあるものか!!　そこに直れ貴様ぁっ!!」

「あれだけ言ったのにまだ剣を振るしか能が無いか三さん番ばん姫き!!　捕つかまえたければその重い鎧よろいと兜かぶとを脱ぬげ!!　盾たてを捨て、剣を置け!!　ミスマルカの城下でそうしたように追ってみせたらいいではないか!!」

　どん、と洞窟の方で何かの爆ばく発はつする音がした。だがルナスにはそんなものを気にかけている余よ裕ゆうが無かった。振り返れば、もうもうたる水蒸気か、煙えん幕まくか、そういうものが見えたはずだった。

「あなたは確かに素晴らしい人だが、あまりに力に頼たよりすぎる!!」
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「私は武人だ!!　軍人が力に頼り、誇こ示じし、それの何が悪い!!」

　足を止め、マヒロが振り返った。

　あのときの笑え顔がおで笑っていた。

「そんなことは犬いぬ猫ねこでもできる」

「貴様、この私を……!!」

　追い付き、血気に逸はやったルナスが剣を振りかざした瞬しゆん間かん。

　どん、と先ほど背後に聞こえた破は裂れつ音が、今度は眼前でもう一度。

　爆風に、ルナスは盾に隠かくれた。火薬の匂におい。

　次に顔を上げたときには、そよ風に薄うすれ行く煙幕のみ。

　どこか遠い方角から、声が聞こえてきていた。

「どうかあなたには、そんな犬猫であって欲しくはない……!!」

　獅子の勇ゆう猛もうを称たたえるではなく、獅子も所しよ詮せんは犬猫の如ごとき獣けものだと、虫けらの如き蛇だ蝎かつが嗤わらう。

「黙だまれ蛇へびがぁああああああああああああっ──!!」

　怒ど号ごうは届いたのだろうか。それを聞いたような声が、アハハ、アハハと遠く遠くへ遠ざかり、やがて木立のさざめきに混ざり合うように聞こえなくなっていった。

「蛇がっ……!!」

　ルナスは下ろしどころをなくした剣を、苛いら立だちと共に、ただ深々と地面に突つき立てる。

　振り返ればレイナーと貴月の決闘は終わっていた。剣を収めたレイナーがこちらへと歩いてくるところ。葉多恵の姿もない。となればあの忍にん者じやがその身のこなしで煙幕に紛まぎれ、葉多恵と共にマヒロをさらったと考えるのが妥だ当とうか。

　ホウキに跨またがり、一度は空に上がったキャスティが降りてきた。

「だめです、ルナス様！　ヤツら森の中を移動しているみたいで、どこに消えてしまったか……」

「焼き払はらっちまいますか……？」

　ＴＧＭが言うが、ルナスは頭を振って吐はき捨てた。

「……無む駄だなことをするな。里に駐ちゆう留りゆうしている者たちは？　マヒロの仲間はどうした」

　伝信器を背負った騎き士しは首を横。

「いえ、それが……『百匹ぴきのニンニンくんが』という言葉を最後に、最前から連れん絡らくが……」

　ルナスは、ここへ来る前に通り過ぎた里の様子を思い出した。

　……そんなにいたのか、あの丸いの。

「どうなさいますか、ルナス殿でん下か」

　アークセラが問うので、ルナスは大きく一息。

「帰る」

　それから小さくあくびを嚙かみ潰つぶす。

「帰って寝ねる」

「「って……え。今からすぐ帰るんですか……？　新ほたるまで？　休きゆう憩けいとか……」」

　そんなキャスティとＴＧＭに、ルナスは胡う乱ろんげな視線を向けた。

「馬ば鹿かか、下の里に決まっている。団体で泊とまる。金を払えば文句はあるまい」

「「マジっすか」」

「ふん、何が大噴ふん火かだ。もう地鳴りも聞こえんではないか。噴火したらそのときに帰ればいい話だ」

　ルナスは地面から剣を引き抜ぬくと、鞘さやに収めた。

「新ほたるに連絡し、ヨコハマ近辺に網あみを張らせろ。本国には、ヴェロニカを含ふくむ大陸の主要各港にだ。無駄だとは思うがな」

「はっ！」

　本当に無駄だろうけれど。

　その程度で捕まるようなら、今ここで。それ以前にヨコハマで。否いな、その程度の相手であればミスマルカの玉座に対たい峙じしたあの日あの時、すでに我が手に落ちていたはず。

　状じよう況きようが悪かった。東京攻こう略りやくという余計なゴタゴタさえなければ。

　そしてマヒロの言葉ももっともだった。向こうがたった数人で動き回っているのでは、いくら自分が鎧を脱いだところで、騎士を引き連れねば身動きできぬこちらは不利。追うのは不利だ。せめてどこかで待ち伏ぶせできれば。紋章の所在を事前に察知できればだが……騎士団を連れていたのでは、やはり待ち伏せにも目立ちすぎる。

（……）

　いや、今、この面メン子ツをして逃のがしたのだ。身を守る刃やいばの一ひと振ふりすら持たぬ蛇は、身軽すぎる。どれだけ網を張ったところで、引っかかるべき鎧よろいすら纏まとわぬ蛇、容易にその網目を滑すべりぬける。

　結局はそういうことか。

　自分は丸まる腰ごし相手に剣を振ふるいたくはないのだ。でもそれを見み透すかしたように、マヒロは決して言葉でしか語ろうとはしないのだ。

　ああ、だが、だからこそこの手で、己おのれが誇ほこるこの武力で屈くつ服ぷくし、認めさせたい！　そのとき、あの口先をしてどのような負け惜おしみを言うのかを聞いてやりたい──！

「……仕切り直しだ。行くぞ」

「「「はっ！」」」

　ルナスはその心情とは裏腹に、静かに踵きびすを返した。

「明日は土産みやげ物屋でニンニンくん人形を買って帰ろう。大きいやつを。姉上たちにもな」

　そうしてルナスは、毒気の抜けたように歩き始めるのだった。
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　やがて日の沈しずむ頃ころ。

「えー、それではルナス皇女の大東京王国征服を祝しましてー、かんぱーいっ!!」

　忍にん者じや屋や敷しきの大広間に響ひびく、威い勢せいの良い葉多恵の声。威勢よく呼応する、鎧を脱ぬいだ騎士たちの声。

「……なぜここにいる」

　ルナスは半ば啞あ然ぜんと、傍かたわらの葉多恵に聞いた。

「私この忍者村の園長ですから。お客様をおもてなしするのは当然の」

「そうではなくてだな。つい今朝方、私たちはお前を殺そうとしたのだぞ」

「昔はそんなこともありましたねえ。ですけどあれは、私が死のうとしただけのことですから」

　ルナスは、室内からではただの壁かべにしか見えぬお山を見る。

「噴火するのではなかったのか」

「しなかったみたいですねー」

　……。

「恐おそらくは護ご符ふのおかげで、もう充じゆう分ぶんに鎮しずまっていたのでしょう。ささ、まずは一いつ杯ぱい」

「結局お前は何者なのだ」

「？　この忍者村の園長ですけど……」

　もういいや。

　ルナスは米の酒を一口。

「で、マヒロたちはどうした」

「さてさて。今いま頃ごろはもう、横浜港の船の上かもしれませんねえ。追わずともよろしいので？」

「ふん……」

　小さく鼻を鳴らして、ルナスは酒をもう一口。

「なんだよお師しょー、アタシより可愛かわいい弟で子しってのは。今日会ったばっかりなんだろ？　昔っからの愛まな弟子とどっちが大事なんだよー」

「少なくともあなたの方が可愛いということはありません」

　しかめつらしいアークセラと、それに食ってかかるキャスティ。おっつけＴＧＭが口を挟はさんだ。

「全くその先生の言う通りだぜ……向こうはアイドルだろうが。てめえのあのパリエルとか言うのと殴なぐり合ってるザマと来たらよぉ」

「アンタだって独眼龍に散々ブチのめされてたじゃないか」

「ブチはブチでも俺には結界をブチ抜いた功績があるんだぜぇ。てめえはゴロまいてブラ下げられてただけだろうが」

「あ～？　また表に出てうちのお師しょーに氷漬づけにしてもらいたいらしいね？」

「バーカ、そりゃてめえも一いつ緒しよ……」

（……）

　ルナスはふと、思ったことを口にした。

「お前たちが悪い」

「「……は？」」

　突とつ如じよ声をかけられたキャスティとＴＧＭが凍こおりつく。

「ブチのめされただのゴロまいただの」

「姫様、お言葉が」

　メイドの声を片手で制して。

「なぜ一人が一個軍に相当する戦略級魔ま法ほう使つかいのお前たちが、そんな原始的な方法で戦い、揃そろいも揃って逃にげ帰ってきたのだ」

「「う……そ、それは」」

　やはり何かあったのだろう。あれほどべらべらと言い合っていたのが、揃いも揃って口を噤つぐむ。言わんこっちゃない、と眉まゆ尻じりを落としたアークセラの嘆たん息そくは、ルナスの耳にまで届いた。

　それは戦略級の大出力が真骨頂の二人だから、小回りが利きかないのはわかる。ライン要よう塞さいに乗り込み、レイナーや沙耶香と渡わたり合ったという勇者たちもそれなりに強いのだろう。にしてもその小回りを補って余りあるはずのアークセラが一緒で、ああも逃げ帰るようにしてきたのは納なつ得とくが行かない。

「減げん俸ぽう。三ヶ月」

「「はい……」」

　二人はしゅんと肩かたを落とした。

「おやおや、宮仕えは大変ですねえ。ささ、一杯どうぞ」

　促うながす葉多恵へ杯さかずきを差し出しながらルナスは言った。

「お前たち、私に仕える気はないか」

「あらあら、ご冗じよう談だんを」

「そうです姫様！」

　強い口調で言ったのは沙耶香である。

「よもやその女の化けの皮の剝はがれた姿、見忘れたわけではありますまい！」

「見忘れてはいないが、四六時中化け物というわけではないのだ。良いではないか」

　啞然と黙だまった沙耶香を他よ所そに、ルナスはさらに聞いた。

「ではあのタカツキという男はどうだ」

「さてさて、あの子はあれで不器用な子ですからねえ。宮仕えなんてとてもとても……」

　ふむ。

「マヒロを送りに行ってそのまま向こうに……ということは」

「いえ、もうこの屋や敷しきに帰っておりますよ」

「そうか。では配下になれとは言わん。後日、参考のために我が軍の前でレイナーと手合わせをさせたいのだが」

「遊びならば付き合う気はない」

　他ほかでもないレイナーの言葉に、ルナスはむぅと小さく唸うなった。面おも白しろくもなさそうな表情はいつものこととて、もう少し融ゆう通ずうの利かないものか。

　沙耶香が、おずおずと申し出た。

「その、姫様。私からも申し上げますと、お二人では凄すごすぎて参考になりません。むしろ自信をなくす者が大半かと……」

　あー。

　そういうこともあるか。

　沙耶香までがそう言うのでは、確かに並の剣けん士しでは、二人の動きを追いきれないか。いきなりあんなものを見せられては、剣の道を究きわめるなど土台不可能と投げ出す者がいてもおかしくはない。

　うふふと葉多恵が笑ってみせる。

「貴月と正面からやり合えた方はこれで二人目。大変な剣士さんです、皇女さまは大切にされるとよろしいでしょう」

「なんだと？　レイナーで二人目？　他にもいたというのか？」

「ええ、はい。何年か前ですが、確か……」

　思い出すように虚こ空くうを見上げ、小首を傾かしげて。

「ラン……ラン……。るー？　違ちがいますね、名前は忘れましたけど……ともかく、それはそれは見事な青い鎧よろいを身に纏まとった、自じ称しよう真の勇者さんかもしれないという方が」

「なんだ、自称の上にかもしれないとは。いい加減なやつだな」

「はぁ、私に言われましてもねー」

「で、お前はよくわからん何かとして、あの貴月は何者なのだ？」

「うちの一番の忍にん者じやです」

　……。

「私も少しお聞きしたいんですけど、そちらの銀ぎん髪ぱつさんこそ何者で？」

「聖剣の国、エルクレセルの生き残りと聞いている」

　すると葉多恵は、得心したように大きく頷うなずいた。

「ああー、優ゆう秀しゆうな剣士さんがたくさんおられたそうで。各国に派は遣けんされた傭よう兵へい団は、それはそれは強かったそうで……」

　突如。

　レイナーが食事を半ばに席を立った。

「姫。悪いが休ませてもらう」

「ああ、今日はいいものを見せてもらった。ゆっくりと休め」

　退室するレイナーを見送ってから、着物の袖そでで口を押さえた葉多恵が遠えん慮りよ気味に声を潜ひそめる。

「これはこれは。何か気に障さわることを言ってしまったようで……」

「気にするな、そういう奴やつではない。ただあれの父親は、その傭兵団の一つの団長だったそうだ。銀ぎん髪ぱつ鬼きのあだ名は、元はその父親のものだ」

「ああー……左様でしたか。それはそれは。お辛つらい境きよう遇ぐうだったようで」

　ルナスは一息。

「それだけにな。強いは強いが、いつ私の元を離はなれるかわからん」

「ほう？」

「エルクレセル王家の血族は絶えたということになっているが、背中にその紋もん章しようを負った姫が一人、生き残っているという噂うわさもある。噂は噂だが……」

　あれの目的はエルクレセル領を拝領することらしい、と以前にユリカから聞いた。帝てい国こくの領土から比すればたかが一地方、彼の腕うでなら戦功を重ねれば容易たやすいことだろうが、問題はその故国への忠節。万が一、亡国の姫が見付かるようなことがあれば、どうなるかわからない。

「……ああ。以前、お泊とまりになりましたねぇ。その紋章を背」

　ルナスは葉多恵の口を手で塞ふさいだ。

「私は別に、エルクレセルにも、その姫自体にも興味はない。だがエルクレセルを領下に置く我が国としては、そういう生き残りがいてもらっては困るのだ。言っている意味がわかるな？」

「もごもご」

　葉多恵が頷いたのを見て、ルナスは手を離した。

「ははあ、俗ぞくに言う国策というやつですか」

「そういう小細工は私は嫌きらいなのだがな。いるならいるで、その姫ごと抱かかえ込んでしまえばいいのだ。ただ……件くだんの傭兵団が強すぎたことを、危き惧ぐしているらしくてな」

　たとえば姫が見付かったとして、彼女に帰属の意志がなかったとしたら。独立を求め、旗はた揚あげしたとしたら。ともすればじっと息を潜めているかもしれない残党がその呼びかけに呼応し、あのレイナーも離り反はんし、その旗の下にかつての傭兵団のメンバーが集まったとしたら。

　それが最悪のシナリオ。

　思案するルナスへ述べたのは沙耶香だった。

「お言葉ながら、あのレイナー将軍がそう易やす々やす裏切るような方とは思えないのですが……」

「そうだな。恐おそらくそうだろう。だからこそだ」

「と、おっしゃいますと……？」

　瞬まばたきする沙耶香へ、ルナスは続ける。

「結局、あいつの心根はエルクレセルにあるままなのだ。我が軍に身を置いていることこそが仮かり初そめで……ならば私の元を去ってその姫の方へ行ったところで、それは、本来あるべき場所に戻もどるだけの話だろう？」

「なるほど……」

「……まあ、姫とやらが見付かったらの話だ。見付かったとして、その姫に、我が国に対し反旗を翻ひるがえすだけの度胸があればの話だ」

　無論。その可能性が捨てきれないからこそ、血が途と絶だえたと、いるかいないかもわからぬ残党たちに対して、政治的に喧けん伝でんしているのだが……。

　ああ、詮せんのない話だ。

「……そうだな。我々にとっては、いるかいないかもわからん姫よりは、今日取り逃のがした王子の話でもしようか」
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　一方。

　御殿場で貴月らと別れたマヒロたちは、帝国軍の勢力下となった横浜には戻れようはずもなく、西日本公国を目指していた。横浜以上に雑多な大陸との玄げん関かん口ぐち、長ナガ崎サキか。それともエミリオがコネを持つ、呉クレの造船街で船を買い上げてしまうか。はたまたその瀬せ戸と内ない海かい近きん隣りんの、やはりエミリオがコネを持つ海かい賊ぞく団に話を付けて大陸まで運んでもらうか。

　海賊船が一番手っ取り早いのだが、シーナとエミットの猛もう反対に会い、船を買うのはさすがにコスト的にも、また単独航海の危険性も高すぎる。結局は西の端はしの長崎まで行くことになった。

　ここはそこに至る途上の宿場町。

　明々と月の照る夜だった。

「あたた……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　もう、あなたね、女の子なのにあんな取っ組み合いのケンカなんてするから……」

　シーナは絆ばん創そう膏こうを剝はがし、擦すりむけたパリエルの頰ほおに、脱だつ脂し綿めんで改めて消毒薬を塗ぬっていく。

「痛い、痛いって、しみる……！」

「わがまま言わないの。自じ業ごう自得でしょ」

　パリエルが、染しみる薬液にビクビク怯おびえながら言った。

「エミットさん、魔ま法ほうでこう、ぱぱっと……」

「あのねー、護衛さん。あたしたちの魔法ってのは一応、主から授さずかった奇き跡せきなわけ。チンピラ同士のケンカの傷治すとか、そういう安売りはしてないのよん♪」

　エミットが部屋まで持ち込んだエール酒をウマウマと。シーナは呆あきれ返る。

「あなたの神様ってほんと都合よくできてるのね。お酒は飲んでもいいし、助けには応じなくてもいいし」

「寛かん容ようなのよ、寛容」

　だからこの女もずぼらなのだろうか。

　あまり深くは考えず、シーナはパリエルの手当てに戻った。

　確かに魔法で治すやり方もあるが、回復魔法とは言うなれば戦せん闘とう時や大おお怪け我がのときの非常用なのだ。女の子だし、こういう打ち身や擦り傷であれば、やはり自然治ち癒ゆに任せるのが綺き麗れいに治って一番良い。たとえばあのジェスの顔の傷など、怪我の度合いもひどかったのだろうが、それだけに急ぎの手当てでもあったのだろう。

「ま、ぶっちゃけ回復魔法ってものすごく疲つかれるから嫌いやなだけなんだけどねー……」

「あ、そ」

　取り合わず、シーナは再びパリエルのほっぺたに絆創膏をぺたんこ。

「はい、次は腕うでね。あーあー何よこれ、猫ねこの引っかき傷みたいじゃない」

「私は歯形つけてやったけどね！」

「威い張ばらないの」

　シーナがぴしゃりとその腕を一叩たたきすると、パリエルは奇き声せいを上げて押し黙だまった。

「そんなに嫌なら、自分で回復魔法でも習得すればいいのよ」

「えぇ……？　でもそういうのって、魔法の中で一番難しいって聞いた気が」

「当たり前でしょ。そんな便利な魔法や難しい魔法、誰だれでもぽんぽん使えるなら紋もん章しよう符なんていらないわ」

「……帝てい国こくのあの人、ぽんぽん使ってたけど」

　パリエルの言葉で思い出して、シーナは小さく溜ため息いきをついた。

「氷将、アークセラね。ああいうのは別格よ。要よう塞さいのときもそうだったけど、今回も自分の未熟さを思い知らされたわ。そうね。あれこそ私の目標。目指すべきスタイルなんだわ」

　思考の切り替かえにノータイムで追従する。まるで何かのスイッチで操あやつるような一いつ瞬しゆんの変へん幻げん自在、無段階に切り替わる七色の魔法剣けん。

「……師し匠しようね。その通りよ。上等じゃない。見てなさい。弟で子しはいつか師匠を超こえるものだってことを……！」

「痛い、痛い痛い痛い！　シーナ、シーナってば力入れすぎ！」

　パリエルがタップしていた。

「あらごめんなさい。まあ死にやしないわよ」

「死にやしなくても折れるかと思った！」

「もう、いちいちうるさいんだから……」

　消毒が終わり、薬草を煎せんじた軟なん膏こうをぺたぺたと。

「はい、じゃあ背中も見せて」

「へ？」

「背中よ。お腹なかとか足とかは自分でできるでしょ」

「いや、別に背中は痛くないし……」

「あれだけ転げ回ってそんなわけないじゃない。アザが残ったりしたらあなたも嫌でしょ？」

　シーナが伸のばした手を、パリエルが受け止める。

「自分で見えないから別にいいよ」

「……。将来的に見られたら嫌でしょう、って」

「どれだけ未来の話かわからないし、いいよ、って」

　二手、三手と伸ばしたシーナの手を、かわし、さばき、受け止めるパリエル。

「……。いい加減強ごう情じようね」

「いやいや、それはシーナが強情なんじゃ」

　は。ふ、やあ、とう、たあ。

「そういえばパリエル、あなた昨夜も一いつ緒しよにはお風ふ呂ろに入らなかったわね」

「それはほら、隙すきあらば二人の勝負を覗のぞきに行こうとする害がい獣じゆうを捕つかまえてたから」

　ばっ。ばばっ、ばっ、ばっ。

「……なんか、汝なんじたちあれよ。ほら。サーカスのカンフーアクションでもやってるみたいね」

「勇者の私が見せろって言ってるんだから黙って見せればいいのよ!?」

「あ、なんかいま本心が垣かい間ま見みえたぞ！　アイドルとか言われてるくせに、勇者なら何してもいいと思ってるんだ！」

「当たり前じゃない」

「……。うわ」

「隙ありっ!!」

　パリエルがどん引きした瞬しゆん間かんを狙ねらい澄すましたかのように、シーナは飛び掛かかった。

　どたん。ばたんがたん。

「わー、わー、わーっ、女に脱ぬがされる趣しゆ味みはねーぞコラぁ!!　男もだけどっ!!」

「いいじゃない減るもんじゃないし、女同士なら責任の取りようもないから安心しなさいっ!!」

　わーわーわー。ぎゃーぎゃーぎゃー。

「ちょっと。ねえ、汝たち。もう遅おそい時間だから……。ちょっと……」

「取ったあっ!!」

「やーっ!?　わーっ！　馬ば鹿かーっ!!　馬鹿勇者ーっ!!」

　パリエルの腰こしに馬乗りになり、その服をめくり上げたところでシーナは動きをやめ、目を疑った。

「って……え……？　パリエル、あなた……これって……」

「……？　ぶごふっ!!」

　酒を口に含ふくんでいたシスターが、それを見て盛せい大だいに吹ふいた。




　　　　◆




　少し前。

　隣となりの男子部屋は、普ふ通つうにみんな布ふ団とんに潜もぐっていた。

「……ピンキリだけどね。基本的には足が速いんだよ、海かい賊ぞく船て。一いち撃げき離り脱だつが仕事だからさ」

「本当にエミリオは顔が広いなぁ……余もそういうツテがもっとあるといくらか楽なんだけど」

「あはは、それじゃあぼくがいくらか紹しよう介かいしようか。もちろん紹介料をもらえるなら、だけど。でも犯罪組織とかだと、立場上そこまで使い道がないんじゃない？」

「あ、犯罪組織はいいです。余は大君を知っているので」

「!?　大君!?　ヴェロニカからシベリアまでのドンじゃない！　紹介してくれるなら、ぼくの方からいくらか出すよ……!?」

「一雑貨屋の払はらえるいくらかなんて、それこそ使い道が……」

「二億出すよ!?　三億でもいい!!」

「……。エミリオ、君はほんとにどれだけ手広くやってるんだ……？　そんな金があるならもう少し国の方に税金をだね……」

　やいのやいの。

　少し耳みみ障ざわりだったが、毛布の中で目を閉じたジェスはいちいち言わなかった。

「店を取り潰つぶそうとするだけの国に払う税金なんてないよ」

「あるだろう、場所代とか、見み逃のがし料とか」

「王子、賄わい賂ろは犯罪だよ」

「そうですか。まさか君に法について教わるとは思わなかった」

「失敬だなぁ……うちは限りなく黒に近いグレーゾーンでやってるだけだよ。たとえ全世界の海が黒一色だったとしても、白を一いつ滴てき混ぜた時点でそれは完全な黒じゃなくなるのさ」

　それは普通どう見ても黒だろう、と思ったが、ジェスはいちいち言わなかった。

「君の場合だ、むしろその唯ゆい一いつの白が何を示しているのかが興味深い」

「たとえば履はくだけで背が伸びる魔法の靴くつの製作を、身寄りのない子供たちを育てている教会に発注したり……」

「君、そのうち本当にシスターに殺されるぞ」

「あはは。じゃあ前も言ったけどさ、王子。傭よう兵へいとかどう？　エルクレセルの外貨稼かせぎじゃないけど、腕うでのいいのが……」

　ジェスはふと目を開け、口を開いた。

「……なんだ、その外貨稼ぎってのは」

　エミリオが言う。

「ああ、ごめん。起こした？」

「かまわねえ。それより……」

　言葉半ばのところで、察したようにマヒロが言った。

「エルクレセルは、うちやハイランドと同じでね。これといった産業がなかったらしい」

「……」

　幼い頃ころとは言え、ジェスの中にもいくらかの記き憶おくは残っていた。中原から教団領へと到いたる山やま間あいの国。魔物に対しては天然の要よう塞さいであった一方、その要塞という器うつわを超こえてまで発展する余地のなかった国。

　自然は美しく、しかしただそれだけの。その後に見て回った帝てい都とや、共和国の豊かさからすれば、比べるべくもない。

　マヒロが続ける。

「それでもうちの国は旧ミスマルカ王朝の肩かた書がきや、中原のど真ん中にあって交通の要よう衝しようとして……ハイランドの方は、徹てつ底ていした宗教国家としてまだ細々とやってこれた」

「エルクレセルは」

「だから人を輸出した。傭兵を各国に派は遣けんして外貨を稼いだ。小国とは言え、国家予算を賄まかなうだけ稼いだんだ。聖剣の国の名に恥はじず、そりゃあ強かったらしい。魔物相手はもちろん、国同士の戦いくさならエルクレセルを取った方が勝つとまで言われたほどだ」

　だから男手はあまりいなかったのだろうか、とジェスは思い起こす。

　女子供と年寄りと。そんな印象がある。

　国が滅ほろびてからは師し匠しように拾われ、勇者に選ばれてからは西域へ潜り。思えば……姫の噂うわさを偶ぐう然ぜんに聞きはしたが、その姫や、国についてはほとんど話を聞いたことがなかった。いや、聞こうとしなかったのだろうか。無意識のうちに避さけていたのだろうか。

　そして、聞かない方が良かったかもしれない。

「……ロクな国じゃなかったようだな」

「そう言うな、やり方の問題だ。ロクな国なんてそうそうあるもんじゃない。あったところで、喰くわれて終わるからだ」

　一息してからジェスは尋たずねた。

「ミスマルカもか」

「……ああ。いつだか国交の記録資料を見たけど、エルクレセルと最も親交が深かったのは他ほかでもない、うちの国だ。ミスマルカを攻せめれば外貨稼ぎが出てくるぞ、ってね」

　やり方か。

　強きを引き込む。弱ければ利用する。恐おそろしく強い傭兵を引き込むために、それくらいしか誇ほこるものがない小国を利用する。

　それもやり方。

「あの王様もか」

「父上の代からだ」

　心なしか、マヒロの声が浮ういていなかった。部屋にはわずかな月明かりだけ。表情はよく見えなかったが、その声にはどこか影かげが差しているようだった。ジェスにとっては、初めて聞くトーンだった。

「……たった一人の家族だろう。悪く言うもんじゃねえ」

「意外だな。君こそ、一つきりの祖国だ。悪く思わない方がいい」

　きゃーきゃー。

　少し不ふ穏おんになった空気に、居い心地ごこち悪そうにエミリオが言った。

「あの、ねえ。どっちもそんな、僕たちが生まれる前のはっきりとしない話じゃない？　お隣となりみたいに楽しくやろうよ」

　きゃーきゃー。ぎゃーぎゃー。

　気付いたようにマヒロが言う。

「……隣は賑にぎやかですね。エミリオ」

「橋が転げ落ちてもおかしい年頃ごろってね」

「それは歳としに関係なく別な意味でおかしいと思いますが」

　ぎゃーすかぎゃーすか。

　どたんばたん。

「けど、これはさすがに賑やか過ぎやしませんか」

「……そうだな」

　ジェスはベッドから身を起こした。

「君が言ってくるかい？」

「ああ。どうせあいつが酒でも飲んで暴れてんだろ」

「余の耳にはもう少し若い二人が暴れているように聞こえるのですが……ま、君からの方が言うことを聞いてくれるだろう」

　ジェスは廊ろう下かに出て、隣の部屋へ向かった。

　何を取ったの取らないのと賑やかなドアを、苛いら立だちが先立って、ノックもせずに押し開ける。

「おいてめえら、うるせえ」

　どういう状じよう況きようなのか、パリエルはうつ伏ぶせになり、その上にシーナが跨またがり、ベッドではエミットが膝ひざの上を水みず浸びたしにしてひたすらむせ返っており。

「ったく、何やって……」

　言いかけ。ある一点に視線が釘くぎ付づけになった。視線だけでなく、思考まで停止した。

「わー、馬ば鹿かー、見るなーっ!!」

　それに気付いたようなパリエルが力ちから尽ずくでシーナを押し退のけ、裾すそを下ろすより先に壁かべを背にする。

「っ……」

「ジェス君……見た……？　見てないよね？　見み間ま違ちがい……」

　見間違えるはずがない。

　大きな傷きず跡あとの下に。

　何年か振ぶりに見た、祖国の紋もん章しよう。

　聖剣の紋章。




　──僕は、君たち二人の求める姫ひめを知っているぞ。




（野や郎ろうっ……、本当に知ってやがったのかッ……!!）

　あとは自然に体が動いていた。

　膝を折り、膝をつき、手をつき、頭を垂れ。

「数々の失礼、どうかお許し頂きたい、パリスティエル姫っ!!」

　　　　[image: ]

「ちょっと……ジェス……」

「我が勇者……」

　今であればはっきりとわかる。

　諦あきらめていたのだ。

　こんな自分の居場所など。

　こんな自分の居場所など。

　こんな自分の居場所など。

　だが違った。

　なかっただけだ。こんな自分の帰るべき場所、なくなったからとずっと言い聞かせてきただけだ。求めても求めても止やまなかった帰るべき場所。仕えるべき主を、諦めていただけで、心の底では、ずっとずっと。

「顔を上げて、ジェス君」

「知らなかったこととは言え、どうか……！」

「いいよ、そんなの」

「だが……！」

「……顔を上げなさい。これは命令です」

　まるで人の変わったような言葉に、ジェスは弾はじかれるように身を起こした。

「わ、悪い……じゃねえ、すまねえ……いや……」

　言い慣れぬ言葉遣づかいに四苦八苦するようなジェスに、パリエルが小さく噴ふき出した。

「あはは、やっと普ふ通つうの男の子らしくなった」

「っ……」

　ジェスは面めん食くらってから、ばつの悪さに項うな垂だれる。だが次にパリエルが見せたのは、対たい照しよう的な寂さみしげな微び笑しよう。

「……その通りだよ。私には、エルクレセル王家の血が流れている。背中の紋章は、その証あかし」

「なら……やっぱり、見間違いなんかじゃねえんだな!?　あんたが……！」

「だからなに？」
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「っ……」

　パリエルの目が一変し、その表情に、声に、ジェスは固かた唾ずを吞のんだ。ようやく巡めぐり会えた主君の声は、ひどく冷たく、そっけないものだった。

「背中に紋章があるから、なに？　私にあるのは、紋章だけ。王位継けい承しよう者としての紋章だけだよ」

「だが……！」

「それがなければただの女の子。せめてこの紋章さえなければ、ただの女の子として生きてこられた。そんなものが何？」

　そんなあまりに痛々しい笑え顔がおに、ジェスは声を失った。彼女の背に、刹せつ那なに垣かい間ま見みた自分の希望は、彼女にしてみれば呪のろいの十じゆう字じ架かでしかなかった。それはいつも明るい彼女が見せた、初めての表情。いつもいつも、明るく振ふる舞まえと自分に言っていた彼女が、裡うちに抱かかえていた……血を吐はくような本心。

「その血が流れていて、紋章があるから、何だっていうの。いるべき国はない。そう呼んでくれる民たみもいない。それなのにお姫様だなんてふざけないでよ。馬鹿にしてる」

「違う、オレは、そんなつもりで……！」

「いるじゃないの！」

　シーナが強い口調で言った。

「ここに一人、あなたを姫と呼ぶ民がいるじゃないの!!」

「……たった一人で、何ができるっていうの？」

「たった一人で魔ま王おうを殺すと言って、本当にたった一人で西域まで行って生せい還かんした勇者よ！　それに比べれば国を興おこすことの方がよっぽど容易たやすいわ！」

　しばしの間、鬼き気き迫せまるような二人の睨にらみ合いが続いたが……先に目を逸そらしたのは、パリエルだった。

「……それはね、エルクレセルが蘇よみがえるなら、どんなにか素す敵てきだと思うよ」

「だったら……！」

　急ぐようなシーナに、パリエルはかぶりを振ふる。

「違うの。それは別に、私が姫ひめとか女王とか呼ばれたいわけじゃなくて……私はただ、ちっちゃい頃ころの思い出にあるような、みんなが笑顔で暮らしていた……そんなエルクレセルがあの場所に蘇ってくれればと思っているだけで……。だから……うまく言えないけど、いいんだよ、ジェス君。そんなことしなくても。私に手をついたりしないで。お願いだから、もうやめて」

　ジェスは何も言えず、何かを告げようと口を動かしては……結局声にできない。

　エミットが言った。

「でも護衛さん……どうしてミスマルカに」

「それは……」

　言いかけ、一いつ瞬しゆん口ごもり。

「ミスマルカに来たのは成り行きですけど、でも、今は違います。王子が……自分なら、大陸を統一して、いつかエルクレセルも蘇らせることができるかもしれないって……そう約束してくれたから。そのために護衛を……」

「……悪い。すまなかった」

　呟つぶやき、ジェスはふらりと立ち上がる。

　あとは無言で、生気の抜ぬけたようにその場を後にした。

「ジェス……」

　追いかけようとしたシーナを、エミットが引き止める。

「我が勇者のことは、あたしが見てくるから」

　そう言って、シスターも部屋を出て行った。

　暗い表情で俯うつむいたパリエルが呟く。

「……だから、嫌いやだって言ったのに……」

　シーナは閉まるドアから、再びパリエルに視線を移した。

「でも……あんまりよ、パリエル」

「私なんかを仰あおいだって、いいことなんてないよ。そんなことを言っていたら、ジェス君だっていつ残党狩がりに遭あうかわからない」

　その不ふ穏おんな言葉に、シーナはあっと口を噤つぐんだ。

　エルクレセルは現在、帝てい国こく領であるという現実。支配者からすれば、その王家に連なる者が帰属の意志もなく生き残っているのは、邪じや魔ま以外の何者でもない。だからパリエルも、王家の者としてひたすらそれを隠かくす一方で、表向きにはただの少女として振舞い、生きてきた。

「……それは、あなたが辛つらい境きよう遇ぐうだっていうのもわかるけど……でも、パリエル。自分には魔王しかないって言ってた彼なのよ……」

「……っ」

　パリエルが小さく息を吞のんだ。

　ようやく思い出したのだろう。

　最近は互たがいに慣れて、改めてそんな話をすることもなくなったが。あの勇者の抱えた心の闇やみ。そこにようやく射さし込んだ、希望の光の意味を。

　やがて彼女は、嚙かみ締しめるように頷うなずいた。

「うん……そう、だね。そうだよね……ジェス君には、謝らなきゃ。……でもごめん、今日はもう、なんだか疲つかれた」

「……ええ」




　　　　◆




　宿の裏。

　野っ原。

　木立。

　月。

　あとは何もない。小さな宿場町だった。

　自分の他ほかに出歩いている者もない。

　そよ風の凪なぐ静かな夜、ジェスは一人で立ち尽つくしていた。何を考えようにも、何もない。草いきれを感じ、風の音を聞きながら、空っぽの頭で息をつく。

（……俺は……）

　自分は何を舞まい上がったのだろう。

　帰るべき場所を求めていたのは、ただの自分勝手だったのだろうか。同どう胞ほうがいるなら、誰だれしも帰るべき場所を、エルクレセルという故国を求めていると思っていた。だがそんなのは勝手な思い込みだったのだろうか。

　少なくとも……その国が求められこそすれ、やはり自分など求められてはいなかった。

「……」

　背後からの、ちゃぷちゃぷと酒さか瓶びんの揺ゆれる音に振り返る。歩いてきたのはエミットだった。

「あ～、いたいた。なぁに黄昏たそがれてるのよっ。知ってる？　黄昏ってお日様が沈しずんだくらいのときのこと。だから我が勇者は、お門かど違ちがいってやつね～」

　共和国のときもそうだった。よくわからないシスターだが、なんだかんだでこうして気を遣つかってくれる。

　そのエミットが隣となりに並び、同じ月を見上げた。

「いや～、もう参っちゃったわ。護衛さんの背中見た瞬しゆん間かん、思いっきり吹ふいちゃって……」

「……」

「……汚きたないとか、もったいないとか、何か言うことはないの？」

「アホかてめえ」

「あ～。うん。そうね。その答えは予想してなかったわぁ」

　笑いながら、エミットはラッパに一口。

「それで……どうするの、我が勇者」

「何がだ」

　ぶっきらぼうな声に、エミットが苦く笑しようした。

「……護衛さんもね、不安なのよ。帝国の目を逃のがれて、隠れ隠れて生きてきたのよ。汝なんじみたいな生き残りが集まって、祖国解放と言ってくれたって、それはそれでプレッシャーよね。そして一度帝国に反旗を翻ひるがえしたら、そうして慕したってくれる彼らを死地に追いやる引き金は……他でもない、あの子自身が引かなくちゃいけなくなる」

「……そう、か。そう……だな」

　今まで一人だったから、自分のことだけを考えて生きてきたから、人を率いる者の気持ちなど思ってもみなかった。

　ああ、そうか。あの要よう塞さいでマヒロがユリカに言ったこと。そして自分が嘆たん願がんしたこと。戦いくさを始めるのであれば、誰かがその引き金を引かなければならない。

「ええ……重荷よね。そりゃ重荷だわ。誰だってそんなの投げ出したくなる。生まれたときからそんな厄やつ介かいな紋もん章しようを押しつけられてたんじゃ、それは世の中恨うらみたくもなるわ。王子様が解放してくれるって言うなら、それはおんぶに抱だっこの方が楽よね」

「……ああ。そうだな……」

「でもね。エルクレセルとして蘇らせるなら、結局は護衛さん以外の誰かじゃ駄だ目めなんじゃないかしら」

　他の誰かが主になったところで、それは帝てい国こく以外の国の属国という形かもしれない。そもそも傭よう兵へいくらいしか名物のないような国土では、どこの国も欲しがらないかもしれない。

　今は滅ほろびたままの廃はい墟きよ以外には、帝国の砦とりでが置かれているだけと聞く。

「護衛さんにその気はないわ。なら誰かが言わなくっちゃ。でも護衛さんはそれを隠かくしていて、他の誰も知らないのよ。じゃあ言えるのは誰？」

「……」

「その気がないなら、その気になるまで待つのもいいわね。王子様が解放してくれるなら、そのときまで待てばいいじゃない。でもそのときに汝がそこにいないんじゃ……彼女を立てることも、そうして国を興おこすお手伝いをすることも、できないんじゃないかしら」

　それは、西域にいたのでは決して叶かなわぬ夢。

　夢……。

「手伝い……か」

「……あのね、我が勇者。人は誰も不幸になるためには生まれてこないのよ。幸せになるために生まれてくるわけ。汝殺すことなかれっていうのは、端たん的てきにそのことを表しているの。人の手は誰かを殺して不幸にするためじゃないの、何よりもまず、自分の幸せを摑つかむためにあるの」

　エミットが振ふり返る。

「我が勇者、前に言ったわよね。腕うでが一本しかないから、とても他の人まで守れないって。自分の身を守るので手て一いつ杯ぱいだから、せめてその命を使って魔ま王おうを倒たおしたいって。でもそれって……戦うためにナイフを握にぎれば、それっきりってことよね」

「……ああ」

「確かに腕一本失なくしたけど……、せっかくもう一本残ったんじゃない。今までは他に使いようがなかっただけで……本当は、心のどこかでは違ってたんでしょ？　だからいつもいつも、こんなザマだから、って……他ほかの人へじゃないわ。汝が自分自身に言い聞かせてきたんでしょ？」

「……」

　一いち陣じんの夜風が吹き、ざあっと草原を撫なで流れて行く。

　なかなか言葉を返さぬジェスへとエミットは笑いかけ、再び月を仰あおぐ。

「……我が勇者、もう他の人の一いつ生しよう涯がい分の試練を受けているわ。この先、その手を誰だれのために、どう使ったって、誰も文句を言えないし、文句を言う筋合いもないのよ。それが……たとえあの護衛さんであってもね」

　そうして彼女は、また月見酒。

　エミットは飽あくまで、そうではないかと言うだけで。それが幸せではないかと言うだけで、決してそうしろとは言わなかった。ただ一つ残されたその手をどう使うか。言うなれば己おのれの命、生き方、どうすべきかは己で決めろと言っていた。

（俺の……手……）

　見み詰つめたところで、何が変わるわけでもない手の平。軽く握り、また顔を上げる。

「……っていうのは、まあ、シスターとしての建前だけどね」

　話の流れからは突とつ拍ぴよう子しな口ぶりに、ジェスは彼女を振り返った。

「ほんと言うとね。そんな勇者に興味ないんだわ、あたし」

　シスターは、ひどくつまらなそうな、皮肉げな笑えみを浮うかべていた。

「亡国のお姫様を立てるとか、みんなで協力して悪い帝国をやっつけるとか、どこかで聞いた話よね。そこらの絵本にも載のってるような、一山いくらのよくできた勇者のお話。主は幸せを摑むために人の手を創つくり給たもうた？　はっ、聖言のどこにそんな節があるってのよ。試練も知らずに幸福だけは欲しがる馬ば鹿かから、寄付を巻き上げるための戯たわ言ごとよ」

　そうして満月を背負い、殺気すら垣かい間ま見みえそうな低い声。

「まだ迷ってるなら最後に一つ、いいことを教えてあげるわ我が勇者」

　それまで見せたこともなかった真顔で言う。

「本当の神さまっていうのはね、救いも慈じ悲ひも、与あたえてなんかくれやしないの！　教会で祈いのってるような連中に、本物なんて見えちゃいないわ！　片目片腕奪うばわれて、それでもひとり西域潜もぐって来たんでしょうが！　地べた這はいつくばって泥どろ水みずすすって、木の根の草の根かじったときに、汝なんじが呪のろった相手がそれよ！　恨み辛つらみ悲しみ死ねと、試練を与えたそのものよ!!」

　また、風が吹ふく。

　シスターの表情に、からかうような節はなかった。いつもの冗じよう談だんめかした色もなかった。恐おそらくはこれが、彼女の素す顔がお。

「それが……てめえの〝導き〟か」

「汝が受けた〝神しん託たく〟よ」

　しばしの間。

　一つの瞬まばたきのあと、エミットは、いつもの笑顔に戻もどっていた。

「……とまあ、今のが従者としてのあたしの本音。あたしが信じてるってだけの神さまの姿。我が勇者に、ただすごい勇者になって欲しいってだけの……あたしの勝手な願望ね」

　自じ嘲ちようしながら彼女は続ける。

「でもまあ、逆に言えば勇者だとか神託だとか、その程度のものなのよ。自分じゃ嫌いやだから勇者に押し付ける。肩かた書がきだけじゃ怖こわいから、神託ってお為ためごかしを貼はり付ける。ねえ、そんな誰かが押しつけた運命なんて、全然気にする必要ないんだわ」

「……ああ。結局、魔王を殺す他にねえってことだろう」

「そう、結局は……」

　言いかけたエミットが、ぱちぱちと瞬きを繰くり返す。

「……我が勇者。あたしの話、聞いてた？　気にすることないって……」

「だが、さっきのがてめえの本音なんだろう」

「それは……だから」

「いいんだ。俺が勘かん違ちがいしただけだ」

　目を失くした。腕を失くした。帰るべき場所を失くした。

　ならばどれだけ嘆なげいたところで、それが現実だ。それが全すべてだ。

「何を浮かれてたんだかな。マヒロがエルクレセルを蘇よみがえらせたところで、そうしてパリエルが女王になったところで、俺の居場所までが蘇るわけじゃねえ。そこに俺の家はねえ。帰りを待つ家族が戻ってくるわけじゃねえ」

「……確かに、過去に亡なくなった人は戻ってこないわね。でも、家も家族も、これから先、誰かと新しく作ることはできるわよ」

　ひどく優やさしい声だった。だがジェスは首を横に振ふった。

「それこそ他のやつらがやりゃあいい。たぶん俺じゃあ、まともにパリエルを支えられねえ。まともな家族だって作れやしねえ。だが……」

　だが。

　ジェスはただ一つ残った己の手の平を睨にらみ付け、固く握にぎり締しめた。

「……魔ま王おうは別だ。誰かじゃねえ。祈れば幸せの手に入るような、そんな真っ当なやつらが命を懸かけることはねえ。俺ができるなら、俺がやるべきだ」

　試練を与えられた。

　片目、片かた腕うで、家族、祖国。何もかもを奪った運命。それが神だと言うのなら、だが自分は同時、それと向き合うに充じゆう分ぶんなだけの憎にくしみを与えられたのではないか。刃やいばを振ふるうだけなら充分な一本の腕と、その敵を見定めるために充分な一つの目を残されたのではないか。

　ならばそういうことだろう。それが試練というものだろう。

　家族は、多くの同どう胞ほうたちは、ただ死ぬしかできなかった。でも自分は違ちがう。彼女の言う通りだ。まだ恨うらみ、辛み、悲しみ、死ぬことができる。

　ならば誰だれかではない。自分がだ。

「もしそんな国だとか、家族だとか、そういうことができるなら……その試練にけじめをつけてからでも、遅おそくはねえだろう」

「……それで、いいの？」

「ああ。ユリカ姫との約束もある。俺なんかを信じて要よう塞さいから帰してくれた恩人を、裏切るわけにはいかねえ。てめえの説教のおかげで目が覚めた。礼を言う」

　エミットは苦く笑しようがてら嘆たん息そくした。

　その瞳ひとみには、小さく涙なみだのしずくが浮うかんでいた。

「いい子ね、汝……。なんで神さまは汝みたいな子に、そんな試練を与えたのかしらね……」

「俺が知るか」




　　　　◆




　ジェスが部屋に戻ると、マヒロもエミリオも、もう寝ね入いっているようだった。だが聞いていただろうと思い、ジェスは吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「……知ってやがったんだな」

「……僕はそう言ったつもりだけどね……」

　そうだ。確かにこいつは言った。

　あまりにも冗じよう談だんめかした態度だったが。

「で、君はどうする」

「どうもしねえ。今まで通りだ」

「そうかい。ならいい」

「……エルクレセルを蘇らせるってのは本気なのか」

　マヒロはすぐには答えず、少しの間、沈ちん黙もくを守ってから言った。

「まだ君たちと出会う前……パリエルと約束したとき。全てが僕の計算した通りに行けば、平定の目はあった」

「今は」

「だいぶあやふやだ。やっぱり、そうなんでもかんでもうまくいくもんじゃない。どこかへ出かけるたびに思い知らされる。書物で見知った知識だけでいい気になっていた自分が、いかに世間知らずだったかを」

　まさか預言者ではない。彼が何をどう計算しているのかはジェスの知るところではなかったが、大陸全土をかけたものだ。予測がずれれば、努力で補うにも自おのずと限度があるのだろう。

「……ジェス。聖せい魔ま杯はいが蘇らなかったら、どうする」

「他ほかのあてを探す」

　それについては元より選ばれるかどうかもあやふやな代物だ。ただ魔王へ到いたるために考えうる幾いく多たの道の中で、最も確実な目として行動を共にしているに過ぎない。

「……らしくねえな。天魔将相手にビビったわけでもねえだろう。紋もん章しようは手に入ったんだ」

「ああ。それはそれとしてね」

「あと何枚ある」

「さあね。でも確かにこれっきりってことはないだろうな。三原色にしても収まりが悪い」

「次はどこだ」

　問いかけに、マヒロは興味もなさそうに言う。

「東、北、東ときたから……西じゃないか？　南じゃ困る。帝てい国こく領だ」

「……帝国にもあんのか」

「ランデルディーの言葉が事実なら、大陸の全土に散らばっていないとおかしい。帝国だからないっていうのは、僕たちに都合がよすぎる」

「だったら、帝国にあるやつを最後まで残しとくってのはうまくねえだろう」

「……そうだね。あるいは、その時点で帝国が仕し掛かけてくる可能性は高い」

　最後の一枚が己おのれの手の内にあるのなら……取りも直さず、聖魔杯の蘇よみがえる目はないということ。

「あやふやっていうのは、そういうのも含ふくめてのことだ。僕は最初、紋章と言ってもせいぜいが中原以内に散らばっている程度だと、高をくくっていたんだけどね……」

「……」

　マヒロが毛布を被かぶり直した。

「エルクレセルについては、聖魔杯が無理でもどうにかするつもりでいる。それだけは信じてくれ」

「ああ」

　呟き、ジェスもベッドに潜もぐった。
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　一週間後。

　シャルロッテの元には、マヒロ一行が無事（？）ミスマルカに帰着したとの報告が届いていた。

「……」

　東京土産みやげだという、なんだか丸っこいぬいぐるみと一いつ緒しよに。

　ぽむぽむとその頭を軽く叩たたいて、シャルロッテは溜ため息いき一つ。

「こういうもので喜ぶような歳としでも……」

　北と西の両公国は、こちらが友好的である限り、中立を保つと言ってきた。

　連合もどうにかその二国を焚たき付けようと動いていたが、失敗に終わったらしい。何せ緩かん衝しよう地帯では、未いまだに血が流れていないのだ。己おのれらの手も汚よごれぬうちから、大陸の外の者たちに動けと言ってもそれは無理な話だろう。別な報告では、タクロー王子の両国へ宛あてた書簡が大きな威い力りよくを発揮したとある。

　そこから判断する限り、向こうのタクロー王子という人物はなかなか優ゆう秀しゆうなようだ。どうせルナスでは、「嫌いやなら攻せめ滅ほろぼすぞ」くらいしか言わなかっただろう。

　だから大八洲に関してはこれで終わり。実際にシベリアへ攻こう撃げきするための橋きよう頭とう堡ほとしても距きよ離り的てきに十二分だし、もし軍港として機能しなかったとしても、共和国に対してそうした動きがあることを見せつけるだけでもよかったのだ。実際に東京に上陸した兵員数を鑑かんがみれば、共和国がこれ以上の兵力を緩衝地帯に割さくことはなくなるだろう。

「姉上」

　ノックの後、もう一人の妹、ユリカが入ってきた。連合に攻める様子がなく、先の共和国での一件でそれが確定的になったので、一いつ旦たん呼よび戻もどしたのだ。

「どうですか？　久しぶりの帝都は」

「別に。私は本しか読まないから」

　こっちの妹も相変わらず。

　いや、本しか読まないのはいいのだが。

　シャルロッテは思わず指差した。

「……あなた、それ」

「かわいい」

　ユリカが胸むな元もとに抱かかえていたのは、シャルロッテの元に送られてきたのと同じニンニンくん人形。

「さすがルナス。いい戦利品」

　それはルナスは姉妹の中では一番あちこちに出かけているので、ある意味目は肥えているのだが。戦利品と言っても、件くだんの忍にん者じや村を占せん拠きよしたわけではないだろう。

「姉上」

「何ですか」

「ルナスの手紙にあった、百匹ぴきのニンニンくん部隊を私に」

　……。

　珍めずらしく上の妹が浮うかれていた。ルナスと正反対でまるで感情を表に出さないユリカだが、長い付き合いなのでわかる。本以外のものをおねだりしたためしがほとんどないのだ。表情はいつもと変わらないが、頭の上のフキダシに、ハートマークが浮かんでいるような感じ。

「私の分も上げるから、それで我が慢まんなさい」

「……いいの？」

「いいです」

　というか、いらない。

　シャルロッテは、ぽん、とユリカの胸にもう一つ押し付けた。

　妹の表情は変わらなかったが、ハートマークが二つに増えた気がした。

「ルナスみたいに……とは言わないけれど、あなたも少しは体を動かしなさいね」

「動かない分、食べないから」

　太らないとでも言いたいのか。それ以外の健康の意味も含ふくめて、シャルロッテは言ったつもりだったが。

「それより」

　述べたユリカが、ちらと視線を動かした。それを受け、シャルロッテは軽い手て振ぶりで人ひと払ばらいをした。メイドたちは一礼の後、静々と別室へ控ひかえる。

「これ」

　ユリカが机き上じようへ差し出したのは計画書だった。表紙には部外秘と記されただけの、無題の計画書ネームレスプロジエクト。

　早い話、向こうさんが新型魔ま法ほうと気にかけているものだ。当初は開戦に間に合うべくもなく、一時凍とう結けつされていたものが……開戦が延期され、また、大八洲へ移した兵力分を補う意味でも、再び日の目を見ようとしている。

　ユリカを呼よび戻したのは、連合に対し今はまだ緩衝地帯側から攻める意志がないことを示すと同時……彼女に再び、この開発に加わらせる目的もあった。

　シャルロッテは書類をめくりながら尋たずねる。

「進しん捗ちよく状じよう況きようは？」

「まあまあ」

「テストしてみてどうかしら？」

「いい感じ」

「……そう」

「そう」

　下の妹が下の妹なら、上の妹は上の妹で。

　ぬいぐるみをもふもふしながらする話では断じてないのだが。

「具体的にどうまあまあで、いい感じ？」

「……進捗率八十五パーセント。でもここから先のテストは、帝こ都こでは無理」

　もう一枚書類をめくる。

「そう……。ここまで行ったなら、当然ね」

「父上は」

「恐おそらくは。開戦となれば」

「……姉上は」

「使いたくはないわね。面めん倒どうだから」

　そうして姉妹はしばし見み詰つめ合う。

「ルナスもきっと嫌いやがる」

「ええ、だから話していないわ。あの子はロマンチストだから。ただでさえ剣けんと鎧よろいが好きなのに、魔法なんてね」

　再びユリカが頷うなずいた。

「複雑」

「あなたはあなたの信じた勇者を信じればいいわ」

「姉上は」

「私は私の策略を信じるわ。どのタイミングであれ……マヒロ王子さえ捕つかまえたなら、開戦を回かい避ひする方法はある」

　こくり、もう一度頷きユリカは去っていった。

　そしてシャルロッテは冷めかけた紅茶を一口。

（もっとも……）

　当たり前だが、武力衝しよう突とつの回避は、戦せん端たんが開かれる前に限った話だ。

　ルナスはミスマルカからの去り際ぎわ、マヒロへ向け、それが泥どろ沼ぬまの闘とう争そうの始まりだと述べたらしい。

　なるほど、事実そうなのかもしれない。

　マヒロの思いは高こう尚しようだ。武力衝突を回避し、聖せい魔ま杯はいをして話し合いの席に着くと。だが、もしもマヒロが、全すべての紋もん章しようを集め終えるまで逃にげ切ってしまったなら……その復活を指を咥くわえて待ついわれは、こちらにはない。先に領内で見つかった遺い跡せきに関しては、十中八九、紋章の祭さい壇だんだろうとの調査結果だ。

　もしもマヒロがそれを手付かずに、他の紋章を集めきってしまったなら。

（……開戦止やむ無し……か）

　コンコンコン。

　急ぎめの三回のノックは聞かなくてもわかる。他のドアでは知らないが、それが彼のクセなのだ。

「ルディ＝シャンク特務一等官です」

「どうぞ」

「失礼します」

　元のつくりがいいこの男は、帝てい都とにいて軍服など着ていると、また無む駄だに凜り々りしく見える。

「今日は報告の予定はなかったはずですが、どうしました」

「はい。せっかく予定がないのですから、麗うるわしきシャルロッテ皇女のお茶のお相手でもできればと思い……」

　この口の軽さで負かされたというのだから、本当にマヒロ王子の舌先三寸、どうなっているのか興味深い。

「私の飲むお茶は高いですよ。ノアールローゼンにその一いつ杯ぱいを注つがせる間の時給もね」

「これは手厳しい。ですが私もこう見えてシャルロッテ様の手足として働く一等官、高給を頂いておりますからね。お金で解決できる問題であれば、喜んでご一いつ緒しよさせていただきましょう」

「うふふ、まさか皇族が下々からお金を頂くわけには参りませんものね……」

　一転。

「面倒だから、来月からあなたの給きゆう与よ明細に０を並ばせることにするわ」

「あ……。いえ……」

「……あら、何か問題が？　お金で解決するのに喜んでくれないのですか？」

「冗じよう談だんですよ、シャルロッテ様。いつもの冗談です。実は買ったばかりのオートモービルのローンが……」

　ふぅん、帝都にもそういうのが流は行やるようになったか。大東京王国の技術者が流れ込んでくるようなら、産業として一歩飛ひ躍やくするかもしれない。あとでヴァリオに相談してみよう。

「……まあ、冗談はさておきましてシャルロッテ様。用件は他ほかでもありません」

　ルディが花束でも差し出すように恭うやうやしく、手にしていたクリップボードを机き上じように滑すべらせた。

「教団領の方がきな臭くさくなってきました。枢すう機き会は完全に分ぶん裂れつ状態です。こちらの戦いくさに飛び火するようであれば、何らかの形で介かい入にゆうすべきかと」

（この面めん倒どうなときに……）

　いや、この面倒なときだからこそか。緩かん衝しよう地帯のきな臭さに、いよいよ向こうが感化されたのだろう。国外にまでその情報が伝わるようでは、いよいよ本格化していると見るべきか。

　そしてシャルロッテは報告書の一文に目を留める。




『急進、保守、両派による武力衝突の可能性も危き惧ぐされたし』




「そう……そこまで」

「私見ですが、両派による各聖せい騎き士し団への根回しもすでに始まっているようです。事実であれば、どちらを支持するかでも国内の世論が傾かたむきます。恐おそらくは連合各国でも頭の痛いところでしょう」

　シャルロッテは小さく笑った。

「個人的にはこの穏おん健けん派を応おう援えんしたいところですね」

「同感です。なかれなかれのなかれ教ですからね。ことなかれ主義の彼女らこそが、最も敬けい虔けんな信徒であると言うべきでしょう」

　急進、保守、それぞれのリーダー格と目される人物に並び、その穏健派の中ちゆう核かくだろう人物の名も記されていた。皮肉にも先の権力闘争に敗れ、暗殺されたとも噂うわさされる先代教皇の孫まご娘むすめ。

　エミット・リカ・エリクシル枢機卿きよう。

「敬虔……ね。あなたは〝神〟を信じているのですか？」

　シャルロッテが問うと、ルディはさも軽けい薄はくに笑えみを浮うかべた。

「それはもう。手に職、高給、お仕えするは麗しき姫ひめ君ぎみ様。感謝こそすれ、少なくとも恨うらむような覚えはありませんねぇ」

「そうですか」

　幸せなことだ。

「シャルロッテ様におかれましては？」

「持たざる者にはそれさえ与あたえておけば文句は言わない。素す晴ばらしい言葉だわ」

　あまりの下らなさに小さく笑うと、ルディはどこか面めん食くらったような顔をしていた。

　つまらない問答だったと自省し、シャルロッテは吐と息いきを一つ。

「結構です。これについては後日、父王陛下と相談の上で会議に掛かけましょう。他の一いつ切さいには内密に」

「はっ」

「報告ついでにお茶でも飲んでいきますか」

「は……？　あ、いえ……」

「０は嫌きらいですか？」

「いやぁ、あまり好きではありませんねえ……、ハハハ……。それでは失礼します」

　乾かわいた笑い声から一転、真ま面じ目めな顔に戻もどったルディは急いで敬礼一つ。そそくさと帰っていった。

　蛇へび。紋もん章しよう。聖せい魔ま杯はい。教団。

　まだまだ大陸は流る転てんする。

「退たい屈くつしなくていいわねぇ……」

　願わくば、それが面倒ではなく面おも白しろければ良いのだが。

　シャルロッテが見上げた帝てい都との空は、高々度を揺蕩たゆたう飛ひ龍りゆうの姿がはっきりと見えるほど。

　今日も青く澄すみ渡わたっている。







　あとがき




『おお、見よ！　あれこそ我が広げし風ふ呂ろ敷しきの裾すそ！

　　　　まるで膨ぼう張ちようする宇宙のように広がっていくではありませんか。


──林トモアキ』　　






　光よりも速く遠ざかるものは、何も宇宙の果てに限ったことではありません。

　俺が悪いんじゃない。風呂敷を広げすぎるなという教訓を、こうしてわかりやすく残しておかなかった先せん達だつが悪いのです。

　そんなわけで我々人類が二度とこのような過あやまちを繰くり返かえさないようにとの願いを込こめて、一巻に続いて名言っぽく書いてみたのですが、後世の人々の間に教訓として伝わっていきませんかね？　伝わっていきませんよね。はい、すみません。




　五巻目です。当初の構想では、五巻で「第一部・完　ミスマルカ王国の戦いはこれからだ！　林先生の次回作にご期待ください」みたいな予定だったんですが、やっぱりあれですね。紋もん章しよう集めがこの物語のビッグバン的役割を果たしましたね。でもファンタジーって言ったら、やっぱり「○○を集めなければ！」というのが定番じゃないですか。まあ、その紋章をいくつ集めるかも決めないうちに書き始めてしまったのはさすがに自分でもどうかと思っていますが世の中そんなもんです。何枚にしようかなぁ……。




　ことほど左さ様ようにいい加減な『ミスマルカ興国物語』のくせに、なんと少年エース誌上ではコミック版が連れん載さい中です。小説とは絶対的に尺が違ちがうものが、どうアレンジされるか期待と不安と半々でしたが、作者として必要だと思っているストーリーの要点部分がうまくまとめてあってキャラクターもよく動き回り、素す晴ばらしい出来です。逆を言えばそれで話が成り立つのだから原作にいかに無む駄だが多いかという話ですが、ルナスが可愛かわいいのでどうでもいいですね。

　姉妹誌となるヤングエース誌上では同じく拙せつ著ちよ『戦闘城塞マスラヲ』のコミック版も始まりまして、どのページをめくっても異様に目付きの悪い男が載のっているという萌もえなど度外視した読者に媚こびない作りがたまりません。もちろんヒデオと同じだけウィル子も元気に登場してますので、ミスマルカ共々、よろしくお願い申し上げます。

　あ、もちろんエヴァとハルヒも載ってますよ。




　でだ、諸氏。唐とう突とつだが編集部がどうしても「やらないか？」と言うのでヤツの仮面のデザインを募ぼ集しゆうすることになりました。なぜ三十にもなるいい大人が打ち合わせと称しようして真っ昼間のファミレスで人目もはばからず「ゼンラー！　ゼンラー！」と真しん剣けんに話し合わねばならないのでしょうか。生きていくって本当に辛つらく大変でイタイことばっかりです。

　とは言え本編やコミック版で採用されるというわけではないので、我こそは真の自由の騎き士しだとおっしゃる方は二巻で登場したボール紙版（ノーマル仕様）、四巻で登場したプラスチック版（Ｚ仕様）、もしかしたら今後登場するかもしれないゴージャス版（？？？仕様）、その他等々、「特に着るものもないがせっかくだから俺はこの仮面を身につけるぜ」チックなフリーダムな発想でお気軽にどうぞ。

　あまりにも下らないので奮ふるってご参加くださいとか作者としては到とう底てい言う気になれないのですが、えー、まあ、時間をドブに捨てた気分になれたとしても俺のせいじゃないです。

　編集部の陰いん謀ぼうです。

　詳くわしくはそちらからのアナウンスをご覧ください（優ゆう秀しゆう作品には粗そ品しながあるようです）。




　お知らせだけで紙面を使ってしまいましたので、今回はこの辺で。

　また次巻も懲こりずにお付き合いいただければ幸いです。




　二〇〇九年　七月


林　トモアキ　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ともぞ

カバー・口絵・本文デザイン／タケウチユタカ＋ｆｏｃｏ

地図製作／廣重雅也（クレスピ）










ミスマルカ興こう国こく物もの語がたりⅤ








林はやし トモアキ
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